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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







Open…青年と老図書館は異世界で引く手あまたとなり

Book1. 姫騎士様はやきもちをおやきになっているようです

Book2. 猫耳娘さんと一緒に文字を習うことになりました

Book3. ハルピュイアくんは吟遊詩人になりたいようです

Book4. エルフ族の族長さんが言いました。「我らがエルフ族のものとなれ、ユーイチ」

Book5. 『女王陛下の目にも涙』という諺が、この世界にもあるとかないとか

Close…選ばれたのは、×××でした




　あとがき







～館長の業務日誌より、最近の利用者からの相談に関する請せい求きゆう記号メモ～




【ドンドールさん】

（※相関索さく引いんに「本」という索引ワードはなかった。）


　０２２　　　写本．刊本．造本

　０２２．６　図書の材料：紙[image: ]墨すみ[image: ]インク

　　　　　　　[image: →]５７６．９[image: ]５８５[image: ]７２８[image: ]７４９．３

　０２２．８　製本：製本史[image: ]製本材料[image: ]製本技術[image: ]修理技術[image: ]製本機械[image: ]製本器具

　５８５　　　パルプ・製紙工業　[image: →]：０２２．６

　７４９．３　印刷機械・器具．印刷インク　[image: →]：０２２．６

　　　　　　　＊インク[image: →]５７６．９８[image: ]印刷用紙[image: →]５８５．５１

　５７６．９８　インク（印刷インク）






【フェリオ】


　７６１．８　作曲法

　９１１．６　歌か謡よう　[image: →]：３８８．９[image: ]７６７[image: ]７６８．２／．９






【スィーン】


　７８５．２　水泳．競泳．飛び込み　[image: →]：５５８．９









『日本十進分類法　新しん訂てい10版』から調べた。

　この本、結構使える気がする。





（寺てら沢さわ　優ゆう一いち）　　　
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　異世界にやって来ると、そこは幸せな世界でした。




　そんな感じで僕が寺てら澤さわ文庫図書館と共にここペルムへとやって来て、気づけば八ヶ月。

　相も変わらず、僕はリーネさまの命で図書館の館長をやっています。

　そして相も変わらず、

「ユーイチユーイチ、何をしているのだ？」

　脳筋姫ひめ騎き士しさまことベルも一いつ緒しよです。金きん髪ぱつのポニーテールをあっちへこっちへと揺ゆらして、こんな風に僕にちょっかいをかけてくること、しばしば。

「何って、ほら」

　僕は手元のノート、その表紙をベルに見せた。

　そこには『業務日誌』と文字が書いてある。

　このノートは元々じいさまが書いていたもので、その日、図書館で何があったのかとか、じいさまが感じたこととかが書いてあった。

　じいさまが書いていてくれたおかげで、僕は僕が知りえないこの図書館の過去の出来事を、じいさまが何を考えていたかを、知ることができた。直接教えてもらいたかったこともあったが、それでもこのノートのおかげで僕は情報を得られたわけで。

　つまり、これは情報的価値の高いノートだった。

　そんな日本産の業務日誌。書かれた文字は当然、日本語で、

「……何と書いてあるのだ？」

　首を傾かしげる姫騎士さま。当然、彼女は読めない。

　まあ、僕もこの世界の文字は読めないので、ここはおあいこだ。教えてやろう。

「業務日誌を書いているんだよ」

「ぎょーむにっし？」

「仕事の記録。いろいろ、忘れないように書き留めておくことにしたんだ」

「なるほどな！　……して、書き留めておくと何かいいことがあるのか？」

「納なつ得とくしたんじゃなかったのかよ……ええと、たとえば、お前が何か問題行動を起こしたとして、その記録をずっと残せる」

「ずっと？」

「ああ、ずっと。未み来らい永えい劫ごう。このノートが残っている限り」

「ゆ、ユーイチ、ちょっとその〝のーと〟とやらを借りてもよいだろうか」

「……何だその剣けんは」

「いやなんだ、その、わたしの問題行動の痕こん跡せきを消し去ってくれようと……」

「自覚あったのか……」

「ちょ、ちょっとはな。ちょっと、だぞ？」

　これまでのことを思い返す……

　……うん。「ちょっと」などという可愛かわいい言葉で済まされるものではないな。

　そんな風に遠い目で考えていると、ベルがノートにそろ～りと手を伸のばしてきた。

　僕は、ひょいっ、とベルからそれを遠ざける。

「何をしようとしている」

「い、いや、姉上にそののーとが渡わたると困るなーと。困る……困っ、困りますっ！」

　手を伸ばされるたび、ひょいっ、ひょいっ、と僕はベルからノートを遠ざける。

　それに合わせて、ベルが僕の右へ左へ……あ。ちょっと面おも白しろいな、これ。

　だが、こうしてずっと遊んでいるわけにもいかないので説明してやることにした。

「ベル、よく見ろ。お前、これが読めるか？」

　ノートを開いて、今まで僕が書いていた文字を見せる。

　ベルはその青くて大きな瞳ひとみを見開き、黙だまっていれば美人という、いわゆる宝の持ち腐ぐされになっているその整った顔をノートに近づけ、

「バカにしているのか。もちろんだとも、読め──ない！」

「そうだと思いました。多分、リーネさまも読めないはずだよ」

「……と、いうことは」

「リーネさまの手に渡っても、これは読まれない」

　言葉の意味を理解したのだろう。瞬しゆん間かん、ベルの顔が、パアアアッと明るくなった。

　……これ、そんなに喜ぶようなことなんですかね。

　そんなに問題行動でリーネさまに叱しかられてきたんですかね、この子。

「そ、そうか！　それならよいのだ。いや、わたしほど優ゆう秀しゆうな騎士ともなれば、そんなことを心配する必要がないのは重々承知しているのだがな。一応な。念には念を入れてな」

「はいはい、それじゃ優秀な姫騎士さま。ちょっとカウンターを任せます」

「ああ、任せるがいいぞユーイチ。優秀なわたしに！　優秀な！　わたしに！」

　胸を張って強調するベルをテキトーにあしらいつつ、自分が座っていた椅い子すに座らせ、僕は図書館内の見回りに向かった。

　じいさまの業務日誌には、一日数回、館内の見回りをしていたと書いてあった。それを読んでから、僕も見回りをするようにしている。

　日本の図書館では置き引きなどもあることからじいさまは行っていたようなのだが、結局じいさまが館長をやっていた時にそういったことは一度もなかったようだ。この図書館の人徳ならぬ館徳のおかげだろうか。

　ちなみに僕が館長になってからも一度もそういったことはない。この世界の人たちのことを考えるに、ありそうもない。ここでは僕が一番よこしまだろう……自覚、あります。

　では、なぜ見回りをするのか……図書館の中を見て歩くのが、単純に好きだからだ。

　初めてこの世界に来た時、この図書館の中にいたのは自分だけだった。それが今では、ベルを始め、

「館長にゃん、今日もお疲つかれにゃーん♪」

　書しよ架かの間ですれ違ちがった獣じゆう人じん族の猫ねこ耳みみ娘むすめミーナに労ねぎらわれたかと思うと、

「ユーちゃん、今日はこの本を借りてくぜい」

　ドワーフ族が誇ほこる職人工こう房ぼうの工房長ドンドールさんに声をかけられ、

「…………なんだ？」

「い、いえ、何でも」

　本ほん棚だなの前で立ち読みしていたドリアード族の族長ネロリさんに不思議そうな顔をされた。

　この人もよく来てくれるようになったなーなどと嬉うれしくなっていたのだが、どうやら見過ぎてしまったらしい。バレた。

「ゅーぃち、ぉつかれ」

　と、ネロリさんの肩かたの上から、身長五センチほどのウィスプ族の少女レィが小さな手を振ふってきた。

　仲なか違たがいしていた二種族の二人だが、今ではすっかり仲良くなっている。

　その光景にも嬉しくなりつつ、レィに手を振り返し、閲えつ覧らん席の方へ。

「と、あの銀ぎん髪ぱつエルフ耳は……」

　閲覧席に座る後ろ姿に、僕は近づいてみることにした。

「あふ……しゅごい……いい……さいこー……」

　何やら聞こえてくる怪あやしげな声。そのせいか、利用者は彼女の周囲を避さけている。

「……エテルさん、何やってるんですか？」

「ふぁ？　あ……ああ、主ぬしさま」

　正気に返ったらしいエテルさんが、はっと顔を上げた。

　さすがエルフ！　というような美しいエテルさんの前には、紙の束が。

　そこには、びっしりと、僕が読めないこの世界の文字が書かれている。

　紙は長らくこの世界にはなかったものだが、人間族が主導で他種族の力を集約して生産、先日からとうとう量産も可能になり、現在では本も作れるようになった。この図書館にも何冊かそういったこの世界の住人たちによって書かれた本が並び始めている。

　エテルさんが手にしているのも、量産された紙の一枚のようだ。

「もしかして、また陵りよう辱じよく小説を書いてるんですか」

「りょ、陵辱ショウセツとは、なな、何のこと、ですかな？」

　目を泳がせてエテルさんが誤ご魔ま化かす。だが、本を作れるようになるや否いなや、エルフが陵辱される系の小説を本にしたのは彼女である。本人は否定しているが、情報通のミーナが「エテルにゃんの書いた本だにゃ」と言っていたので間ま違ちがいないだろう。

　そういったウラが取れていなければ、僕だって陵辱小説の話題など出せませんよ。

「これは報告書です」

　エテルさんが、手元の紙の一枚を僕の方にぺらりと見せる。

「我がエルフの族長へ、このトショカンがいかに素す晴ばらしいものかを伝えるために書いているのです」

「へえ……でもこれ、全部ですか……？」

　原げん稿こう用紙サイズの紙束には、厚めの文庫本五冊ほどの厚みがある気がするのだが……

　しかし、エテルさんは「はい、全部です」とにっこり微笑ほほえんだ。

「これでも、ここの素晴らしさを伝えきれるとは全く思いません。直接ここに来て見ていただくのが一番だとは思うのですが、族長さまは清せい浄じような隠かくれ里から今まで一度もお出になったことのないお方でして」

「噂うわさには聞いてましたけど、本当に引きこ──里から出たことがないんですね」

　ベルから聞いていた単語を口にしそうになったが、危あやういところで踏ふみとどまれた。

　エテルさんに気づかれていないようでホッとする。

「ええ。それに、里からここに来るにはゲートも使えず、途と中ちゆうには危険な生物の住み処かもあって迂う回かい路を使わねばなりません。旅路はかなり長いものになりますので……それに……」

「それに？」

「あー……」

　言いづらいことのようで、言葉を濁にごすエテルさん。

　だが、続く言葉をそのまま待っていると、やがてとても申し訳なさそうに、

「……人間族のことを嫌きらっておいでですから」と、一言、口にした。

「ああ、なるほど。それじゃ、来られないですよね……」

「も、申し訳ありません主さま。ご気分を害されたようでしたら、このエテルニア、神の角かどで罰ばつしていただいても──」

「いや大だい丈じよう夫ぶだし、神ってイコール紙で本のことだと思うけど、そうやって使うものじゃないし……」

「しかし、あの脳筋姫騎士には、よくそのように使われているようですが？」

「あれは特別だから……」

　言ってから、しまった、と思った。

　特別の意味を勘かん違ちがいしたエテルさんが、頰ほおを赤らめ口元を押さえている。

「ぬ、主さまご安心ください。エテルニアは主さまの趣しゆ味み趣しゆ向こうに口出しはいたしませぬ。たとえお相手が決してお薦すすめはできない者でも、それは主さまが選ぶことですから……」

「いや、そういう特別じゃなくて……あれはしつけというか、」

「　し　つ　け　！　」

　あ、しまった。また余計なことを言ってしまったようだ。

「しつけは……大事ですよ、ね……」

　眼めの色を妖あやしく変えながら、エテルさんが艶つやっぽく呟つぶやいた。心なしか息も荒あらい。

　実は、陵辱小説シリーズの一つ『陵辱の美人エルフ潜せん入にゆう捜そう査さ官』の内容をミーナから教えられていたのだが（頼たのんでもいないのに）、いわゆるＳとかＭとかそういう系で言ったら、主人公の美人エルフ捜査官はドＭだった。

　……エテルさんの願望じゃないといいな、と目の前のエルフを見て思う。

　さて、エテルさんは何やら妄もう想そうが捗はかどっているようだし、これ以上続けても話はややこしくなる一方なので、僕は静かにその場を離り脱だつすることにした。




　──と、まあ、こんな感じの知り合いを中心に、館内には利用者がたくさんいた。

　最近はいつも、この世界の様々な種族の人々でいっぱいになっているのだ。もちろん図書館なので静かに使ってもらってはいるが、見た目に賑にぎやかだった。

　僕の中も、日本で廃館直前だったこの図書館も、この世界に来るまでは空っぽだった気がする。

　なのに、それが、今ではこんなにも……

「……うん。悪くないな」

　最初こそ、リーネさまに脅おどされるような形で始めた図書館運営。

　だが、今では引き受けてよかったと思っている。

　そりゃあ改善して欲しいことだってあるさ。具体的には、給料とか福利厚生とか、リーネさまの僕という人間への扱あつかいというか、評価して欲しいとか認められたいとか……

　……ああ、だめだ。考えると、まるで掘ほり起こしたように不満がボコボコと出てくる。

　忘れよう。そんな不満はなかったんだと。だって、この先ずっとここで働いていくのに、そんな不満や改善要求は邪じや魔まなだけだし。自分がつらくなるだけだし。

　この、目の前にある幸せな光景があればいいじゃないか。

　賑やかで、種族間の諍いさかいのない、平和で皆みんなに愛される図書館。

　この場所の、この日常が、この先もずっと続けば、それだけで僕はとりあえず満足だ。

　別に、ここが──リーネさまの元で働くのが──嫌でも、転職なんてできないんだし。




　──本当に、できないんだろうか？




　そんな考えが一いつ瞬しゆんちらついたが、僕は頭を振って考えないことにした。

　それは、考えることによってこの穏おだやかな日常が壊こわれてしまうかもしれないと、本能的に察知したからかもしれない。




　これが後に現実の問題として浮ふ上じようすることを、この時の僕は全く想像もしないのだった。
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「ユーイチ、ホンを量産できるようになさい」




　ある朝、リーネさまに呼び出されたかと思いきや、そんなことを突とつ然ぜん命じられた。

　寝ねぼけた頭で、いつも通り高いところにいる人を見上げる。

　ええと……この人は何を言ってるんだ？

「カミは量産できるようになったのですから、次はホンです」

「……あの。僕は図書館の館長であってですね。本を量産っていうのは、ちょっと仕事の枠わく的にどうなんでしょうか」

　そういうのって、日本だったら……出版社とか印刷所の仕事じゃないのか。

　まあ、どっちもこの世界にはないので、言ったところで通じないとは思うが。少なくとも図書館の仕事ではない気がする。

　しかし、リーネさまはそんなこと意に介かいさないようだった。

「元々、トショカンにしかなかったものを作ろうというのですから、そのトショカンの管理者であるあなたが主導するのは当然でしょう。ええ、当然です」

　問答無用の断言。相変わらずの理り不ふ尽じんさである。

「いいですか、あのトショカンは現在でも知識の宝庫です。しかし、この世界の知識にも宝になり得るものはあります」

「だから、図書館にこの世界産の本を並べたいと」

「物分かりがいい者は好きですよ、ユーイチ」

　超ちよう上から目線で微笑まれた。ぞくぞくするようなＳっ気たっぷりの表情で。

　さすが高ハイ圧プレ女ツシ王ヤー陛・クイ下ーン、朝から圧力全開である。視線だけで背筋が震ふるえそうになるので、僕もだいぶ調教されてしまったなあと少し悲しい。

「そうですね……一ヶ月後までに三〇〇〇冊の本を一度に作れる体制を確立なさい」

　具体的な数字で指示してきたリーネさまに、僕はギョッとした。

「い、いやあの、僕、そんな時間ないですよ？」

　図書館の仕事があって、さらにこうして日常的に朝からリーネさまに呼び出されたりもするのだ。はっきり言って、仕事を追加されては堪たまらない。死ぬ。

「時間がなければ、作ればいいのです」

　リーネさまが、マリー・アントワネットのようなことをおっしゃった。

　大変残念なことだが、凄すごくサマになっている。しかも、よく考えると本家より酷ひどい。

「……健康で文化的な最低限度の生活を保障してくれる憲法なんてものはありませんか」

「けんぽう、とはなんですか？」

　リーネさまが涼すずし気な顔のまま首を傾かしげる。

　そうだよね……ここは日本ではない。

　労働基準監かん督とく署しよもなければ、憲法なんてものもないのだ。知ってた。

　……もしかしなくても、ブラック企き業ぎようならぬブラック図書館し放題じゃないか、これ。

「ええと、リーネさま。一つよろしいですか？」

「なんでしょう？」

「もし、この命令……拒きよ否ひしたら、どうなりますか？」

「あなたがそんな命知らずではないことを祈いのります」

　思わず身震いする。

　答えになっていないのに、意味は十分すぎるほど伝わってきたよね……

「……分かりましたよ。善処します」

「全力で、ですよ」

　ああ、本当にこの女王、一度泣かせてやりたいなー……なんて。

　ちょっと虐しいたげられ続けたせいか、僕の中で抑よく圧あつされていたサディスティックな部分が首をもたげ始めた。

　想像してみる。

　たとえば僕がリーネさまの元を離はなれることになって。そんな時にリーネさまが泣く。不ふ憫びんになるほど目からボロボロ涙なみだを零こぼして、目元を赤くし懇こん願がんするように僕の名前を呼ぶんだ。「ユーイチ、わたくしにはあなたしかおりません。どうか行かないで」って……

　…………うん。ないな。

　ははは、ないない。泣くわけがないよ、この人が。

　そんなことがあったら、この常とこ春はるの世界に雪が降るどころか、隕いん石せきが降るんじゃないだろうか。それほどの大事だ。

　つまり、ありえない。あるわけがない、そんな珍ちん事じ。

「はいはい、分かりましたよ。全力で善処します」

「『はい』は一回でよろしい」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、はい！」

　やけくそで返事をして──ふと、僕は思った。

「あの、そういえば、リーネさまは本をお書きにならないんですか？」

　尋たずねると、リーネさまはわずかに考えるような素そ振ぶりをして、

「……最近、書き始めました」

「へえ。何をです？」

「あなたには関係のないことです」

　うん、知ってた。確かに関係ない。そういう話をする関係でもない。

　地味にダメージを負っている僕に、リーネさまはふっと微笑ほほえんだ。

「では、期待していますよ。ユーイチ」

　こうして僕は、またしても女王陛下の難題に挑いどむこととなったのだった。







　先日、図書館についての本を読んで知ったことがある。

〝図書館学の父〟と呼ばれたランガナタンという人がいる。図書館における五原則を作ったりした人だとか。

　その五原則の中に『図書館は成長する有機体である』という言葉があった。要は、中に並んでいる本が変わっていくことを有機体に喩たとえて表した言葉なのだろう……などと僕なりに理解している。

　この世界の本を、今後いっそう寺てら澤さわ文庫図書館に並べていくこと。それは、いわば有機体としての成長だ。

　成長すれば、有機体も図書館も、機能が更こう新しんされる。その時に必要とされる形に、より近づくことができる。そう考えると、リーネさまの無茶とも思える『本を量産せよ』という要求も、理には適かなっているわけである。

　そう自分に言い聞かせて、僕は仕事に取り組むことにした。

　さて、呼び出しを受けたその日から、僕はさっそく本の量産のために動き始めた。

　まずは本の生産に当たっている種族の人たちに相談だ。

　ドンドールさんやネロリさんが各種族とのパイプ役を担になってくれているので、彼らに会わねばならない。だが、彼らがいつ図書館にやって来るかは分からなかった。

　図書館の管理業務もいつも通りにこなさねばならないし。さて、どうしたものか……

「ゅーぃち、ぃそがし？」

　図書館を開けてカウンターに入ると、ランプの中からレィが出てきた。

　寝ね起おきらしく、目をこすっている。

「ああ。これから忙いそがしくなりそうだ」

「れぃ、なにか、てつだぅ？」

「うーん、手伝いか。そうだなあ……」

　カウンターを任せることができれば外出もできるのだが、さすがにレィ一人では荷が重いだろう。荷というか、質量のあるものは全すべて重いだろうし、本を扱うのは到とう底てい無理だ。

　誰だれか、もう一人いれば──

「ユーイチ、おはよう！　なあなあ、昨日借りたこの本を読んで欲しいんだが、」

「ああ、ベル。ちょうどよかった」

　その時、タイミングを見計らったかのように本を持ってベルが図書館へとやって来たので、僕はカウンターへと手招きした。

　ベルが頭に『？』を浮うかべるような表情で、しかし素す直なおに近づいてくる。

「どうしたのだ？　抱だきしめてくれるのか」

「抱きしめませんよ何だそれは……ちょっと会いに行きたい人がいるんだ。それで──」

「なんだとっ！」

　ベルが、本をカウンターに叩たたきつけるように置いて叫さけんだ。

「こら。『館内ではお静かに』だろ」

「これが静かになどしていられるか！　会いに行きたい人……誰だ！　女か！」

「いや、ドンドールさんとネロリさんだ」

「女より可愛かわいい者たちではないかー！」

　なんだ男かーと納なつ得とくすると思ったら、さらに加熱した。どういうことだってばよ。

「お前的にはそういう認にん識しきだったのか……」

「お二人は殿との方がたのくせに、女よりよほど可愛らしい側面をお持ちなのだ。ユーイチだって可愛いと思ったことの一度や二度はあるだろう!?」

　ベルの問いに、僕は無言を貫つらぬく。

　……否定はできなかった。二人とも、時々妙みように可愛らしいところがある。

　でもよかった、ベルもそう感じていて。僕だけの認識じゃなくて、ちょっと安心した。

「べるも、かわぃぃょ」

　その時、レィが言った言葉にベルがぴくりと反応した。

「そ、そうか。わたしも可愛いだろうか、レィどの？」

「ぅん。かわぃぃ。ね、ゅーぃち？」

　レィが僕にウィンクした。

　どうやら助け舟ぶねを出してくれたらしい。「レィが可愛い」と言いそうになったが、口にしていたら助け舟を無む駄だにしてしまうところだった。またややこしいことになる。

「そ……そうそう、ベルも可愛いよ」

「ほ、本当かユーイチ！　そうか、わたしも可愛いか！」

「……チョロすぎるだろ」

「いま何か言ったかユーイチ？」

「かわぃすぎんだろ、て。ね、ゅーぃち？」

「ああ、そうそう。可愛すぎるって」

「そ、そうかあ～可愛すぎるかあ～」

[image: ]

　ベルが頰ほおを赤くして照れている。

　よし、レィのナイスアシストのおかげで事を拗こじれさせずに済んだ。今がチャンスだ。

「ところで可愛すぎるベルさんに頼たのみたいことがあるんですが」

「おお、何でも任せるといい！　この！　可愛すぎるわたしに！」

　張った胸を叩いてみせるベル。こいつ、変な男に捕つかまらないといいんだが……

　そんな風にベルの将来の心配をしつつ、リーネさまの命令で外出が必要な旨むねを説明した。

「……というわけで、しばらくカウンターを任せたいんだ。レィと一いつ緒しよに頼めるか？」

「んん、まあ、わたし以外に頼めるような者はいないのだろう？」

「そうそう、ベルしかいないんだ。頼むよ」

　ミーナがいれば頼めるのだが……などと言えばベルにへそを曲げられるのは分かりきったことなので黙だまっておく。この場にはベルしかいないのだ、間ま違ちがってない。

「よしっ！　どーんと任せるがいい！」

　そんな風にベルがやる気になってくれたので、彼女とレィの二人にカウンターを任せ、僕は外出することにした。

「……うーん。それにしても、ベルあいつは何で僕に懐なついてくれてるんだか」

　ゲートのある中央広場へ向かって歩く間に思い返してみたが、やっぱりフラグは見当たらなかった。

　日本にいた時から、僕は自分が異性にモテる男ではないと熟知している。

　なので、ベルのような（黙っていれば）可愛い女性が好意を示してくれるこの状じよう況きようは、冗じよう談だんだとしか思えなかった。

　まっこと不思議なことこの上ないのだが、しかしベルに直接訊きくというのは気が引けるし……誰か、僕がどこでフラグを立てたのか、知っている人はいませんかね。いないか。

　まあ、別にそこまで知りたいわけじゃないんだけどさ。

　……ちょっとだけ、気にはなっています。







　さて、中央広場からどこでもドアこと『ゲート』を通過。

　まずやって来たのは、ドワーフ族の集落だ。

　ここに来るのは、実はドワーフ族が本と出会って文明爆ばく発はつを起こした時以来だった。現場を再確認するのが怖こわくて、あれから一度も訪おとずれていなかったのである。

　あの『あの世とこの世のミックスパフェ』状態が悪化していたらどうしよう……そんな懸け念ねんを抱いだきつつ、やって来たのだが──

「……あれ？」

　ゲートを抜ぬけたその場で集落を見み渡わたし、思わず疑問の声を上げてしまった。

　元の街並みに、戻っている。

　いや、正確に言えば元通りではない。ところどころに文明爆発の痕こん跡せきは残っている。

　たとえば、太たい陽ようの塔とうのようなオブジェは残っているし、失敬な表現だが以前はゴミ山を形成していた数々のメカニカルな物体は消え、代わりにそれらを陳ちん列れつした店ができていた。日本で言えば電気屋──物が物なので、ジャンク屋とも言うかもしれない。

　しかし、だいぶ落ち着いた様相になっていることは間違いなかった。

　あの一件に若じやつ干かん……いや、かなり後ろめたい気持ちもあったので、この状況の変化にはホッとした。見て見ぬ振ふりをしてきたけども、取り返しの付かないことをしてしまったのではないかと、ちょっと気が気ではなかったんだよね……

　そんなわけで、荒あれ地をゆく覚かく悟ごで来たのだが、目的地──ドンドールさんが工こう房ぼう長をしている職人工房──にも、あっさりとたどり着くことができた。

「職人工房『エウレカ』へようこそ、お客さま」

　見覚えのある、推定身長百二十センチの小さいおっさんに出で迎むかえられた。

　この職人工房の受付ドワーフだ。

「おや、ユーイチさまではございませんか」

　名乗る前に先に呼ばれたので「お久しぶりです」と会え釈しやくした。

　顔見知り認定されているようだが、ベルの武器製作の依頼と受け取り、ドワーフ族の文明爆発の時の三度、顔を合わせただけである。よく覚えていてくれたものだ。

　ドワーフ族の人は真ま面じ目めで勤勉、誠実な人が多い印象だが、この人もそうなのだろう。僕は、友人レベルの人たちなら覚えているものの、それ以外の人となるとなかなか名前までは難しい。

　まあ、純日本産の顔立ちをした人間が僕だけなので、覚えやすかったのかもだが。

「本日はどのようなご用件ですかな？」

「ドンドールさんに会いに来たんです。こちらにいらっしゃいますか？」

「ええ。工房長でしたら奥で今日も発明中でございますよ。どうぞどうぞ」

　受付ドワーフが奥へ促うながすように手で指し示してくれたので、僕はそちらへ進んだ。彼も隣となりをひょこひょことついてくる。

　僕は思い切って、気になっていたことを彼に聞くことにした。

「あの……ずいぶんと落ち着きましたね」

「外のことでしょうか？　それとも工房の中のことですかな？」

「どっちもです」

　街中と同じく物で溢あふれかえっていたはずの工房内……だがそこは、最初に来た時のように整然としていた。外と同じで、すっかり片付いていたのだ。

　ところどころ、照明が近未来的なネオンの輝かがやきを放っていたり、置かれている人形がカタコトで話しかけてきたりもするが、通路が通れないということはない。

　前回ベルの胸が支つかえて通れなかった場所も、かなりすっきりしたもので、今は僕と受付ドワーフが並んで歩いても通れるくらいだった。決してベルの胸がそれほど大きかったというわけではないはずだ。大きいけど。

「あの時も、片付けはしていたのです。空間がなければ物が置けませんし、作ることもできませんから……ですが、片付けの速度が追いつかなかったのですよ。そもそも、片付けするより作りたいのがドワーフ族の性質と申しますか、皆みな、作る側に回ってしまって」

「それじゃ誰だれが片付けを？」

「工房内は、主にわたくしめでございます。いえ、主にというか、わたくしが」

「まさか一人でってことですか？　あれを？」

「ええ、一人ででございます」

「全部？」

「全部」

「た、大変でしたね……」

「まあ、そこそこには。最近ようやくこのような状態に持ってこれたところですよ」

　受付ドワーフは、髭ひげをもそもそ動かして答えた。笑っているようだ。

　……ううむ。どこの世界でも縁えんの下の力持ちというのは必要なようだ。この小さいおっさんがいなかったら、工房は今でも機能していなかったかもしれない。

「片付け、嫌いやになりませんでしたか？　一人でなんて、すごい重労働でしたよね」

「そうですねえ……大変ではありましたが、嫌ではありませんでしたな。達成感もありましたし」

　そりゃあ、あれだけの惨さん状じようだ。一人で片付けきったとあれば、達成感がないわけがない。僕なんて、図書館の管理人室を片付けるだけで、もの凄すごい達成感を得たし。

「褒ほう賞しようもいただきましたしな」

「ああ、ちゃんと貰もらえたんですね。それはよかった」

「通常の仕事はお客様の案内でございますので、それ以外の仕事となると工房長がきちんと別べつ枠わくでくださいます。ドワーフ族の族長が、代々『労働には相応の対価を』という考えの方たちなので」

　すごい、なんてホワイト企き業ぎようならぬホワイト種族だ！

　……などと思ったのだが、普ふ通つうだ。これが普通なのだ。

　僕の職場がブラックなだけで……リーネさまが横暴な雇やとい主なだけなのだ。

「あの……つかぬことをお伺うかがいしますけど、褒賞って何を貰いました？」

「カネです」

「お金……？　ドワーフ族には、貨か幣へい経済の概がい念ねんがあるんですか？」

「カヘイケイザイとやらが何かは存じませぬが……カネというのは、いくつかの金属をまとめた呼こ称しようでございますよ。金とか銀とか」

「ああ、それなら分かります。そういえば、うちの姫ひめ騎き士しもドンドールさんの支し払はらいにそういったものを渡わたそうとしてました」

「ええ。ドワーフ族は物作りの種族。生業なりわいへの対価については、どの種族よりもしっかりしています。工房への支払いも、他種族にも明めい瞭りようにするためにカネで統一しております」

　なるほど。貨幣を使ってはいないが、きちんと経済活動がされているらしい。

　人間族の集落はまだ物々交こう換かんが主流だけど、リーネさまのことだからそのうちドワーフ族に寄せてきそうだな。さすがにそれについては僕をこき使うようなことはしないと思うけど、造ぞう幣へいまでさせられる可能性がゼロとは言えない。紙関係だし。

「しかし、褒賞がいただけなくとも、『この工房に仕事を任せたいとお客様に思ってもらうように案内する』──それが、わたくしめの仕事でございますからな。この工房内の通路が、いわばわたくしめの仕事場。それを整えておくのは当然のことでございます」

「当然、ですか」

「さよう。まあ、さすがにくたびれはしましたけどもな。天災だと思って割り切りました。嵐あらしに文句を言っても仕方ありますまい」

　かかか、と受付ドワーフが声を出して笑う。

　僕もつられて笑う……が、苦笑いにしかなっていない気がする。

　与あたえた影えい響きようが間接的なものだったとはいえ、すごく「ごめんなさい」をしたい気分だった。ごめんなさい。天災を起こした原因の一つは僕かもしれません……

　そうこう話しているうちに、僕らはドンドールさんの工房へと着いた。

　入り口から工房の中を覗のぞき込むと、ドンドールさんは何やら作業机に向かっていた。

　机の上には本が置いてあるのだが……読んでいるという感じとはちょっと違ちがう気がする。一体、何をしているのだろう？

「工房長、お客さまです。では、あとはお二人でごゆっくりと」

　そう言って、受付ドワーフは来た道を戻もどって行く。

　……いや、待って。何だ、今の「あとはお若い二人で」みたいな響ひびきは。おかしいでしょう。

　複雑な心境で彼を見送っていると、

「おおっ、誰かと思えばユーちゃんじゃねえか～！」

　ドンドールさんが目に付けていた可変ゴーグルを上げ、瞳ひとみをキラッキラさせながら出迎えてくれた。

　……何度も言うが、ドンドールさんは可愛かわいい女の子ではない。おっさんだ。髭ひげ面づらの小さいおっさんだ。

　今日は髭をリボンと一緒に編みこんだおしゃれスタイルだが、女の子が髪かみでしているのとは訳が違うのだ。髭だ。おっさんだ。小さい髭のおっさんだ。

「わざわざここに来るなんて珍めずらしいな」

「そうですね。お久しぶりです」

「今日は姫騎士の嬢じようちゃんと一緒じゃねえみてえだけど、どうしたんでい？」

「リーネさまの依い頼らいを伝えに来ました。ベルは図書館で留守番を任せてます」

「ああ、女王さん絡がらみか。ユーちゃんも大変だな」

「まあ、そこそこには」

　さっき片付けの話で受付ドワーフが口にしたのと同じ返事をして、僕は肩かたを竦すくめた。

「つらかったら俺に相談しろよ？　ユーちゃんの相談ならいつでも乗ってやる。んで、依頼ってのは？」

「本のことです。リーネさまが、本を量産できるようにしたいと」

「あー、なるほどな。ちょうど今しがた俺も考えてたとこでい」

　言われて、先ほどこの部屋にやって来た際に見たドンドールさんの姿を思い出す。

「さっき机に向かってたのはそのためですか？」

「そうとも。ホンの構造を調べながら、量産について考えてたんだ」

「構造、ですか」

「ああ。これは、ユーちゃんとこのトショカンから借りたやつなんだけどよ」

　言って、ドンドールさんは机の上の本を並べてみせた。

　前回、図書館から借りていった十冊だ。

「薄うすいやつ、厚いやつ、硬かたいやつ、軟やわらかいやつ、でかいの、小さいの……それぞれ材質が違う上に、造りが違うだろ？　ほら、開いてみたり、上から見たりすると分かりやすい」

「あ、そうですね。言われてみれば」

　形の違い以外を意識したことはあまりなかったのだが、開いた時の開き具合や、本の上──ページがくっついている部分を見ると、確かに造りにはいくつか種類があるようだ。

　ドンドールさんが本の表紙を、ごつごつした職人の指でトンと叩たたいた。

「トショカンのホンは解体できねえから今までの試作品は見よう見まねで作ってきたんだ。けど、構造が把は握あくできればもっと簡単に作れるようになる。そうなると量産だってできるようになるぜ」

「おおっ、本当ですか！」

「おうとも！　……ああ、そうだ、ちょうどいい。ユーちゃん、ホンの構造について書いてあるホンがトショカンに置いてねえか調べてもらえねえかな。あれば女王さんの希望を叶かなえるスピードが上がると思うぜ」

「調べます、もちろんですよ！」

　図書館の運営で頭がいっぱいになっていたが、そういう資料を見つけていれば、もっと効率的に本を作ってもらうことができたのかも。以前は本を作るプロジェクトに参加していなかったとはいえ、ちゃんと気を回すべきだったなと思う。

　なにせ、あの図書館と本のことを、現状ここで一番知っているのは僕なのだから。

「じゃあ、そっちは任せたぜ。トショカンに行った時にでも貸し出してくれるか、誰か呼びによこしてくれや。ああ……もちろんユーちゃんが来てくれてもいいんだがな」

　へへっ、と頰ほおを赤らめて、照れる少女のように笑うドンドールさん。

　……僕は思わず眼鏡めがねを外した。

　そうだ、見えなければいいのだ。見えなければ、可愛くない。大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。

「どうしたユーちゃん、レンズが曇くもってるのか？」

「え？　い、いえ、別にそういうわけじゃないんですけどね」

「見えにくいんなら調整してやるぞ？　何なら何かしらの機能を付ける改造もできるが」

「いえいえ、本当に大丈夫です」

　僕は眼鏡をスチームパンク仕様にされてしまうと思って断った。いや、それはそれで心躍おどるんだけどさ。

　眼鏡やゴーグルと言えば、元いた世界ではバーチャル・リアリティが現実になろうとしていた。開発にはかなり時間がかかっていたような気がするが、ドワーフ族の技術と情熱を結集すれば、そういうものもあっという間に作れてしまうのではなかろうか。

「あの、ドンドールさん──」

「うん？　何でい？」

「──……いえ、やっぱり何でもないです」

　作れますかと訊きこうと思ったが、収しゆう拾しゆうしたばかりの惨状を思い出して口をつぐんだ。

　そもそも、バーチャル・リアリティの技術なんて、今の僕には不要だ。なんたって、この異世界生活が既すでにバーチャル感満まん載さいなのだから。

　ネトゲ廃はい人じんだった僕が、ネトゲがなくても全然平気なのだ。それくらい、この世界には楽しい出会いが溢あふれていた。みんな仲良しだし。優やさしいし。

　あとは本当、リーネさまが僕の頑がん張ばりに対して相応の対応をしてくれたら……そう思いつつ、胸むな元もとに光る金属製のプレートを見る。

　図書館館長の証あかしのバッジだ。

　リーネさまも、これはくれたんだけどさ……でも、こんなバッジじゃあお腹なかも膨ふくれないし、図書館館長の証ってことは、これを付けている間は仕事に縛しばられているようなもので。

　……何というか、やりきれない。

　そういえば、さっきドワーフ族の間では金属が経済活動で使われているという話を聞いたが、このバッジ、ドワーフ族に渡したらどれくらいの価値があるんだろうなーとか、リーネさまに怒おこられそうなことを考える。大した価値もないだろうから、やらないけどさ。

「しかし、あのトショカンがドワーフ族の集落にあったらなあ」

「え？」

　ドンドールさんの呟つぶやきに、世の不条理について考え始めていた僕は顔を上げた。

「ここからでも、ゲートがあるからそんなに遠くはないですよね？」

　言えば、ドンドールさんは「距きよ離りの問題じゃねえんだよ」とやれやれ顔になった。

「あのトショカンは──ユーちゃんもな──やっぱり、すげえもんだと思うんだよ。そういうのを集落に迎むかえるってことは、それだけで自じ慢まんになる」

「自慢、ですか？　なります？」

「おうよ。人間族の女王さんも、立派なもんを抱かかえて鼻高々なんじゃねえか？」

「いや……それはどうですかね」

　鼻高々だったら、もう少しいい扱あつかいをしてくれるんじゃないですかね……

　そんな風に考える僕の反応に、ドンドールさんは心配になったのか眉まゆ尻じりを下げた。

「ユーちゃん、仕事とかで嫌いやなことがあったら本っ当に遠えん慮りよなく相談してくれよ？」

「え？　え、ええ。ありがとうございます」

「気軽にな。ユーちゃんと俺の仲なんだからよ」

　ドンドールさんが僕の肩を叩く。

　……きっと、ドンドールさんは面めん倒どう見みがいい人なのだろうな。

　工こう房ぼう長として他ほかの職人たちからも慕したわれているという話を聞くし、本当、こういう人の下で働いていたら今いま頃ごろ……などと詮なきことを考えてしまう。それくらい隣となりの芝しばが青かった。ドリアード族の集落くらい緑が生おい茂しげって見えていた。

　けれど、僕には他の土地で働くという選せん択たく肢しはない。

　だからやっぱり、隣の芝のことを考えるだけ意味のないことだった。

「それじゃ、そろそろ」

「もう行っちまうのか？」

「この後、ネロリさんのところにも行かなきゃいけないので」

「そうか。しっかしユーちゃん働きもんだなあ」

「ドンドールさんほどじゃないですよ。じゃあまた」

　ドンドールさんに見送られ、工房から出る。

　さあ、次はドリアード族の集落だ……そう考えつつ通路を通って受付へ。そこで、先ほど案内してくれた受付ドワーフに声をかけられた。

「おや、おかえりですか。お疲つかれ様でございました」

「はい。また近いうちに来ます」

「お待ちしておりますよ。気をつけてお帰りくださいませ」

　彼に背を向け、出口に立つ。

　外を見た僕は、ふと先ほど聞きそびれたことを思い出した。

「あの、ところで、工房内は受付ドワーフさんが片付けたって聞きましたけど、外は誰だれが？　街の人たちですか？」

「いいえ、我々は何も。片付けてくださったのは、人間族の方々です」

「えっ、人間族ですか？　何でまた」

　不思議に思っていると、受付ドワーフが答えてくれた。

「ユーイチさまのところの女王陛下が、お国の兵隊さんを派は遣けんしてくださったのです」

「リーネさまが……？」

　あの人が、そんなことをしていたとは。

　人間族が他種族に迷めい惑わくをかけっぱなしではいけない……それで対応したのだろうか。

「それについて、何かうちの女王から公式の発言とかありました？」

「公式ではありませんが、ドワーフ族の族長の話を伝え聞く限りですと、『わたくしの種族の者がご迷惑をおかけしました』とおっしゃっていたようです」

　それ、僕のことだろうか……僕のことだろうな……まあ、事実だし……

　そんな風に苦いものを嚙かんだような気持ちになっていると、受付ドワーフがホホホと髭ひげを動かして微笑ほほえんだ。

「部下想おもいの、いい上司ですね」

「えっ。リーネさまが、ですか？」

　はい、と答える受付ドワーフに、僕は微び妙みような心境になった。

　部下想い──それは、リーネさまからかなり遠いところにある概がい念ねんに思われたのだ。

　国のことは想っているかもしれないし、図書館のことも──それが生み出す利益のことは──想っているかもしれない。

　だけど、部下……つまり、僕のことを想っているかと言うと、そういうふうに全然見えないよなーと思う。気配を感じるようなことも言われたことないし、こちらを労ねぎらうような表情も見たことがないし。言う素そ振ぶりも、見せる素振りもない。

　図書館についても同じで、老ろう朽きゆう化した建物をどうにかしようという話が彼女から出たことはない。僕としては修しゆう繕ぜんした方がいいとも思うのだが、相談しづらいこともあり、現在まで話題にしたことはなかった。

「ドンドールさんこそ、部下想いなんじゃないですか？」

「そうですね。工房長は、情が深い部下想いの方だと感じます。本当に、我々ここで働く者たちの面めん倒どうをよく見てくださいますし、私も皆みなも、そんな工房長が大好きなのです」

　断言する受付ドワーフに、僕の口元が思わず笑えみの形になった。

「そうですよね。そうだと思いました」

　返事をしながら、考える。

　そうなのだ。本当にリーネさまが部下想いなら、そういう話題を振ふられた時に、僕だって目の前の彼のように断言できるはず。

　できないということは、まあ……つまりそういうことだろう。

　部下は──僕は、リーネさまに想われていない。悲しいけど、これ事実なのよね……

　長話も何なので、僕はそこで切り上げた。受付ドワーフに見送られて工房を後にする。

　ゲートへ向かって歩きながら、上司について誇ほこらしげに語っていた受付ドワーフのことを思い返した。

　……信しん頼らいできる上司の元で働く彼のことを、羨うらやましく感じたのは内ない緒しよである。







　ドワーフ族の集落にも、他種族の集落へのゲートがあった。

　僕はドリアード族の集落へ続くゲートを通過し、今度は緑の楽園へ。

　噎むせ返るような森の香かおりに包まれながら、ネロリさんの自宅へと向かった。

　前回ネロリさんに会いに来た時は、盛大に迷って遭そう難なんの恐きよう怖ふを味わったものだ。だが、今回は人工物が何もない森をどれほどの時間歩けばいいか、だいたい分かっている。

　余よ裕ゆうがあった僕は、森の中の景色や空気を気楽に楽しみながら向かった。

　そうしてしばらく歩いて──歩いて──歩いて、歩いて歩いて歩いて──




「………………………………迷った」

　口から魂たましいが抜ぬけるように呟いて、僕は途と方ほうに暮れた。

　先ほどからネロリさんの家があると思われる辺りを行ったり来たりしているのだが、目的の家となっている洞うろのある巨きよ木ぼくが全く見当たらない。

　記き憶おくにあるネロリさんの家があった辺りよりも、だいぶ周囲の植物の密度が濃こかった。

　考えたくはないが、僕はもしかしたら、森の深くに入り込んでしまったのかも。

「一体、何がいけなかったっていうんだ……」

　鼻歌を歌いながら、頭上高くに生えた不思議な植物を見て歩いていたことか……珍めずらしい虫とか見つけて、柄がらにもなく興奮し、観察したり追いかけたりゲットしようとしていたことか……それとも、クッションにしたら気持ちのよさそうな草むらに、誰も見ていないのをいいことにダイブしたりしていたことか……

　……全部アウトなやつだろ。何をやってるんだよ、二十二歳。いや、もう二十三か。

　どっちにせよ、もういい大人なんだ。大人なら、この状じよう況きようをどうやって切り抜ける、寺てら沢さわ優ゆう一いち。

　考えた結果、僕は、息を大きく吸い込み──




「すみませーん！　誰かいませんか───！」




「いたら返事をしてくださ─────────い!!」




「ぅおおお────────────────────────────い[image: !!!]」




　──原始的な方法に頼たよった。頼るしかなかった。

　耳を澄すまして返事を待つ。

　だが、聞こえるのは、相変わらず森の自然音。草や木の葉が風を受けてさわさわと揺ゆれる音や、鳥や虫の鳴き声や羽音のみ。チチチチ、ギャアッギャアッ……ブゥ～ン……

　どうしよう……不安が一気に込み上げてきた。

　前回はレィも一いつ緒しよにいたけど、今回はガチでぼっちである。寂さみしくて寂しくて震ふるえる。命の危険を感じて本気で震える。

「しかし……一人って、こんなに寂しかったっけ……」

　深い森の中で一人きりという身を苛さいなむ孤こ独どく感に、ふと気づく。

　この世界に来る前、日本にいた時、自分は一人だった。

　両親も亡なくなり唯ゆい一いつの家族だった祖父も亡くなり、彼女なんてのも生まれてこの方なく、友人とも疎そ遠えんになって、就活に失敗して大学も卒業してからは所属している組織もなくて……話し相手もいない引きこもり生活を送っていた。

　社会から切り離はなされたあの状況って、実質、今のこの状況と変わらないはずだ。

　あの時は、命の危険は当面のところない、という状況ではあった。けれど、それも一寸先は闇やみで、どうなるか分からないのはあの時も今も同じだ。そして、頼れる人がいないというのも、同じ。

　あの頃は、麻ま痺ひしていたのかもしれない。孤独を感じる神経が。心が。

　けれど、この世界でたくさんの人と、その温かさに触ふれているうちに、感覚が戻もどった。だから、こんなにも寂しさを感じてしまうようになったのかもしれない。

　不便なもんだと思いつつ、とある本にそんなことが書いてあったのを思い出した。

　うちの図書館に置いてあった、アドラー心理学に関する本。そこに書いてあったのは、

　曰いわく、『われわれは孤独を感じるのにも、他者を必要とします』。

　曰く、『あなたを取り巻く他者、社会、共同体があり、そこから疎そ外がいされていると実感するからこそ、孤独なのです』。

「……今ならあの本に書いてあったことの意味が分かる気がするな」

　一人、納なつ得とくして呟つぶやく。

　そうだ。この世界に来て、知ってしまったんだ。

　たくさんの優やさしい人が存在することを。自分にも触れられる温かさがあることを。

　それが、今はない。だから、こんなにも心細く感じるんだろう。それだけ僕は、この世界の人々に心理的にも頼っていたらしい。

　この世界に来る前は、誰かに頼ろうなんて思わなかったのにさ。

　……ああもう、やばい、精神的にやばい。

「っ、誰か─────！　誰かいませんか───────!!」

　心の拠より所がなさすぎて、不安が目の前をぐるぐるし始めた。

　おかしいな、本当、こんなに誰かに会いたいなんて。

　そうだ、会いたい。誰か、いや、誰でもいいけど、僕は何しにここへ来たんだ……そうだ、僕はここに会いに来たんだ。




「ネロリさあああああ───────────ん!!!!!!」

「ああ、私だ」




　背後からの声に、前のめりに倒たおれそうになるほどびっくりした。

「ね、ネロリさん……!?」

　振り向き、聞き覚えのある声の主を確かく認にんすれば……そこには、僕が会おうとしていたドリアード族族長が、不思議そうな顔で立っていた。

「何だか騒さわがしいと思って見に来てみれば。またそなたか、ユーイチ」

「そ、そうです、僕です……ああ～寂しかったですよ～」

　表情が豊かではないネロリさんだが、きょとんとしているのが僕にも分かった。

　……うん、待って。今のなし。間ま違ちがい。

　寂しかったのは本当だけど、それを発言するのは完全に間違い。

「じゃなくて、心細かったといいますか……よかった、見つけてくれて。今度こそ遭難したのかと」

「遭難だと？　こんなところでするものか」

「え？　こんなところ？」

「うちの裏だぞ、ここは。ほら、そこがうちだ」

　ネロリさんが指差すのは、細いツル状の植物がうねうねと繁はん茂もした藪やぶだ。

「……ネロリさん、引っ越こしたんですか」

「いや、変わっていない」

「前は木の洞が住居でしたよね？」

「何を言っている、今も木の洞のままだ。よく見ぬか」

　言われて、目を凝こらして──ああ、と思わずため息をつきながら失意体前ぜん屈くつした。両手と膝ひざを地面について落らく胆たんを表す、いわゆるガックリのポーズだ。

　理由は、自分の単純なミスに気づいたからだ。

　ネロリさんの住居となっている木……それが、ツタに覆おおわれていたために見えなくなっていたのである。

　つまり、僕は当然のことを失念していたのだ。

　この森が生きていて、故ゆえに変化しているということを。

「はあーなるほど……この辺の植物、かなり成長しましたね」

「ああ。家の周りの植物には、そなたに紹しよう介かいしてもらったホンの技術を試ためしたからな」

　表情の乏とぼしいネロリさんが、少しだけ満足そうな顔で、ぐねぐねと元気に伸のびまくっている植物を見やる。

　そ、そうか。僕が紹介した園芸やら農業やらの本、その知識の成果か……

　ドワーフ族の集落が落ち着いていたのですっかり油断していたけれど、本の知識で変化するのは別にドワーフ族の集落だけじゃなかったみたいです。

「で、何用でこんなところに？」

「ネロリさんに用があって、会いに来たんですよ」

「そうか……とりあえず中に入れ。茶を出そう、水分を補給するといい」

　ネロリさんは、そう言って草むらの中を歩いていった。僕は慌あわててその後を追う。

　実のところ、歩き疲れて喉のどがカラカラだったのだ。だから、ネロリさんの気き遣づかいが心の底からありがたかった。涙なみだが出る。この人、見た目はとっつきにくいけど、本当に優しい人だなと思った。

　さて、ネロリさん宅の中。

　出してもらったお茶を飲んで、「はああ～」と心から一息ついた。

　以前に出してもらったお茶と違ちがって、飲むとスーッとするものだった。ミントのような植物が使われているのかもしれない。疲れた身体からだによく沁しみる。

「それで、どうしたのだ？」

　問うネロリさんに、僕はドンドールさんにしたように本の量産のことについて話した。

「ふむ……ということは、使用する植物もより多く必要だということだな」

「そうですね。すみません、大事な植物を」

「いや、それについては気にするな。以前にも言ったと思うが、私はドリアード族の族長として建設的なことをしようと思っているのだ。ホンを作ることは後世に知識を伝えるということ。故に、これは建設的なことだ」

「ありがとうございます。そう前向きに言ってもらえると助かります」

「他ほかにも必要なことがあれば言うといい。貸せる力ならば、惜おしみなく貸そう」

　ああ……こういう風に促うながしてもらえると、いろいろ頼りやすくて本当にありがたい。

　リーネさまも、こういう気遣いの言葉を口にしてくれればな。同じとっつきにくい人でも雲うん泥でいの差だ。

「ユーイチよ。使用する植物を増やすために役立つ本を、また見み繕つくろって欲しいのだが」

「分かりました。調べておきます」

　依い頼らいを受け、ネロリさんと少し世間話をし（今度は以前一緒に来たことのあるレィも連れてくるように言われた）、僕はネロリさん宅を後にすることにした。

「ユーイチよ、ちょっと待て。これを」

　ネロリさんが渡わたしてきたものを受け取る。一枚の紙切れだ。

「何ですか？　新しい紙の試作品とか…………うん？　もしかしてこれ、地図ですか？」

　紙には、記号のような簡単な絵が描かかれていた。

「そなたが迷った時に、いつも見つけられるとは限らんからな」

　胸が熱くなる。なんて……なんて親切なんだ。

　もしリーネさまがこんな気遣いを見せてくれたら、惚ほれてるかもしれない。現実にはないから、そんなことを考えるわけなんだけどね。

　僕は、ネロリさんに感謝しながら家を出た。木のマークが目印になっている地図は、森の中では正直なところ役に立つとは言えない（ドリアード族には目印になっている木の違いが分かるのかもしれないが、悲しいことに僕はドリアードではなかった）。だが、お守りのように思えて、握にぎっていると、行きに感じた孤独な不安を覚えなかった。

　やがて無事にゲートに到とう着ちやくした僕は、図書館のある人間族の集落へ繫つながるゲートへ飛び込んだ。往路よりもずっと早い時間で復路を戻ってこられたのは、きっとネロリさんのくれた地図のおかげだと思う。







「遅おおおお─────いっ!!　──痛いっ！」

　図書館に戻り顔を合わせた瞬しゆん間かんベルが叫さけんだので、彼女の手元にあった『世界の武器防具大全』を頭に振ふり落とした。

「うえええ痛いではないかユーイチいぃ～！　暴力反対～！」

　ベルが涙目で訴うつたえる。

　確かに彼女の言う通りで暴力はよくないが、少し前まで剣けんを抜ぬきまくって「武力最高！」とか言っていた奴やつの言葉なのが納得できない。

「『お静かに』っていつも言ってるのを全然守らないからでしょうよ」

「だって……だって……」

　いじいじと指を弄もてあそばせながら、ベルが頰ほおをぷっくぅ～と膨ふくらませている。

「『だって』、何だ？」

「……ドンドールどのや、ネロリどののところに行っておったのだろ？」

「ああ、そうだよ。っていうか、そう言っていっただろ」

「なぜだ……」

「いや、だからお前の姉さんの命令で──」

「なぜ最近のユーイチはおっさんとばかり一緒にいるのか……どうして差がついた……慢まん心しん、環かん境きようの違い……」

　ベルがぶつぶつと呟いている。虚うつろな青い目には、どよーんと影かげがかかっていた。

「いや、仕事でしょうが。何を言ってるんですかね、まったく……」

「仕事とわたしと、どちらが大事なのかっ！」

「仕事」

「ふええええ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ベルが涙目でカウンターの上に突っ伏した。

　いやいや……そもそも、なぜこんな質問をされねばならないのか、さっぱりなんだが。

「姉上がいるだけで劣れつ勢せいなのに、ヒロイン枠わくにおっさんたちが出張ってくるのがおかしいのだあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「何の話だ、何の」

「わたしの存在意義についての話だああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　カウンターに顔面を密着させたままのベルから、篭こもった声でそんな答えが返ってきた。

　しかし、存在意義についてとは、またずいぶんと大層な話ではないか。全然そうは聞こえなかったんだけども。

「ベル。変なことを考えてる暇ひまがあったら、早く自分の本を作ってこい。まだできてなかっただろ、お前の」

「変なことではないぞ！　真しん剣けんに考えているのだ、どうしたらよいのか……どうしたら、この想おもいが伝わるのかと……」

「思ってること伝えたいなら、なおのこと本に書けばいいだろ。文章の方が明めい瞭りよう簡潔に伝わるはずだ。お前のような後先考えない直情型の意見なら特に」

「　な　　る　　ほ　　ど　　!!　」

　ベルが突とつ然ぜんすくっと立ち上がった。それから、僕をビシッと指差して、

「わたしの本気を見せてやる！　ユーイチ、覚かく悟ごしておれっ！」

　言うが早いか、ベルは図書館を飛び出して行ってしまった。

　……取り残された僕、呆ぼう然ぜん。

「ゅーぃち。べる、どしたの？」

　僕が帰ってきた瞬間からベルが喚わめいていたせいだろう、出るタイミングを失っていたらしいレィが、ひょこっとランプの陰かげから顔を出して不思議そうに言った。

「いや、僕が聞きたいよ……」

　あいつの行動がどうかしてるのはいつものことだが、それにしたって何なのだ。

　僕は一体、何を覚悟していればいいと言うのだ。まったく、わけがわからないよ──

「──あれ？」

　ベルが今まで座っていた椅い子すに、よっこらせと腰こしを下ろした時だ。

　カウンターの上に、武器防具大全が置いてあるのに気づいた。

「……珍めずらしいな。あいつがこれを忘れていくなんて」

　普ふ段だんから肌はだ身み離はなさずという感じで、城に帰る時はほぼ必ず持ち帰っているのに。

　うーん……本当に、どうかしたのではないだろうか。

「これ、あとで届けに行ってやるかな」

　武器防具大全を持たないベルが精神の均きん衡こうを保てなくなり、城の人たちに迷めい惑わくをかけるようなことになったら申し訳ない。

　そう思った僕は、図書館を閉館したあと、ベルが暮らすリクリウッド城へと向かった。

　そして、ベルに面会しようとしたのだが……

「……『何やら忙いそがしくてお会いできないそうです』？」

　武器防具大全を抱かかえて城に入り、抱えたたまま城から出てきた僕は、その場で思わず一人呟つぶやいた。

　ベルのお世話係をしている人を見かけたので、ベルに用があって来たと取り次いでもらった。だが、返ってきたのは先のセリフだけ。

　武器防具大全についてはベルから『当分の間、預かっていて欲しい』と言こと伝づてがあった。

　……こんなの、初めてだった。

　そして、それから数日の間、ベルは図書館に姿を見せなかったのである。







「……で、そのせいで館長にゃんは、そんなにしょげてるにゃん？」

　カギ尻しつ尾ぽ猫ねこ耳みみ娘むすめのミーナが、カウンターに座っていた僕の正面からそう言った。

「しょげてない」

「噓うそにゃ。猫耳があったらペタンコになってるはずにゃ。ミーナには分かるにゃあ」

　ミーナがカウンターに突つっ伏ぷした。上うわ目め遣づかいでにやにやしている。

　この揺ゆれているカギ尻尾、ちょっと摑つかんでやりたい。この動き、絶対この状じよう況きようを楽しんでるやつだし……

「元気にゃいの、姫ひめ騎き士しにゃんがいないせいにゃん？」

「いや、これだけの期間あいつがいなかったことなんて初めてだからさ。ちょっと調子が狂くるってるだけで、別段元気がないわけじゃない」

「本当かにゃあ？　つれないフリして、館長にゃんも姫騎士にゃんが好きなんじゃにゃいかとミーナは思うにゃ」

「好きってところにも突っ込みたいし、僕〝も〟ってところにも突っ込みたいんだが」

「照れにゃい照れにゃい」

　……うん。こいつの尻尾、ひん摑むわ。

　そう決意して手を伸のばそうとした時だった。

　入り口に、ベルが現れた。

　噂うわさをすればなんとやらというか、かれこれ会うのは五日ぶりだ。久しぶりに見た彼女は、五日前と変わっていないように見える。しかし、何だかもの凄すごく懐なつかしい気がした。

　ベルは、つかつかつかつか……靴くつ底ぞこを鳴らして、一直線にカウンターへとやって来た。

　……あれ、こいつ、ちょっと目の下にクマがあるぞ？　目を閉じたら三秒で夢の世界に行けるはずなのに珍しい……などと思った瞬間。

　ベルは腕うでに抱えていた一冊の本を、僕の前に、バンッと叩たたきつけるように置いた。

　僕を見つめるギラギラした目は、完全に徹てつ夜や明けの血走ったそれだった。

「な、何だ？」

「読んでくれユーイチ！　これがわたしの気持ちだ！」

「これって……」

「わたしが書いたホンだ！」

「え……か、書き終わったのか？」

　あまりの気き迫はくに、そんな間の抜けた返し方しかできなかった。

　だが、ベルは「そうだ。ゲンコーをニュウコーし、本にしてもらったのだ」と強く頷うなずく。

「伝えたい想いがあるならホンにするといい、文章にするといいと言ったのはおぬしだぞ、ユーイチ。わたしはこうしてホンにした、だから、読んでくれ」

「僕が読むの？」

「当然だ。おぬしに伝えたい想いがあるのだから」

　そ、そうだったのか、知らなかった。

　じゃあ、ここに書いてあることも、僕への思い……いや、想い？

　何だそれ。ちょっと意識したらドキドキしてきたじゃないか。こいつ、一体何を書いたって言うんだ……もしかして、ここに、僕がこいつに懐かれることになったフラグについても書かれていたりするのか……？

「さあ！　読んでくれ！　さあ！」

「あ、ああ……」

　ぐいぐい襟えり首くび摑まんばかりの勢いで勧すすめてくるベルに、僕は彼女の本に手をかけた。

　意を決してその中を開き、見て……

　見て……　……　……

「館長にゃん、どうしたにゃん？」

　無言の僕に、ミーナが不思議そうに声をかける。ベルも不安になったらしい。

「ど、どうなのだユーイチ……わたしの想いは伝わったか？　ちゃんと、分かったか？」

「あ～……ええと、そうだな………………………………………………すまん、分からん」

　僕の返答に、ベルが「えっ」と声を上げた。

　この世の終わりみたいな顔をするので、慌あわてて「待て待て」と本の中を見せて説明する。

「あのな、ベル。忘れてないか？」

「何をだ？」

「僕はこの世界の文字が読めない」

「…………………………………………読んで？」

「いやいや、無茶言うなって」

「なぜなのだ！　なぜ読めぬのだユーイチぃぃっ！」

「ぐえっおいやめろ首が折れる……！」

　僕の襟首を摑んで「ありえないありえない！」と訴えるベル。

　身体からだが前後にがっくんがっくん揺すられあのちょっマジで苦しいんですけど!?

「うう……そうか、読めぬのか……全身全ぜん霊れいを込めて書いたのだが……だめか……」

　エネルギーが切れたのか、ベルが僕の襟から手を離はなした。助かった……っていうか、なぜ読めないのかよりも、なぜ会話ができているのかの方が不思議だと思うのだが。

「けほ……ま、まあ、ここに来てから半年以上経たってるけど、文字の勉強してこなかったからな。必要もなかったし」

「そうか。そうであったか……それではわたしのホンを読めなくとも仕方ないな……」

　ベルが、しおしおと萎しなびた植物のようになってゆく。そんな姫騎士さまを、ミーナが「元気だすにゃ」と肩かたを叩いて慰なぐさめた。

「くっ……これで、おっさんたちからユーイチを取り戻もどせると思ったのだが……」

「お前は一体何と戦ってるんだよ……ところでベル。これ、何が書いてあるんだ？」

「教えぬ」

「ちょっとだけ」

「いやだ。自分で読め」

　つん、とそっぽを向き、頑かたくなに拒きよ否ひするベル。

　うーん……そこまで意固地になられると、すごく気になるんだけど。

　手にしたベルの本を、再びぺらぺらとめくって見てみた。

　文字は全然読めないのだが、どのページもびっちりと文字で埋うまっていた。余白など全くない。これが高こう尚しような歴史書だと言われたら、普ふ通つうに信じてしまうかも。

　繰くり返すが、内容は全くわからない。ミーナも文字が読めないため、「分からにゃい……」などと言って難しい顔をしている。

　だが、これを書いたやつの熱意……それだけは僕にも伝わってきた。

「……分かった。読むよ」

　カウンターにうつ伏ぶせていじけていたベルが、そっと顔を上げた。

「……ユーイチ、いま、なんて？」

「読むって言ったんだ。これ、読み終わるまで借りてていいか？」

　瞬しゆん間かん、ベルの顔がパアアアッと明るくなった。

　うん、いつもの姫騎士さまだ、とそれを見て安心する。

「もちろんだとも！　それはなにせ、おぬしのために書いたものだからな！　ああー安心したら眠ねむくなってきたおやすみなぐう」

　言い終わる前に寝ね落おちするベル。カウンターに突っ伏してむにゃむにゃと呟く彼女は、それはそれは幸せそうな寝顔をしていた。よほど眠かったに違ちがいない。

　管理人室で寝かせてやろうかとも思ったが、僕は非力で眠った女性をそこまで運び切る自信もないし、僕の私的空間で目を覚ましたベルの反応が怖こわいので、その考えは棄き却きやくする。

「……まあ、毛布だけは貸してやろうて」

　言って、僕は管理人室から古びた毛布を持ってきてかけてやった。




　そんなわけで、ベルが書いた本を読むべく、この世界の文字の勉強が必要になりました。

　この本に何が書いてあるのか……今から知るのが怖いような、少し楽しみなような……

　そう言えば、リーネさまも本を書き始めたと言っていたっけ。

　あの人が書く本というものも、読んでみたくはある。

　……まあ、リーネさまの本を読む機会を、リーネさまが与あたえてくれればって話だけどね。
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　この世界の文字が読めないので、ベルが書いた本も読めない。

　そんなわけで、これまで長いこと放置していた案件ではあるが、僕はこのペルムという世界で使われている文字を勉強することにした。

　この世界ペルムで使われている文字は、それはたくさんあるらしい。

　大昔から使われていたという古代文字のような有名な文字から、マイナーな種族で使われている使用人数も使用地域もごくわずかな名もなき文字……それら全すべてを読める者は現在ではいないのだとか。それって、昔はいたってことだろうか。驚おどろきである。

　そんな中で最も使用頻ひん度どの高い、いわゆる公用語が『ペルム公用語』らしい。名めい称しようまんまである。

　ペルムにおいて七割以上の者が話せるというこの言語、僕がこの世界で喋しやべっているのもこれだとか。なぜ喋れるのかは分からないが。

　さて、この公用語……文字の識字率となると、がくんと落ちる。

　驚くべきことに、一割。

　十人いたら七人が喋れるけど、一人しか読み書きできない割合だというのだ。







「これまでは必要なかったのです」

　相変わらず朝っぱらからリーネさまに呼び出しをくらった際のこと。

　文字についての話題を振ふってみたところ、そんな答えが返ってきた。

　玉座に悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけ答えたリーネさまを見上げ、僕はさらに質問する。

「読み書きできないと、不都合ばかりなんじゃないですか？」

　日本にいた頃ころに照らし合わせて考えると、およそ生活が成り立たないのではと思った。

　日常の至るところで読み書きは必要だったし。たとえば、バスや電車の停留所や駅の名前は読めないと目的地に着けないし、店頭で値段が分からないと買い物は難しいだろう（よほどのお金持ちなら別かもしれないが、あいにく僕はただの引きこもり大学生だった）。

　書く方に限定してもそうだ。とりあえず直近だと大学のレポートや就活での履り歴れき書。日常でも名前を書かされることは結構な頻度であった。

　もちろん事情があって読み書きが難しい人もいただろうが、その周囲には誰だれかしらできる人がいて、助けてもらえる環かん境きようではあったと思う。

　けれど、ペルムではそうではない。

「不都合ではありませんでした。なにせ、文字が〝ない〟というのが当たり前でしたから。元々あるものがなくなれば不都合でしょうが、元からなかったものですので」

「不都合だという認にん識しきが生まれなかった、と？」

「そうです。あなただってこの世界の文字が使えずとも、そこまで不都合なく生活できているのではありませんか？」

「ふむ、なるほど確かに」

　リーネさまの言葉に思わず頷く。

　確かに、あって当然の状じよう況きようで〝ない〟からこそ、それに違い和わ感かんを覚えるのかもしれない。

　いて当然の人がいなくなって感じる寂さみしさなんかは、最初からいなかったなら感じないものだろうしな、などとじいさまのことを考えて思う。

　そう、いて当然だと思ってた……だから、いなくなってから後こう悔かいしたのだ。もっと親孝行──いや、祖父だから祖父孝行か──すればよかったな、とか。

　僕がいなくなったあっちの世界の人間でも、誰かそんな風に思ってくれる人が一人でもいただろうか……うん。考えてみたけど、いないな。僕が寂しくなってしまったよ……

「……で、リーネさまは、なぜ僕を呼ばれたんです？」

「ええ、そうですね。今の話は好都合です」

「何のことですか？」

「あなたに、報告書というものを書いてもらいたいのです」

　目元に笑えみを浮うかべたリーネさまに、僕は「え」と硬こう直ちよくした。

「……報告書って、その、仕事のあれこれを書くやつ……ですか？」

「そうです。その報告書です」

「何でまた……今まで不要だったじゃないですか」

　リーネさまへの報告は、定期的にはベルがやってくれていたので、僕からはこうして呼び出された時に求めに応じてするだけだった。それで、これまではよかったのだ。

　なのになぜ、今さら始めようなどと……

「エルフ族の者が書いていると聞いたのです。それで、わたくしもぜひユーイチに書いてもらいたいと思いました」

「エルフ族のやり方が羨うらやましいと」

「羨ましいわけではありませんが、効率がよさそうだと思いました」

　僕の皮肉をさらりとかわして強行しようとする女王陛下。

「いやいや、僕の負担もありますし、本の量産の仕事だって追加されてるわけですし、それだけの理由だったら受けかねますよ。これまでのやり方で問題があったとかなら、まあ、分からなくもないですけど」

「じゃあ、分かってもらえますね」

「……と、言いますと？」

「ベルフローリアの報告が、雑なのです」

　憂うれいを帯びたため息をつくリーネさま。

　何というか、心中お察ししますという感じだった。脳筋な妹君を持つのは、何かと大変だよな……分かりすぎます……

「というわけで、あなたには今後、定期的に報告書の提出をお願いします。一週間ごとがよいでしょう。そうですね……一週間分ですから、量はカミ三十枚ほどで」

「さんじゅうまい!?」

「何です？　何か問題でも？」

「いや、あの、多くないですか？」

「エルフ族の諜ちよう報ほう員は、この十倍は書いているようですが」

　エテルさんのことだろう。図書館の閲えつ覧らん席、彼女の手元に積み上がっていた山のような報告書を思い出す。

　確かにあれと比べれば微び々びたる量かもしれないが、三十枚って、大学のレポートでも課されたことがない量だ。卒論か。

「あなたには、無理でしたか」
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　僕が要求の理り不ふ尽じんさに困こん惑わくしていると、リーネさまがそう言ってため息をついた。

「無理じゃありませんけど」

「では、問題ありませんね」

　カチンときて思わず反論すると、リーネさまが小さく微笑ほほえんだ。

　僕はいま上手うまいことはめられたのではなかろうか……

「……分かりました、書いてみますよ。ところで、今後とおっしゃいましたが、具体的にはいつから」

「ペルム公用文字が使えるようになり次し第だい、すぐに」

「え。ちょっと待ってください。僕、公用語の勉強はまだ始めていませんし、いつになるか分かりませんよ？」

「わたくしはあまり気が長い方ではありません」

　言外に「早くしろ」と言われた。

「はあ、そうですか……ちなみに、これって仕事量が増えるわけじゃないですか」

「そうですね。若じやつ干かんですが、それは認めましょう」

「若干」

「はい、若干」

「どこが『若干』だよ……」

「いま何か言いましたか？」

「いえ、何も」

　危ない。本音が無意識に口からこぼれていた。

　しかし、三十枚もの報告書を一週間ごとにって……

「……何か手当的なものって貰もらえたりは」

「手当支給に値あたいする報告書だったら、考えましょう」

「手当支給に値する報告書といいますと……？」

「この国の利益になると、一読して判断できるようなものですね」

「一読って……難しく、ないですか？」

「簡単にできるようなことで、追加の報ほう酬しゆうが貰えるとでも？」

　にっこり。有う無むを言わせない笑顔で、リーネさまはそう一言だけ言った。

　うーん……ですよね。いつもどおりでした。あんまり理不尽な要求だからって、ちょっとでも期待した僕が馬ば鹿かでした。この人は、これが平常運転でした。

「では、ユーイチ。報告書、楽しみにしてますからね」

　本当に楽しみだというように微び笑しようを浮かべてリーネさまが告げた。

　正直、面めん倒どうくさいことこの上ないのだが、この人に逆らえるような力は僕にはない。

「……はい。善処しますよ」

　そう殊しゆ勝しように返事をして、僕は報告書を作るという抱かかえたくもない目的を抱え、城を後にしたのだった。

　はあ……睡すい眠みん時間、また少なくなりそうだな……最近、本の量産の件もあって、ただでさえ寝ねれてないんだけど……

　あの人、本当、僕の負担を考えてくれないな……







　……そんなわけで。

　私的な理由としてはベルが書いた本を読むために。公的な理由としてはリーネさまに提出を義務付けられてしまった報告書を書くために。

　僕は、ペルム公用語で使用する文字を学ぶことが必ひつ須すの状況になったのですが──

「ベル。お前、ペルム公用語の読み書きは問題なくできるんだよな？」

　朝の謁えつ見けん後、図書館を開館した僕は、今日も一番乗りでやって来たベルにそう尋たずねた。

　ベルは、きょとんとしたあと、

「当然だろう？　なぜそんなことを訊きくのだ？」

「いや、まあ、確認というか何というか」

　こいつだって一応は一国の王族だ。ある程度の教育はされているだろうとは思ったさ。

　……思ったが、不安だった。

　先日渡わたされたあの本の中身も、読めはしなかったがあまりにもしっかりした筆ひつ跡せきで文字が書かれていたため、もしかしたらゴーストライターでもいるのではないかと一いつ瞬しゆん考えてしまったくらいだ。

「じゃあ、人に文字の読み書きを教えたりもできるわけだな」

「ああ、できると思うぞ……って、なんだユーイチ！　もしかしてわたしに師事したいのか!?　弟で子し入りしたいのか!?」

「いや、そんな大げさなやつじゃないけど、教えてもらえると助かるんだが──」

「おはよーにゃん、お二人にゃん」

　ちょうどその時、ミーナがやって来た。

　ぴこりん、と彼女の猫ねこ耳みみが僕らの話に反応する。

「んにゃ？　二人とも、盛り上がってたみたいだけど、何の話をしてたにゃん？」

「文字のことだよ」

「文字にゃ？」

「ほら、僕がこの世界の文字が読めないって話は、この間ベルが本を書いてきた時にしただろ？　それで、仕事の上でも必要になったから本ほん腰ごし入れて学ぼうと思ってさ。で、」

「わたしがユーイチに手取り足取り教えることになったのだ！」

　会話に割り込み、仁に王おう立ちで胸を張るベル。

　……何だろう。意味的には合ってるはずなのに、こいつが手取り足取りって言うと、なんか間ま違ちがっているような気分になる。訓練的な意味合いに聞こえる。

「へえ～……あっ！　それにゃらミーナにも教えて欲しいにゃ！」

「猫耳娘むすめにも？」

　ミーナが「猫耳娘じゃないにゃ。ミーナって呼ぶにゃ」と不満げににゃんにゃん言った。

「で、なぜミーナも教えてなどと申すのだ？」

「ん～。これまでは、別に読み書きできにゃくても気にならにゃかったんだけど……」

　言い淀よどむミーナ。

　僕が「けど？」と促うながすと、彼女はもじもじとカギ尻尾しつぽを小こ柄がらな身体からだに絡からめながら、

「ええと、ほら、最近みんにゃ本を書くようになったにゃん？　ミーナも、みんにゃの本を読んだり、自分でも書いたりしたいと思ったにゃん」

　えへへ、と照れたように笑うミーナ。

　不意打ちの可愛かわいさに、ちょっとグッときたのは内ない緒しよだ。

　じゃないと、隣となりで僕の反応を察しかけている姫ひめ騎き士しさまが久々に剣けんを抜ぬきかねない。右手が剣の柄つかに添そえられているのに気づかないほど、僕は愚おろかではないぞ……

「……ベル。図書館で抜ばつ剣けんしたら、出入り禁止にするからな」

「えっ？　し、しないぞ……？」

　吹ふけもしない口笛を吹こうとするベル。それで誤ご魔ま化かせると本気で思ってるのだろうか。

「どうかにゃ？　館長にゃん、一いつ緒しよに習っちゃだめかにゃ？」

「いや、構わないよ。ベルも教えてくれるだろ？」

「嫌いやだ」

　ベルが、言って口をへの字にした。

　断られたミーナも、「みゅ～……」と意い気き消しよう沈ちんしたように猫耳をぺたんと伏ふせる。そんな彼女と目が合う。何やら「どうにかするにゃー」的な思念波を送られた。

　……仕方ない。こうなったら強きよう硬こう手段だ。

「ふむ、そうか。じゃあ、ベル、僕にみっちり教えてくれ」

「ああ、喜んで！」

「そして僕が覚えたら、ミーナに手取り足取り教えるよ」

「んなっ!?　……ゆ、ユーイチ、そんな……それはっ……！」

　僕の言葉に、顔面蒼そう白はくで震ふるえ始めるベル。

「あにゃー。館長にゃん、いいのかにゃ？　直接指導にゃんて」

「仕方ないよ。ベルがど────しても僕にしか教えたくないって言うんだから」

「教えよう！　ユーイチ以外の者にも！　ミーナにも！」

「わあい！　姫騎士にゃん、ありがとにゃーん♪」

　喜びににゃんにゃんしているミーナを忌いま々いましげに睨にらみながら、ベルは「道具を持ってくる」と言って図書館から出て行った。

「館長にゃん、ありがとにゃん。やっぱり優やさしいにゃんね～」

「別に優しくはないさ。ミーナが読み書きできた方が、僕も仕事を頼たのめて都合がいいし」

「にゃふん。そういうことにしておくにゃ」

　ミーナが嬉うれしそうに「にゅふふ♪」と声を抑おさえて笑った。

　まったく、意外と無む邪じや気きに笑うじゃないか。







　しばらくすると、ベルが戻もどってきた。

　何やら黒い石板のようなものを持った三人の兵士さんも一緒だ。

　小さなノートサイズの二枚は一人が、大きめの一枚は二人がかりで運ばれてきた。

　カウンターの中に下ろされた大きな石板の前にベルが立つ。

「これは、この白い石せき片へんで……こうすると……」

　カリカリッと石板を白い石片で引っかくようにするベル。

　すると、引っかいたラインは文字のようになった。

「……黒板とチョークだな」

　小型ではあるが、学校にあるようなそれだった。

　どうやら僕らに文字の読み書きを教える際に使うため、わざわざ城から運んできてくれたようだ。ベルは本格的にやるつもりらしい。本気で学ぶつもりがあるこちらとしては大変ありがたかった。

　しかし本気で勉強する気になったのなんて、いつぶりだろう。正直、記き憶おくにない。

「ユーイチよ、すぐに教え始めていいのか？　トショカンの仕事の最中だが」

「それについては大だい丈じよう夫ぶだ。リーネさまに許可は貰ってる、さっそく教えてくれ」

　僕に続いて「よろしく頼みますにゃ」とミーナがぺこっと頭を下げる。ベルは、やる気満々で「任せろ！」と胸を叩たたいた。

　カウンターの中にテーブルと椅い子すを用意して、準備完かん了りようである。

　というわけで、僕らはペルム公用語の勉強会を始めた。

　まずは言語を構成する文字の習得だ。ベルが、カツカツカツッと文字を大きな石板に書いていく。

「いいか。これが〝あ〟で、これが〝い〟だ」

　ベルは〝あ〟とか〝い〟とか言っているが、もちろん書かれているのは日本語のひらがなではない。アルファベットでもない。いくつかの線を組み合わせたその文字は、僕にはなじみのないものだ。

「で、こう書くと、〝ベル〟。こう書くと、〝ユーイチ〟。で、こう書くと〝ベル愛してる〟になる。さあ、書いて！」

「書きません」

「なぜだ!?」

「書きたくないからだ」

「えええーそんなあー」

「それにな。そもそも書けるほど理解してません」

「むむ、書けないのでは仕方ない……じゃあ、読めるか？　これはどうだ？」

「うん？　……これは〝ベル〟だよな？　でも、その下はさっぱり──」

「〝ベル、結けつ婚こんしてください〟だ。さあ、続けて！」

「続けません！　何を言わせようとしてるんだ、何を！」

「うん？　言わせんな恥はずかしいというやつか？　照れることはないぞ」

「　そ　う　じ　ゃ　な　い　」

「じゃあ、こっちの言葉なら──」

「どうせ似たようなことを書くつもりだろ」

　指し摘てきすると、ベルが「ぎくり」と言った。

「……あのね。真ま面じ目めに教えなさい」

　ベルがしょんぼりする。いや、しょんぼりしたいのは僕とミーナ側のはずなんだが。

　そう思って「ミーナも困ってるだろ？」とミーナを見ると、

「うんにゃ？　ミーナは気にしてないにゃ。どんどんイチャついてもらって構わないにゃ、それはそれで面おも白しろいし」

「全く面白くありませんよ……」

　ミーナは情報通としての話のネタが増えるので歓かん迎げいなのかもしれないが、ネタにされてる当人の僕としては楽しむ部分が皆かい無むである。本当にやめていただきたい。

「うう、ユーイチが楽しんでくれぬ……」

「あのなあ……そもそも楽しくなくてもいいんだよ。ペルム公用語を覚えられれば」

「そんなこと言ったって、楽しい方が覚えられるだろう？　武器の扱あつかい方と同じなのだ、いやいややるより過程を楽しむ方が、結果的に覚えが早い」

　ベルが珍めずらしくまともなことを言った。こいつ、本当に時々いいこと言うんだよな……

「うーん。ユーイチ、あとどれくらいで覚える？」

「そんな『あと十分くらいで』って言ってもらえるのを期待しているような目で見ない。まだ初めて十分だぞ？」

「それはそうなのだが……ミーナはどうだ？　もう覚えたか？」

「覚えるわけないにゃん。こんな短時間で覚えてたら、ミーナは姫騎士にゃんに習う前に文字の読み書きできてるにゃん」

「そうなのか……困ったな」

「何を困る必要があるんだよ。まだ始まったばかりじゃないか」

「うむ。それもそうなのだが……」

　うーん、この反応。なんだか嫌な予感がするな……

　などと心配になっていると、ベルが椅子からやにわに立ち上がった。

「ユーイチ、飽あきた」

　耳を疑う言葉だが、驚おどろきはしない。なにせベルだ。むしろ平常運転だ。だが、しかし、

「ちょっと待とうな。早すぎるからな」

「ユーイチに文字を教えたら、ユーイチからの評価だだ上がりだと思ったのだ。なのに、これでは下がる一方だ」

「お前がちゃんと教えてくれれば済む話だろ？」

「そうかもしれんが……面白くないのだ！　これなら剣を振ふっていた方が楽しいぞ！　ユーイチ、ともに汗あせをかかないか！」

「お前が面白いかはどうでもいいし、剣は僕に必要ないので、ともに汗はかきません。あと、それ抜いたらどうなるか分かるな？」

　ベルがしょぼーんとした。抜こうとしていた剣をしまう。

「……ミーナ。僕は重大な人選ミスをしたと思う」

「奇き遇ぐうだにゃ。ミーナもそう思い始めてたとこにゃ」

　隣で石板に落書きを始めたミーナに話しかけると、ミーナも少し呆あきれたような顔で言った。

「そ、そうだったのか!?」

　がーん、とベルがショックを受けたように仰のけ反る。

「見てる分には面白いんにゃけど、これだと覚えるのにかなり時間がかかりそうにゃ」

「と、いうわけで、頼んでおいて何だけど、ベルさんは講師クビです」

　僕の宣告に「そ、そんなあ～」とその場にくずおれるベル。

「ユーイチに……捨てられた……」

「待ちなさい。誤解を生むようなことを言うんじゃありませんって」

「にゅ。文字が書けてたら今のもメモできてたにゃ。これは早く覚えたいにゃ」

「ミーナ、そういうのはメモしなくていいし、しないでくださいお願いします」

　今になって、ミーナが文字の読み書きを覚えるのは危険なことではないだろうかと思い始めた。ゴシップ記者みたいにならないといいのだが。

　それよりも、ベルが頼たよりにならないので、別の誰だれかに講師を頼みたいところだ。

　うーん。誰なら適任だろうか……







「え？　私に文字を習いたい、ですか？」

　翌日の昼。

　僕は図書館の閲えつ覧らん席で報告書を積み上げていたエテルさんを捕つかまえた。

　報告書に書かれた流りゆう麗れいな文字（もちろん僕は読めない）を見て、この人なら適任ではないかと思ったのである。

　それに、種族の中で文字の読み書きが最も得意なのは、エルフ族だ（次点でドワーフ族らしい）。そういう部分からも期待できると思ったのだった。

「ペルム公用語なんですけど、読み書きできますか？」

「ええ。そちらの言語も問題なく扱えますが」

「じゃあ、頼みますよ。ご指導よろしくお願いします」

「構いませんが……私などが主さまのご指導をするなど畏おそれ多いです……」

「そうだぞユーイチ。わたしの方がいいぞ。な？　な？　もう一回やらせてくれてもいいのだぞ？」

　謙けん遜そんするエテルさんを押しのけるようにして、ベルが僕の視界にフレームインした。

　あーあーまた失礼なことを……エテルさん、明らかにムッとしてるぞ。

　ベルはよく他種族に喧けん嘩かを売ってきたようだが、多分こういう小さいことが重なってるんだろうな。悪気がないだけに、罪深いというか、残念だというか。

「……主さま。喜んでその役、受けさせていただきます」

　ベルの失礼な物言いによってだろう、エテルさんに火がついたらしい。まあ、これはこれで結果オーライかな……

　さっそくエテルさんに教えてもらおうと、ミーナの待つカウンターへ……と、その前に。

「ベル、エテルさんに謝罪」

「えっ？　何を謝罪する必要があるのだ？」

　ベルがきょとーんとする。

　誤ご魔ま化かしているわけではなく、本当に分かっていないらしい。

「……ベル、いいか。『わたしの方がいいぞ』って言ったな。つまり、聞きようによっては失礼だろ。つまりだ──」

　そんな感じで、いかに彼女がやらかしてしまったのかをとうとうと説教した。

　エテルさんが「あの、主さま、私は気にしておりませんので」と止めようとしてくれたが、続けた。『ベルの耳に説教』だ。やり過ぎくらいでちょうどいい。

「──というわけだが、分かったか」

　一言も発さずに聞いていたベルだったが……こくりと頷うなずき、

「エテルどの、ごめんなさいっ！」

　床ゆかに座り込み、深く深く頭を下げた。それはそれは見事な土下座だった……しかし、なんで土下座なんて知ってるんだ、こいつは。

「いや、あの、そこまで気にしてはいないので。だから顔を上げてください」

　エテルさんが慌あわててベルを起こした。

　だが、ベルは申し訳なさそうにエテルさんを見つめ、

「ユーイチの気を惹ひきたくて必死だったのだ、許して欲しい」

　そんな正直すぎる発言を爆ばく弾だんのごとく落とした。止める間もなかった。

「あー……それでは仕方ありませんよ。ねえ、主さま？」

　エテルさんが少し恥ずかしそうに頰ほおを染めて言った。「許して差し上げませんか？」などと気を遣つかってくれている。

「ああ、仕方ない、な……」

　そう返事をした僕が一番恥ずかしかったのは言うまでもない。顔を引きつらせながら何とか笑った。多分、苦笑いになっているなと思いながら。

　……さて。気を取り直し、カウンターでエテルさんに講義を始めてもらった。

　ベルは反省のためか、「城に戻もどらせていただきます」と出戻りの妻のようなことを言って帰っていった。全く、いちいち反応に困ることを言うやつだ……最近こういう発言が顕けん著ちよなので、どうにかしないと変な噂うわさが広がる一方だ。大変まずい。

「ペルム公用語ということですけど、姫ひめ騎き士しどのにはどこまで習われました？」

「いえ、ほぼ何も」

「最初からお願いしますにゃん」

　僕とミーナの言葉に、エテルさんが「そうですか」と苦く笑しようした。

「それでは基本となる文字の読み書きから始めましょうか。これが〝あ〟、これが〝い〟──」

　エテルさんは、ベルと同じように五十音順に文字を教え始めた。数本の直線と時々曲線が混じる文字をエテルさんが大きな石板に板書し、僕とミーナはそれを手元の小さな石板に書き写していく。

　なお、黒板消しを使うように布で拭ふくと石板に書いた文字は消えるので、日本語や漢字を初めて習った時──つまり小学生やそれよりも幼い頃ころにやっていたノートなどへの書き取り勉強に近い。

　特にひらがなを覚えた時のことはほとんど忘れていたのだが、書いているうちに少しずつ当時のことを思い出した。

　最初に文字を教えてくれたのは、じいさまだった。

　本を自力で読みたいとせがんだ僕に、じいさまが文字を書きながら、読み聞かせながら教えてくれたのである。これが〝あ〟、これが〝い〟というように。

　そんな風に懐なつかしさを覚えながら、僕はエテルさんの講義に集中した。

　さすがに文字を愛する種族だけあって、教え方も的確だ。

　だが、しばらくして、大きな石板と僕らの手元の石板が文字でいっぱいになってきた頃。

　僕は、とある異変に気づいた。

「はあ……はあ……」

　エテルさんの呼吸が荒あらくなり始めたのだ。

「エテルさん、どうかしました？　具合が悪いとか？」

「いや、主さま、そうでは……はああ～っ……！」

　エテルさんが突とつ如じよびくんびくんし始めた。

　あーこれ、もしかして……いや、もしかしなくても、

「……エテルにゃん、はあはあしてるにゃん」

　ミーナがドン引きしながらした指し摘てきの通りだった。

　エテルさんが、文字を見てはあはあと息を荒くしている。

「この〝を〟の複雑さ……いや、〝い〟のシャープさも素す敵てき……」

　うっとりと石板を眺ながめて呟つぶやく女エルフ。

　ああ、だめだ。こいつ、すっかり興奮してやがる……

「エテルさん、戻ってきてください！　まだ講義の途と中ちゆうですって！」

「こ、こうぎ……？」

「そうですよ、僕らの先生してくれてたじゃないですか！」

「せんせい………………はっ！　そ、そうでした！　私は何を……」

「エテルにゃんたら、頼たのむにゃあ～」

　すみませんすみませんと言って、再びきちんと教え始めるエテルさん。

　だが、少し時間が経たつと、元に戻ってしまう。

　何度か我に返ってもらったが、だめだった。どんどん時間も短くなり、症しよう状じようも悪化して、

「え、えへ……ぺるむもじ……しゅてき……しゅき……」

　涎よだれを垂らして、すっかり残念な顔を晒さらしてしまっていた。

「館長にゃん、エテルにゃんはもうだめにゃ」

　まるでその後に「捨てていこう」と続きそうな言葉を、ミーナは宙を見つめたままうっとりしているエテルさんの涎を拭いてやりながら言った。

　うーん……どうして僕の周囲にはまともに文字を教えてくれる人がいないのか……

　そう腕うでを組んで落らく胆たんしたところで気づく。

　まともに教えてくれる人がいないんじゃなく、まともな人に頼んでいないことに。

　ベルとエテルさんには失礼かもしれないが、彼女たちには潜せん在ざい的に残念なことになる要素があった。むしろ「よくそれで大だい丈じよう夫ぶだと思ったな」と過去の自分に問いたいほど、てんこ盛りだった。

　最初から、ただの人選ミスである。分かりきったことだった。

　……ならば、最初からちゃんとした人に頼めばいいことだ。







　図書館で待つこと一日。

　その人が現れた。

「ユーちゃん、おはよう！」

「ドンドールさん、文字を教えてください」

　カウンターに挨あい拶さつしてくれたドワーフ族の工こう房ぼう長をそのまま捕まえ、僕は頼んだ。

　僕の隣となりから、ミーナも「教えてくださいにゃ」と頭を下げる。

　ベルはというと、今日はまだ図書館に来ていない。少し心配ではあるが、それよりも文字を覚えることが先決である。彼女のことを心配するのは、しっかり学べる環かん境きようを整えてからでもいいはずだ。

「文字ぃ？　俺に習いてえだって？」

「はい。ドンドールさんなら、ちゃんと教えてくれそうだなって」

　ドワーフ族は、エルフ族に次いで識字率が高いという。それは石板による仕様書的なものでのやり取りが必要だからだ。きっと誰だれかが思いつきさえすれば、僕や図書館の本と出会わずとも、いつかは紙で仕様書のやり取りをするようになっていたかもしれない。

　ドンドールさん本人についても、講師の適性はあると思った。

　彼の部下に対する面めん倒どう見みの良さは聞いているし、ドワーフ族の工房『エウレカ』の職人たちは、皆みな、この人から様々なことを教わっているという。

　ドンドールさんなら間ま違ちがいないと思う。この人ならば、ベルのように脱だつ線せんすることもないだろうし、エテルさんのようにだめになってしまうこともない。安心だった。

「教えるのは構わねえけど、何語なんでい？」

「ペルム公用語です」と答えると、ドンドールさんが「そりゃだめだ」と首を横に振ふった。

「俺はペルム古代語しか使えねえ」

「え。そうなんですか？」

「っつーか、ドワーフ族はほとんどそうだぜ。古代語は読み書きできるが、公用語が使えるのなんて、他種族との政まつりごとに関かかわる族長とその周辺のモンたちだけだ」

　ドンドールさんの説明曰いわく、ドワーフ族の仕様書的なやり取りは全すべて『ペルム古代語』で統一されているのだとか。それは、古代語が、昔々、広場のゲートが造られた頃から使われていた言語だかららしい。

　そういったものの作り方も石板には古代語で残されていて、それが読めないと修理もできない……だから、職人の多いドワーフ族は、仕様書となる石板が読めるように、古代語に関しての識字率が高くなったというのだ。

「しかし、俺もペルム公用語が使えればって最近は思ってるからなあ……むしろ一いつ緒しよに教わりてえよ。そうすりゃ、他ほかの種族の奴やつらともっと連れん携けいして作業できるだろうしよ」

「確かにドンドールさん、最近よく他の種族と一緒に仕事されてますもんね」

「おう。昔は他の種族で仕様書を見せるのはエルフ族くらいだったらしいが、今はそうはいかねえ。ユーちゃん、よけりゃあ俺も習う側に交ぜてくれねえか」

「それは構いませんけど……うーん。問題は誰に教わるかですよ。どうしよう」

　ペルムにおける僕の交友関係は、日本にいた時より圧あつ倒とう的に広い。

　それでも、こういったことを頼めるような人っていうのは多くはないわけで。既すでにもう頼たよれるところには全て頼った感じだった（なお、一応確かく認にんしてみたが、レィは「ぉしぇる、むり」と言った）。

「ユーちゃん、ネロリさんには頼んでみたのかい？」

「ネロリさんはまだです。でも、あの人、ドリアード族の族長ですし」

　ネロリさんとは、これまで割とコンタクトを取って来た。

　……が、一個人が気軽にいろいろ頼んでいい立場の人ではない気がしている。

　だって、族長だよ？　人間族で言ったら、リーネさまに当たる人だよ？　つまり、ドリアード族の王さまのような人ってことだ。そう考えると、簡単に頼れなかった。

「ネロリさんなら、ユーちゃんに頼まれれば喜んでやってくれると思うけどなあ」

「いやあ、きっと眉み間けんに皺しわを寄せられちゃうんじゃないかと」

「ドリアード族の族長にゃんなら、館長にゃんのこと気に入ってるから大丈夫だと思うにゃ」

「いやいや、どこをどう見てそんな風に……それに、ネロリさんは忙いそがしいでしょうから」

　今だって、僕が頼んだ本の量産のことで、材料を集めるために森を駆かけ回ってくれているかもしれないのだ。いや、族長本人が駆け回ってはいないかもしれないが、そっちを頼んでしまっている手前、偉えらい身分の人にこれ以上の頼み事はまずいんじゃないかと……

「だから当分、図書館にもいらっしゃらないでしょうし」

「いや、ネロリさんならそろそろ来ると思うぜ？」

「えっ？　そうなんですか？」

「ユーちゃんの頼んでたカミの材料があったろ。それを集め終わってウンディーネ族のところに持ってったっていう話を聞いてるぜ。俺が今日ここに来たのも、まだウンディーネの方での作業に時間がかかりそうだと思ったからだしな」

　なるほど。ドンドールさんは作業工程に余よ裕ゆうがあると分かったから図書館に来られた、と。

「でも、材料を集め終わったのなら疲つかれてるはずでしょうし、そんな時にここへ──」

「邪じや魔まするぞ」

　噂をすればなんとやら。

　ちょうどその時、ネロリさんがやって来た。

　三人で注目していると、気づいたネロリさんが不思議そうな顔になった。

「どうしたのだ？　私の顔に何か付いているか？」

「いえ、そうじゃないんですけど……今日は久しぶりにいらっしゃいましたね」

「一仕事終えたのでな。せっかくだから、ここで時間を過ごそうと思ったのだ。普ふ段だん、森の中でばかり仕事をしているし、ここは気分転てん換かんにちょうどいい」

「そう思ってもらえると館長冥みよう利りにつきます」

　ネロリさんとそんな会話をしていると、ミーナとドンドールさんが、うりうりと肘ひじで僕の脇わき腹ばらをつついてきた。今していた話をしろ、言え、ということらしい。

「ええと……ネロリさんはペルム公用語って使えますよね？」

「ああ、もちろんだが」

「あの……もしよかったら……いえ、本当によかったらでいいんですけど……僕らにペルム公用語の読み書きを教えてもらえないかなと」

　ネロリさんが、両の眉まゆを上げた。

「読み書きとな？」

「ええ、個人的にそろそろできるようになりたいと思っていたのと、仕事上それができるといろいろと捗はかどるかなというのがあって……こっちの二人も、そんな感じで」

　僕の両りよう隣どなりにいた小こ柄がらな二人が、口々に「お願いしますにゃ」、「ネロリさん、頼むぜ」と続ける。

「あ。でも、お忙しいのなら結構ですので──」

「構わぬよ」

　ネロリさんが涼すずし気な顔で、さらりとそう答えた。

「い、いいんですか？」

「仕事がある時は難しいが、今日のように時間がある時ならば構わぬ。今日は暇ひまを持て余しているし、やる気があるのならすぐにでも教えよう。どうする？」

「あ──ぜ、ぜひお願いします！」

　あっさりと了りよう承しようをもらえて一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてしまったが、すぐに頭を下げた。ミーナとドンドールさんも一いつ拍ぱく遅おくれで続いた。







　さて、ネロリさんの講師役だが……

　どうして最初からこの人を頼らなかったのかと後こう悔かいするレベルで、教え方に感動した。

　簡潔。適切。分かりやすい。

　およそ勉強を教える際に必要だと思われる要素が、全て揃そろっていた。

　ベルとエテルさんの教え方で理解が進まず、自分は勉強のできない人間なのではと自信を失い始めていたのだが……どうやら、そうではなかったようで安心した。

「覚えようとしなくていいので、私が伝える話を理解しながら聞いて欲しい。分からないところがあったら質問すること」

　ネロリさんは講義を始める際に、そう前置きしていた。

　ネロリさんの教え方は、文字というものを詰つめ込んでいく方式ではなかった。一人でも勉強できるように考え方を教えるものだったのだ。

　たとえば、ペルム公用語の〝あいうえお〟の文字がどういう法則でそういう形になっているのか、どういう風に覚えればいいのか、根本の部分から教えていくというものだった。そういう部分から、僕らが興味を持つように話をしてくれた。

　これだと覚えることの量は多くなる。

　だが、それぞれが納なつ得とくして頭に入り、紐ひもづけられて記き憶おくに残るためだろう。量が多いにもかかわらずするする頭に入っていくのだ。多分、忘れもしないだろう。

　ネロリさんの書く文字も、以前から図書館の貸出カードに書いもらっていたので何となく分かってはいたのだが、エテルさんのそれ以上に美しい文字だった。

「なんて分かりやすい……」

　僕は思わずそう呟つぶやいていた。

　ミーナも「すごいにゃ……分かる……読める……」などと先ほどから感激にぶつぶつ一人言を零こぼしているし、ドンドールさんはネロリさんの一挙手一投足に感心しているのか何度も何度も首が外れんばかりに頷うなずいている。

　ベルとエテルさんの時はランプの陰かげで居い眠ねむりしていたレィですら、今は僕の肩かたの上で一緒に講義を聞いていた。それはそれは真しん剣けんに。

　素す晴ばらしい……これが種族一つを束ねる族長の力か……

「……ふむ。そろそろ日が傾かたむいてきたようだな」

　レィの光を強く感じるほど、図書館の中が薄うす暗ぐらくなり始めていた。

　気づけば、もう図書館は閉館の時間である。

「今日はこの辺で終わりにしよう。どうだ、少しは役に立てたか」

「少しどころか、もの凄すごく助かりました！」

　僕が答えると、ミーナがこくこくこくこくと激しく頭を縦に振った。恐おそらく先に習った二人とのあまりのギャップに感動したに違いない。僕がそうだから、分かる。

　ドンドールさんも「やっぱりネロリさんに教えてもらえてよかったぜ」と腕うでを組んで強く頷いている。こちらは想像通りの結果だったようだ。

「ネロリさん、ありがとうございました！」

　ミーナとドンドールさんも口々に感謝の言葉を続ける。

　ネロリさんが、満足そうに微かすかな笑えみを目元に浮うかべた。

「……また時間がある時に見てやろう。学びたいという気持ちはいいものだからな」

　そう言って、ネロリさんは図書館から帰ろうと席を立つ。

「あの、ネロリさん。すみません、今日は図書館の本を見に来たんじゃ……」

　気分転換に来たとネロリさんは言っていたが、僕らに付きっきりで本を全く見れていなかったことに気づいた。

　申し訳ないことをしたなと思っていると、ネロリさんは静かに首を横に振った。

「いや、目的は果たしたよ。私の持っている知識をそなたたちに伝えるのも、十分、気分転換になった。では、またな」

　そう言って、ネロリさんは自身が守るドリアード族の森へと帰るべく、図書館から出ていった。ドンドールさんも勉強会の片付けを手伝ってくれたあと、「帰ったら復習するぜい」と言って同じように帰っていった。

　図書館に残ったのは、僕とミーナとレィ。レィは、ネロリさんの話を真剣に聞きすぎた反動からか、ランプの陰でうとうとし始めていた。

「トショカンを閉めるの手伝うにゃ」

「ありがとう、ミーナ。それじゃ頼たのむよ」

　ミーナの好意に甘えて、閉館作業を分担してやることに。二人でやると早く終わるのでとても助かった。いつも何かと手伝ってもらってるので、そろそろ何かまとめてお返ししたいところだ。もちろん、ベルにも。

　さて。

　今日のネロリさんの勉強会で、僕は言語だけではなく、一つ大事なことを学んだ。

　図書館でこの世界の人たちに知ち恵えや知識を提供する──それが僕の仕事だと思っていたが、この世界の人たちから与あたえてもらう知恵や知識も当然あるのだ、と。

　僕だけじゃなく、きっとこの図書館もそうだ。

　僕も、この図書館も〝有機体〟……だから、人々からそうして与えてもらったことで成長していくこともあるのだろう。

「館長にゃん。ドリアードの族長にゃん、すごかったにゃあ」

　ミーナの元へ戻もどると、カウンター周りを片付けてくれていた彼女が言った。

「本当にな。あれだけ教え方が上手うまいと、こっちも勉強が楽しくなってくるよ」

「にゃ。その通り」

　こくこくとミーナが頷く。そして、

「……ミーナはね、勉強なんてできにゃい子だと思ってたにゃん。文字の読み書きも、できたらいいにゃと思ってたけど、できにゃいんじゃないかにゃって、心のどこかではちょっと思ってたにゃ。ずーっと前から」

　彼女の顔がちょっぴり寂さみしそうな表情に見えるのは、窓から入り込む夕ゆう陽ひのせいか。それとも『ずーっと前から』のことを思い出してか。

「カードに自分の名前、サインくれって初めて館長にゃんに言われた時、ミーナは書けにゃかったの覚えてる？」

　言われて、僕は「ああ」と頷いた。

　覚えている。ミーナは貸出カードに名前を書けなくて、代わりに似顔絵を描かいたのだ。

「名前を書くことにゃんてそれまでにゃかったし、書けにゃくてもいいと思ってた……でも、」

　カウンターの傍そばに片付けられ、きれいに拭ふかれた石板。それに近づき、ミーナは白い石せき片へんを使ってカリリ、カリリと丁てい寧ねいに一つずつ覚えた文字を書いていった。

　彼女が書いたのは、三文字。

「……館長にゃん、これ、読めるかにゃ？」

[image: ]

「ああ……〝ミーナ〟だろ？」

　自分の名前を誇ほこらしげに書いて、ミーナは「にゃひひ♪」と嬉うれしそうに笑った。

「自分の名前を書けるって、結構悪くにゃいねえ」

「そうだな……よっと」

　僕も隣となりに〝ユーイチ〟と書いて、彼女と同じように笑った。

〝寺てら沢さわ優ゆう一いち〟という漢字ではない、この世界の文字で書く僕の名前。二十年以上生きてきて、初めて書く文字の名前。

　違い和わ感かんはまだ拭ぬぐえないのだが、これもまた、悪くはない。







　数日の間、僕やミーナは、自分たちでそれぞれネロリさんに教えてもらったことを復習した。時々やって来るネロリさんのおかげもあって、着実に文字を覚えてゆく。

　小中高大と、進学するに従って勉強の楽しさを忘れていった僕にとって、なかなかに充じゆう実じつした日々だった。ネロリさんのような先生に恵めぐまれていたら、きっと僕はネトゲ廃はい人じんになっていなかったかもしれない。いや、保証はないけどさ……

　そんなこんなで、数週間が経過した頃ころ。

　僕は、中学一年生が使える英語くらいの感じで、ペルム公用語の読み書きができるようになっていた。

「進しん捗ちよくはどうですか？」

　リクリウッド城の謁えつ見けんの間でリーネさまにそう訊きかれたのは、そんな頃だった。

「ええと、本の量産についてですか？　でしたら今ドンドールさんのところの機械で製本作業まで進んでるところですけど」

「いいえ。報告書についてです」

　……まさかのそっちを切り出されてしまった。

「報告書は……ええと、まだ一文字も……」

「ペルム公用語は、読み書きできるようになったのですか？」

「……少しは？」

「少しとは、どれくらいです」

　ずいぶん突つっ込んで訊いてくるな……

　誤ご魔ま化かしても面めん倒どうくさいことになりそうなので、僕は修得の現状を伝えた。すると、

「どういった勉強をしたのですか？」

　今度はそんな質問が飛んできた。

「どうって……いろんな人に教えてもらって」

「誰だれに？」

「ベルやエテルさんにも頼んだんですけど、最終的にネロリさんに習ってます」

「……何ですって？」

　リーネさまの眼光が鋭するどくなった。

　あっ、やっぱりこれ言っちゃまずいことだったか……

「ユーイチ。あなたは人間族なのですよ。他ほかの種族の、それも族長に習うなどと──」

「いや、仕方なかったんですよ！」

　リーネさまのボルテージが上がりきる前に慌あわてて弁解する。

「──どう仕方ないというのですか。言い訳があるのでしたら聞きましょう」

　何だかいつもより機き嫌げんが悪いのだが、なぜなのかはよく分からない。

　他種族の族長に対して部下が借りを作ったこと……それだけに怒おこっているのではない気がするのだが……

「人間族に頼める人がいなかったんです。ベルは……講師には向いてないでしょう？」

「それは誰よりも分かっています」とリーネさまが苦い顔をした。

　妹君を侮ぶ辱じよくした感じになってしまったのだが、理解してもらえたようで安心した。

「そんなわけで、他にペルム公用語の読み書きが達者な人間族の人なんて知りませんし」

「……あなたは一体どこに目をつけているのですか？　その目は飾かざりなのですか？」

　ええまあ、ド近眼ですから？　眼鏡めがねないと見えませんけど？

　……とは言わないが、ひどい言われようだった。

　僕が何かしたのだろうか。報告書は一文字も書いてないけど……

「僕の目は付いてますし、見えてますけど、意味が分かりません」

「では訊きますが。あなたが見ているものは何なのです？」

　思わず「はい？」と間の抜ぬけた声を上げてしまった。

　リーネさまが、すっと胸を張った。ああ、もう二十代も後半だろうに、妹と違って発育が──などと思ったのも一いつ瞬しゆんのこと。

　何を言われたのか、理解した。

「……あの。それって、リーネさまを頼たよってもよかったってことですか？」

「ネロリどのを頼るより、よほどそうすべきでしょう。あなたはアホですか。わたくしを頼らなくてどうするのです。頼れ」

　もの凄すごく直接的な罵ば倒とうの言葉が飛んできたが……いや、そんなことよりも耳を疑う言葉があった気がする。今のは──

「……──も必要なくなってしまったではありませんか……」

「え？　あの、今なんて……？」

「……何でもありません。繰くり返しますが、他の種族の長おさを頼るくらいなら、まずわたくしを頼りなさい。分かりましたか？　分かったら返事」

　怒っているのか何なのか、リーネさまがとても不機嫌そうな顔でそう言った。

　何か言い返してやりたいところだったが、いろいろと混乱の渦か中ちゆうにあった僕は「はい」と簡単な返事をすることしかできず、そのまま謁見の間を後にしたのだった。

「…………何だったんだ今の？」

「ユーイチぃぃぃぃ[image: !!!]」

　扉とびらの前で首を捻ひねっていたその時、回かい廊ろうの先から声が聞こえた──かと思った次の瞬しゆん間かん、

「げふっ！」

　強きよう烈れつなタックルを受け、僕は床ゆかに倒たおれ込んでいた。

　身体からだも痛いし、眼鏡が吹ふっ飛んで何も見えない。何だ、僕はどんなモンスターにエンカウントしたんだ？　それともトラックか？　今さら転生イベントか？

「ユーイチ、会いたかったぞ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「その声はベルか……」

「ああ、わたしだ！」

　オレオレ詐さ欺ぎのような返事で眼鏡を「はい！」と手て渡わたしてくるベル。

　久しぶりに聞く突き抜けるように元気な声が懐なつかしすぎて、僕は突き飛ばされたことを怒れなくなった。

「ベルお前、最近どうしてたんだ？　全然図書館に来なくなって」

「なんだ、心配してくれていたのか？　わたしのことを心配してくれたのかユーイチ！」

「ちょっとやめろ重い離はなれろ」

　元来の重さなのか（胸が大きい人は、両胸で二キロ超ちようにもなるという話を聞いたことがある）、それとも身につけた金属製の甲かつ冑ちゆうのせいなのか、それとも彼女の抱いだく想おもいの何かが重いのか……重みに唸うなっていると、抱きついてきたベルが悲しそうに言った。

「姉上に軟なん禁きんされていたのだ」

「え？　軟禁？　何でまた？」

「ユーイチに講師をクビにされたと愚ぐ痴ち──報告したら、ユーイチの勉強の邪じや魔まをするなと言われた……」

「そうか、愚痴ったのか……じゃなくて、リーネさま、一応気を遣つかってくれてたんだな」

　妹が勉強の邪魔になっていると察してくださるとは……さすがは姉上だ。慣れている。

「姉上はユーイチとわたしがいちゃいちゃしているのが気に食わないのだ」

「んなわけあるか。リーネさまは僕のことを下々の者の一人くらいにしか思ってません」

「そうとも限らぬと思うぞ。ほら」

　僕に跨またがっていたベルが立ち上がり、一冊の冊子を差し出してきた。

「……何だそれ？」

「姉上が書いたものだ。見てみるといい」

　立ち上がって受け取り、言われるがまま中を見る。

　業務命令書的な何かかと、恐おそる恐る読み進めると……

「……これは、まさか書き方ドリル的なやつか？」

「ドリル？　穴を掘ほる道具のことをドンドールどのがそう呼んでいたが、それか？」

「違ちがう。ええと、書き方を反復して練習するための問題集みたいなものだ」

「確か姉上も書き込んで使うといいのではと言っていたが……モンダイシュウ？」

　ハテナを頭に浮うかべているベルは放ほうっておいて、僕は中をよく見ていく。

　今まで見たどのペルム公用文字よりも見やすい、教科書的な印象を受ける几き帳ちよう面めんな文字。それが、書き方の練習ができるように並んでいる。

「……これを、リーネさまが作ったって？」

「ああ。ユーイチの勉強が大変そうだと報告したら、姉上がいつの間にか作っていた。これは数冊作ってあってな。姉上は今日これを渡わたすためにユーイチを呼んだのかと思ったのだが……そうではなかったようなので、わたしが持って来た。受け取れ」

「あ、ああ、ありがとう……」

「トショカンへ戻もどるのだろう？　わたしも一いつ緒しよに行くぞ」

　悠ゆう々ゆうとした足取りで回廊の先へ歩いて行くベル。

　その後ろで、僕は手元の冊子を見て呆ぼう然ぜんとしていた。

　リーネさまが、作った…………まさか、僕のために？

「ユーイチ、何をしているのだ？　行かないのか？」

「い、いや、行く行く」

　冊子を手にしたまま、慌てて先行くベルを追う。

　リーネさまがどういう気持ちでこれを作ったのか……僕のためかもとか一瞬考えたけど、それを言ったらリーネさまに凄くいやーな顔をされそうだ。

　それに、人間族の族長として一族の利益になると考えて作ったのかもしれない。種族の識字率を上げるため、とかね。そっちの動機の方が現実的だ。




　リーネさまの考えることは、いつもよく分からない。

　……が、とりあえず、図書館へ戻ったら、僕もさっそく使わせてもらおうと思った。
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　初めての勉強会から一ヶ月が経過した。

　ペルム公用語の文字についての勉強は順調だ。

　ネロリさんを始めとした文字を扱あつかえる人がサポートしてくれていたし、リーネさまが作ってくれた書き方ドリルのおかげで、僕もミーナも単純な文なら読むこともできるようになっていた。

　ベルの本？

　読み進めようと思って、毎日開いてはいる……のだが、いかんせん複雑すぎて毎日一ページ読むのが限界だ。

　僕がいま読んでいる部分は、まだ序章というか前置きに過ぎない。図書館と僕がやって来た時の衝しよう撃げきとか、僕らがどうやって出会ったかとか……事実しか書いていない。

　ありったけの気持ち的な主張が綴つづられていると思ったので、それについては意外というか、若じやつ干かん肩かた透すかしだったというか。ベルの文章は、意外と冷静だった。

　書く方も、ものすごーく簡単な文なら書けるようになった。

　なので、報告書もちまちま作っている。でも、何を報告するかは細かく指定されていないので、内容を考える方が大変だった。

　とりあえず、珍めずらしい相談を伴ともなって来館した人については書くことにしていた。

　そう、たとえばこんな感じだ。

『ハルピュイア族の少年から相談あり。吟ぎん遊ゆう詩人になりたいとのこと』







「ぼく、吟遊詩人になりたいんだ」

　その日、開館一番乗りで図書館に入って来るなりそんな風に言ったのは、まだ声変わりをしていないハルピュイア族の少年だった。

　ハルピュイア族……空を飛ぶために大きく発達した、鳥のような翼つばさを有した種族だ。

　また、歌を歌うことを好むというか、もはや呼吸するように歌を歌う、そんな種族でもある。時々、盛り上がってしまったのか館内で歌っている彼らを注意することもあった。彼らとて悪気はなく、もはや生理現象に近いのかもしれない。

　やって来たのは、そんなハルピュイア族の少年。人間基準で見れば十代前半くらいか。

　だが……吟遊詩人？

「ええと……吟遊詩人っていうのは何だ、ベル？」

　隣となりにいたベルにこそっと尋たずねる。

　日本でやっていたゲームなどでは、歌で敵と戦う職業としてその名があった。だが、この世界はゲームの世界ではない。

「吟遊詩人とは、ハルピュイア族の誇ほこる、何でも最高の歌にして歌い上げる者のことだ」

「何でも？」

「ああ、何でもだ。たとえば、わたしのことも歌にされたことがある」

「へえ、どんな？」

「人間族～の姫ひめ騎き士しはあ～武器が恋こい人びとあな悲し～♪　と。どうだ、いいだろう？」

　……いろいろ解かい釈しやくはできるだろうが、これは良い意味の歌ではない気がした。しかし、ベルが喜んでいるので黙だまっておく。世の中、知らない方が幸せなこともあるのだ。

「あの、すみません。ぼくの話、聞いてる？」

　入り口で用件を告げたハルピュイア族の少年が、歩きながらカウンターへ近づいてきた。

　背中の翼は移動に便利だが、片かた翼よくだけで彼らの身体ほどの大きさがある。なので、ある程度の広さがある屋外でないと使えないようだ。まあ、この距きよ離りだし使うまでもないか。

「ああ、聞いてるよ。相談だろ？　どうぞ、そこに座って」

「あ、待って。報ほう酬しゆうっていうのが必要なんだよね。持ってきたんだけど、あれ」

　見れば、入り口に何やら布で包まれた大きめの荷物が。

　僕はカウンターから出てそれを見に向かう。

「ええと……これは？」

「母さんが持っていけって。なんか、前にここで作り方を教えてもらったんだってさ。館長さんが喜ぶだろうって」

「作り方を教えた？　え。待って、それってもしかして──中、見てもいいかな？」

「いいよ」

　ハルピュイア族の女性に作り方を教えたものと言ったら、あれしかない。

　思い当たる一つの期待を胸に、布の包みを開けてみると──

「──ああ……やっぱりそうだ！」

　期待通りの品への感激に、思わず〝それ〟にダイブする。

「うおおーふかふかだー！　超ちよう嬉うれしいっ！」

「よかった、母さんの言った通りだった」

「ユーイチ、何を貰もらったのだ？」

　ベルの問いに、僕は〝それ〟に埋うずめていた顔を上げて答えた。

「羽う毛もう布ぶ団とんだよ」

「ウモウブトン？」

「鳥の羽根を詰つめた布団のこと。お前さんの城にはないのか？」

「ない、初めて聞いた。うちの城で使われている布団は、植物の綿を使ったものだ」

「そういえば、基本的にあのゼンマイから取れる綿を使ってるんだっけ」

　街中にも生えている樹木のような大きさの巨きよ大だいゼンマイ。

　人間族の集落を始め、大多数の種族では、基本的に布などを作る際はあれの綿が使われているという。僕の服も、あの綿製だ。水を弾はじくし、丈じよう夫ぶで柔やわらかさも十分と、なかなか優ゆう秀しゆうではある。布団の中材にも確かに使えるだろう。

　だが、やはりふわもこ具合は羽毛が勝まさる。

「わたしも触さわっていいか？」

　どうぞ、と少年がベルに答える。ベルは布団に手を伸のばし、触ふれ、体重をかけた。

「お……おお？　おお……おおおおお！」

　恐る恐る触れていたベルも、結局は布団にダイブしていた。

　そうしたくなる気持ちは分かる。それほどの逸いつ品ぴんだったのだ。

「ふわふわ～もこもこ～……はっ、待て！」

　布団に頰ほおずりしていたベルが、突とつ然ぜん顔を上げた。

「……小こ僧ぞう。これを作ったのはおぬしの母と言ったな」

「小僧じゃないよ。フェリオって名前がある」

　ベルの呼び方に少年が不満げな顔で言った。

「ふむ、してフェリオよ。これには、もしかしておぬしの母の羽根が使われたりはしておらんだろうな。ユーイチが他ほかの女の羽根に包まれて眠ねむるというのは許しがたいのだが」

「ううん、もちろん鳥のやつだよ。お姉さん、髪かみの毛を人にあげたりしないでしょ？」

「ユーイチが望むなら献けん上じようするが」

　ベルが真顔で言ってきたので、僕は手を振ふって遠えん慮りよした。

「いらんいらん。でも、フェリオの言いたいことは分かっただろ？」

「うむ。ハルピュイア族にとって、羽根は気軽に他人に渡していいものではない、ということだな」

「そうだよ。好きな人とかに、一番綺き麗れいな羽根をあげたりはするらしいけど」

「ユーイチ、わたしの──」

「一番綺麗な髪でもいらないぞ」

　ポニーテールにした自分の髪を摑つかんで、ベルがしょぼーんとする。

　片手が剣けんの柄つかにかかってるんだが、何をする気だったのかは訊きくまでもなく明らかだ。髪は女の命って聞いたことがあるんだが、そんなことはなかったのか。

「気に入ってもらえた？」

「そりゃもう、もの凄すごく。フェリオくん、物だけ貰っておいて何もしないわけにはいかないからね。さっそく話を聞かせてもらいます」

「フェリオでいいよ。よろしくね」

　僕らはカウンターの中に戻もどった。

　そうして対面席で向かい合い、フェリオの相談内容を改めて聞く。

「ええと、吟遊詩人になりたいって話だったよね？　ごめん、ちょっと教えてもらいたいんだけど、吟遊詩人ってどうやってなるのかな。なるために必要な条件があるとか？」

「必要なのは、歌を作って歌う能力だよ。吟遊詩人は、ハルピュイア族の中でも、特にそういった能力に長たけている者が名乗れるんだ」

　ふむふむ、なるほど……つまり、職業名でもあり、称しよう号ごうみたいなものでもあるのか。

「つまり、歌を作って歌う能力を伸ばしたい？」

　ハルピュイア族は、そういったことを自然に行える才能に長けた種族だ。作詞作曲はお手の物だし、音おん痴ちなハルピュイア族など見たことがない。

　ということは、あとはその能力の大小が問題になるんだろうと思った──のだが、フェリオは首を小さく横に振る。

「……ぼく、そもそも歌を作れないんだよ」

「作れない？」

「うん。歌を歌うことはできるんだけど、その歌を作れないんだ。歌詞も、メロディーも」

「それじゃ、これまではどうしてたんだ？」

「他の人の歌を借りてきただけ……」

　表情を暗くし俯うつむくフェリオ。

　だが、彼は自分を鼓こ舞ぶするように翼を震ふるわせて顔を上げた。

「で、でも、ぼく、歌うことにかけては自信があるんだよ！　ええと……聴きいて。これは父さんの作った歌なんだけど──」

　そう言ってフェリオは歌を口ずさんだ。

　それは、子守唄のようだった。父親の作った歌というだけあって、歌詞は親目線というか、年若いフェリオが歌うと若干ちぐはぐな感じがする。だが、

「ほお、なかなかではないか」

　僕の隣で一いつ緒しよに聴いていたベルが、思わずといった様子で拍はく手しゆする。

　そう。彼の歌声は、しっかり取れた音程やリズム、アクセントや抑よく揚ようの付け方などもよくて、聴いていると気持ちのいいものだった。本気を出せば声量もかなりあるだろうと、音楽素人しろうとの僕でも想像できる。

「うん。確かに自信があるというだけあって上手うまいな」

「──ありがとう」

　歌い終わったフェリオが、そう言って苦く笑しようする。

「でも、吟遊詩人にはこれだけじゃなれない。歌を作れないと」

「フェリオみたいに、歌作りが苦手なハルピュイア族の人って、他には？」

「いないみたい。親にも友達にも、一族の人たちにも相談したんだけど、歌を作れないハルピュイア族なんてこれまで見たことないって……で、悩なやんでたら、母さんがここで相談したらどうかって」

「なるほど……よし。じゃあ、相談内容は、『吟遊詩人になるために、歌を作れるようになりたい』ってところだな……ちなみに、他のハルピュイア族の人たちって、どうやって歌を作ってるんだ？」

「ぼくも訊いてみたんだけど、『気づいたらできてる』とか、『歌いたいって思ったら歌ってる』とか、そんな答えばっかだった」

「うーん。呼吸するようにやってるってやつか……」

　それができない者にはどれだけ難しいことか、きっと彼らは理解できないに違ちがいない。

　もちろん僕は理解できる。音楽的才能もだが、それ以外の創作的才能も皆かい無むだからだ。何でそんな簡単に作れるのかが分からないという点で、フェリオ側の人間です。

　だから、歌の作り方は当然分からない──が、フェリオにとって何が問題になっているかは、分かるかもしれない。

「一応訊くけど、ベル、お前は歌を作れるか？」

「おお？　作ったことはないが、ユーイチへの愛の歌なら頑がん張ばれば──」

「いや、ごめん。やっぱりいいわ」

　質問する相手を間違えた。本題に戻ろう。

　歌を作る──つまり、作詞作曲するってことだろう。

　何か、そういったことに関する本が、この図書館に置いてあるかもしれない。

　フェリオに少し待ってもらうことにして、僕はカウンターの片かた隅すみに置いてある、黒くてざらざらした光こう沢たくのある二冊の本を手に取った。

　二冊とも『ＮＤＣ　日本十進分類法　新しん訂てい10版』と背表紙に書いてある。

　ミーナが発見して以来、お世話になっている本だ。

　これは『１　本表・補助表編』と『２　相関索さく引いん・使用法編』の二冊組の本で、最初、僕は『２』だけを使っていた。だが、『１』も併あわせて使うと捗はかどるということが最近になって分かった。

　細かいことは割かつ愛あいするが、『２』はキーワードから索引検けん索さくでき、『１』は本表という分類表で概がい念ねんが近い周辺分野の分類を知ることができる──という感じだ。

　まあ、この本を使うにせよ使わないにせよ、結局は必要な本が見つかればいいのだが。

「うーん。作詞作曲に関する本って何番くらいだろう……？」

　棚たなに並んだ本の背に貼はってあるシールに記き載さいされた数字──請せい求きゆう記号というのだとか──は、この本のタイトルにもなっている分類法、『日本十進分類法』によって、項こう目もくごとに定められ割り振られた数字らしい。そういうこともこの本に書いてあった。

　そんなわけで、どうも図書館の本というのは、こいつに書いてある分類に従って並べられているようなのだ。

　そのため、この本では、「こういうことについての本の請求記号は何番だろう？」の『こういうこと』をキーワードに、数字を探せるようになっていた。

　たとえば、

『武器　５５９　（金工芸）７５６．６』

『園芸病虫害　６２３』

『発明（技術）５０７．１』

『金言（倫理）　１５９．８』

『辞典（言語）　８●３』＊〝●〟には日本語なら１、英語なら３のように辞典の主題である言語に対応した数字が入る。

『写真集　７４８』

　……みたいに。

　日本の図書館に行く人がいれば、ぜひ探せるか試ためしてみて欲しい。

　さて。そんなこんなで、今回のキーワードは『作詞作曲』だ。

　だが、そのものズバリという単語は索引に見当たらない。

　あるのは『作曲法』……あとは『歌か謡よう』か……

「『作曲法』は７６１．８、『歌謡』は９１１．６かな。ちょっと棚まで行ってくる」

「ぼくも行くよ」

　図書館に来るのが初めてということで、フェリオも中に興味を持ったらしい。

　そんなわけで、二人で該がい当とうの書しよ架かに向かう。

「お。あったあった」

　作詞作曲の入門書みたいな本が、別々の場所に二冊。

　目次を見ると役に立ちそうだったので、カウンターへと持って帰ることにした。

「母さんから聞いてたけど、なんかたくさん並んでるんだね。ホンって言うんだっけ？」

　本棚からカウンターへ戻る道中のこと、フェリオが周囲を見回しながら言った。

「そう、本」

「ふーん……これが、悩みを解決してくれるんだ？」

「解決するわけじゃなく、ヒントをくれるって感じかもなあ」

「ひんと？」

「解決するための足がかりだよ。だから、あくまで解決するのは悩んでる本人ってこと」

　本には、確かに相談事への答えのようなものが書いてあることもある。

　たとえば、ネロリさんと知り合うきっかけになった植物の病気についての相談は、どんな病気でどう対処すればいいのかが本に書いてあった。

　けど、あの時、植物の病気を治したのは、治そうとしたネロリさんの行動だ。

　そんな風にどんな相談事でも、結局のところ解決のために決断して行動するのは相談者本人だと思う。そんな相談者に、どう行動すればいいかのヒントをくれる──それが本だと、最近の僕は捉とらえている。

　そして、その本とその本の中にある知ち恵えや知識と相談者が出会えるよう、手助けをするのが、僕の大切な仕事の一つである……と思っている。リーネさまからの別件命令で時々忘れそうになるけども。

「内容だけど、ちょっと確かく認にんするから待っててくれ」

　日本語が読めないこの世界の人たちに、僕は自分が読んで内容を伝えている。

　まず、ざっくり目を通し、必要そうなところをピックアップ。場合によっては全部読んで聞かせることもあったし、僕が一人で全部読んでからあらましを伝えることもあった。

　さて、フェリオの心にはどんな本の言葉が刺ささるか分からない。

　なので今日は、本の最初の方の文章を、まずそのまま伝えてみることにした。

　例えば『自分の気持ちや言いたいことを素す直なおに歌詞にし、心の動きにそってメロディーを付けてみるのがシンガーソングライターの第一歩』とか、

『大切なことは、物の見方や感じ方［フィーリング］を磨みがくことだ。物や事実をたんなる〝物〟、〝事実〟として見過ごしてしまわないことだ』とか。

　ふむふむ。もっと技術的なことが先に来るのかと思っていたが、そうでもないらしい。

「ああ、待って……ぼく、そこから躓つまずいてるみたい……」

　フェリオの残念そうな声に、僕は本から顔を上げた。

「思い当たる節があるのか？」

「さっき騎き士しのお姉さんが、館長さんのことを歌にするとかなんとか言ってたでしょ。ぼくには、そういう歌にしたいって気持ちや言いたいことが、そう言えばないなって」

「なるほど。つまり、フェリオは歌は作りたいけど、『自分がどういう歌を作りたいかが分からない』ってことか。それで、歌が作れないんじゃないかと」

「うん。そうかもしれない」

　そうか。そうなると技術的な話じゃなくなるのかも。というか、フェリオ相手に音おん符ぷがーコードがー五ご線せん譜ふがーなんて話は、しても意味がないだろうし。

　どうしたものかと、僕は二冊の本をパラ見して──

　──『歌詞から作る！』という項目で手を止めた。そこには、

『日常生活での感動・哀しみ・喜び・怒り　全てにテーマとしての可能性がある』

『何かに心動かされた瞬しゆん間かん。その全てがテーマになり得るはずだ』

　そんな風に書いてあった。

「……フェリオ。最近、何か心を動かされたこととかあった？　刺し激げき的なこととか」

「んー、特にないかな。逆に、いつも日常には刺激が足りないと思ってる……」

　黄昏たそがれるような目で明後日あさつての方を見つつ、フェリオが言った。

　おいおい、まだ中学一年生になるかならないかくらいの年とし頃ごろだろうに諦てい観かんしおって……などと考えたが、自分も似たような感じだったことを思い出した。

　空を飛べたりすれば、当時の僕でも心を動かされたことだろう。が、フェリオは飛ぶことが当たり前のハルピュイア。なので、それによる刺激も期待できない。

　僕にとって日常の刺激といえば……と、僕は背後に目を向ける。

　そこには、さっきカウンターに運び入れた羽う毛もう布ぶ団とんに抱だきついたまま、すぴーすぴーと幸せそうな寝ね息いきを立てている姫ひめ騎き士しさまがいた。さすがに刺激的とはいえ、彼女を貸し出してもフェリオには迷めい惑わくだろう。種族間問題に発展しても困るし。

「じゃあ、こっちもだめかな……」

　僕は、本に目を戻もどし、次の項目を見て肩かたを竦すくめる。

「なんて書いてあるの？」

「『歌詞から作るということは、何かを人に伝えたいという気持ちが必要だ』って」

「人に伝えたいという気持ち……も、ないかも。歌いたい気持ちはあるんだけど」

　意い気き消しよう沈ちんするフェリオに、僕は腕うでを組んで悩む。

「ふうむ……どうしたものか……」

「あ、あのう、すみません」

　その時、フェリオの後ろから声をかけてくる人が。

　見れば、ベルとミーナの間くらいの年頃の女の子が、そこに立っていた。

　日本基準で言えば女子高生くらいだ。人間族と比べると青白く透すき通るような瑞みず々みずしい──いや、水々しい肌はだ。そしてエルフ族の長く尖とがった耳やハルピュイア族の羽のような耳、獣じゆう人じん族のケモノ耳とも違う、魚のヒレのような形の耳。

　彼女は、水辺の民たみウンディーネ族だった。

　しかし、エルフ族にも負けないべっぴんさんだ。ウンディーネ族特有の透とう明めい感かんによるものか、それとも彼女の性格的なものか、薄はつ幸こうの美少女的な雰ふん囲い気きがある。

「ちょっと、よろしいでしょうか……？」

　少女に声をかけられて、はっとする。同時に相談が入るのは初めてのことだ。

　ええと、どうしようかな。今はフェリオの対応中なんだけど……

「あ、あの、そちらの方のご用が終わるまで待ってますので」

「ああ、それじゃすみません。少し待っててもらっても──」

「館長さん、お姉さんの話聞いてあげてよ」

　僕の言葉より先にそう言ったのは、フェリオだった。

「フェリオ、いいの？」

「うん。館長さんの手が空くまで、こっちでどうしたらいいか考えてるからさ」

　どうぞ、とフェリオがウンディーネ族の女の子に席を譲ゆずった。自分は本と一いつ緒しよに、その隣となりの席に移る。

「あ、あの、ありがとう」

　ウンディーネ族の女の子が、フェリオににこっと微笑ほほえむ。

　フェリオは少し照れたような顔で「どういたしまして」と返事をした。

「え、ええと、初めまして。私、ウンディーネ族のスィーンと言います」

　椅い子すに腰こし掛かけ自己紹しよう介かいをし、「スィーンとお呼びください」と言い添そえて、彼女は丁てい寧ねいに頭を下げた。思わず感心してしまうほど礼れい儀ぎ正しい子である。

「あの、これ、相談へのお礼の品です。気に入っていただけるか分かりませんが……」

　スィーンがカウンターの上に載のせたのは、布の袋ふくろ。

「ええと、これは？」

「ウンディーネ族の集落で採れるマリン石です」

「マリン石？」

　中を見ると、それはそれは真っ青な色の石が入っていた。

「おお。それはよいものだぞ、ユーイチ」

　いつの間に起きたのか羽毛布団を解放したベルが、僕の肩ごしにその石を見て言った。

「そうなのか？」

「マリン石は服などの色を染めたりする際に使うものだが、発色がよいものの採さい掘くつ量が少ないので非常に価値が高いのだ。姉上が着ているドレスの青い部分にも使われているぞ」

　ベルの説明に僕はリーネさまのドレスを思い出す。確かに、とてもきれいな青だった。

「ええと、貴重なものをありがとう」

「い、いえ、喜んでいただけたならよかったです」

「僕らの自己紹介がまだだったね。僕は館長の寺てら沢さわ優ゆう一いち、こっちは──」

「ユーイチのベルだ」

　ベルが真顔で言った。

「……大事なものをはしょるんじゃありませんおバカ姫ひめ」

「なんだ、はっきり言ってよかったのか。妻です」

「とんでもない噓うそをさらりと言うんじゃない！」

　助手とか見張り役とかそういうのが出てくると思ったし、妻にもらった覚えもない。

「まったく、何でそんなしょーもないホラばっかり……」

「牽けん制せいだ」

「牽制……？」

「年頃の女はみんな敵だ」

「だから、お前は何と戦ってるんだってば」

　ツッコミが追いつかないんだが……と姫騎士さまに呆あきれきっていると、くす、とスィーンが笑った。

「ほら見ろベル。僕らのやり取りが滑こつ稽けいだと、スィーンが引いている」

「い、いえ、そうじゃないんです……あの、お二人は仲がいいんですね」

「まあ……悪くはないかな」

　隣でベルが「すごくいい、の間ま違ちがいだぞ」などと文句を言ってくるが、無視だ無視。

「……羨うらやましいです。私、そういう仲のいい友達がいないので」

　スィーンが寂さみしそうな笑え顔がおで言った。

　ちょっと気まずい……この世界にもいじめのような悪あしき風習があるのだろうか……

　そんなことに悲しみを覚えていると、ふと彼女が今日ここに来た理由につながるのではという考えに至った。もしかして、彼女は友達を作りたいとか……？

「あの、スィーン。君が相談したいことって、まさか」

「そうです、私、泳げるようになりたいんです……！」

「そうかやっぱり、泳げ──え？　……泳げないの？」

「は、はい」

「ウンディーネ族、なんだよね？」

「そうなんです……けど…………う……」

　スィーンが涙なみだ目めになった。まずい、地じ雷らいだったっぽい……！

「ほう。ウンディーネ族なのに泳げぬとは珍めずらしいな」

　僕がおろおろしている矢先、ベルがその地雷を気づくことなく踏ふみ抜ぬいた。

　途と端たん、スィーンの目から、ボロボロと涙がこぼれる。

「うえ!?　ど、どうしたのだスィーンどの!?　どこか痛いのか？　頭か？　腹か？」

「僕は頭が痛いよ……」

「ユーイチまで痛いのか!?　はっ、まさか流行はやり病やまい──」

「落ち着けそうじゃない……スィーン、すまない。うちの姫さまが余計なことを」

　スィーンが敢あえてどこか痛いとすれば、間違いなく心だろう。『ウンディーネ族〝なのに〟泳げない』とか、気にしている者にはかなり心を抉えぐる言葉だ。

「え？　え？　なんだ？　わたしは何かしてしまったのかユーイチ？　スィーンどの？」

「こいつにも悪気はないんだ。あとで叱しかっておくから」

「い、いえ、いいんです。事実ですから……昔から、一族のみんなに言われてました。変だって」

　スィーンが手の甲こうで涙を拭ぬぐいながら、胸の内を語る。

「どうして泳げないんだ、お前はウンディーネだぞって……でも、泳げないんです。泳ぎ方が分からなくて……物心ついた頃から、ずっと悩なやんでたんです。それで最近このトショカンのことを一族の仲間が話しているのを聞いて……居ても立ってもいられなくて……」

　きゅっと唇くちびるを一文字に引き結ぶスィーン。

　彼女は決意したように僕を見つめた。

「……お願いです。私が泳げるようになるために、どうか力を貸してください……！」

「ああ、もち」「もちろんだとも！」

　僕の返事に見事に被かぶせてきたベルが、カウンターから身を乗り出してスィーンの肩をガッと摑つかんだ。

「何かやらかしてしまった手前、全力で力になるぞ！」

「あ、ありがとうございます……」

「ベル、ちょっとどきなさい」

　ベルを押しのけて、僕はスィーンの前で、フェリオの時と同じように日本十進分類法の本を開く。

　今回は『水泳』などをキーワードにして調べるといいのだろうか──

　──お、あった。水泳関連本の請せい求きゆう記号は『７８５．２』か。

　スィーンに待っていてもらい、僕は先ほどと同じように本を取って戻って来た。

　本を初めて見たスィーンが、目をぱちくりさせる。

「これが、ホンですか？」

「そう。泳ぎ方について書いてある本だよ。ウンディーネ族に使える内容かは分からないけど、もしかしたら何かのヒント──解決の足がかりが見つかるかも」

「ほ、本当ですか……！」

「とりあえず、僕が読んで内容を伝えるよ。ええと、まず──」

　スィーンの悩みに合わせて、本の中に書いてある知識を伝える……

　……と、その前に、何ができて何ができないのかを訊きいておかないと。

「ところで、スィーンは水に潜もぐることはできるの？」

「で、できません……顔を出したまま身体からだを浸ひたすことはできるんですけど……」

「なるほど、そこからか。それって、水が怖こわいとか？」

「怖い……ですね……」

　スィーンの表情が曇くもる。

「あのさ、嫌いやなら答えなくて構わないんだけど……怖いのは、特に理由なく？　それとも……何かあった？」

「……ありました……多分」

「多分？」

「とても小さかった頃ころのことで、私自身はあまりよく覚えていないんです……ただ、両親から聞いた話によると、私、ホショクコンブに捕つかまったみたいで……」

「ホショクコンブ？」

「知っているぞ。捕ほ食しよくする昆こん布ぶだ」

　首を傾かしげていると、ベルがそう言った。

「だから何だ、それは？」

「動くものを捕まえて、水中に引きずり込んで養分にする水草の一種です」

「そ、そんな危険生物がいるのか、この世界には……」

　スィーンの適切な説明のおかげで理解した──が、知らなかった。完全にこの世界は安全地帯だとばかり思っていたのだが。そういえばエテルさんも、エルフの隠かくれ里から人間族の集落に来るには危険な生物の住み処かを迂う回かいしないといけないと言っていたような……

「って、それに捕まったって!?」

「そうなんです……ホショクコンブは見つけ次し第だい駆く除じよされているんですが、岩いわ陰かげで発見されずに成長した株があって、どうも運悪く私がそれに……」

　ぶるり、と自分の身体を抱だきしめるようにしてスィーンが身み震ぶるいする。

　スィーン自身が何があったか覚えていなくても、身体の方が恐きよう怖ふの感情を覚えているのかもしれない。かわいそうに……

「結局それは大だい丈じよう夫ぶだったのか……？」

「はい。ウンディーネは耳の裏のエラで水中でも少しは呼吸ができますし、養分にされる前に父とその友人が助けてくれたので」

「そっか、よかった……でも、それじゃあ泳げなくなっても仕方ないと思うよ」

「そ、そうでしょうか……」

「でも、泳げるようになりたい、と？」

「……はい。それでも、私は泳げるようになりたいです」

　スィーンが決意のこもった目で言った。

　彼女はもう固く決めているのだ。なら、僕は背を押すまでである。

「……よし、じゃあ頑がん張ばろう！　できる限り手伝うからさ」

　ベルが「わたしも手伝うぞ！」と手を挙げる。

「は、はい！　よろしくお願いします」

「それじゃあ、ホンに書いてあることを伝えるよ」

　スィーンは潜ることからできないということなので、まず、水泳の初歩的な項こう目もくを読み上げてみることにした。水への慣れ方、潜り方、浮うき方、呼吸の仕方など……載っていた写真を見せつつ解説する。

「──みたいな感じなんだけど……伝わってるかな？」

　途と中ちゆうで不安になり、僕はスィーンに尋たずねた。

　正直、運動とは縁えん遠どおい生活を日本にいた時から送ってきた僕だ。果たして解説が合っているのかが分からなかった。それに、ウンディーネに人間用のやり方が通じるのかというのも疑問だった。

　尋ねると、スィーンもやっぱり微び妙みようそうな顔をしている。

「うーん、だめだなこれじゃ。身体を動かすことだし、やっぱり理論だけだと、どんな感じかは分かんないよな……」

　……と、先のページを見ようとして、その章の終わりのページが僕の目に入った。

『知っていると得する水泳コラム』という題の下。そこに、でかでかと『恐怖心をなくそう』と書いてあったのだ。その先には、

「『水が怖くなくなることが、第一歩』か……」

　そうか。方法云うん々ぬんの前に、スィーンは水が怖いから泳げないのかもしれない……

　彼女も、フェリオと同じく最初で躓つまずいているようだった。つまり、ここをクリアしないと先に進めないのかも。

「どうしたものかな……」

「ユーイチよ。実際にやりながら教えればいいのではないか？」

　本の中を僕の肩かた越ごしに覗のぞき込みながら、ベルがそんな提案をしてきた。

「やりながらって……誰だれが？」

「ユーイチが」

「僕、泳ぐの得意じゃないぞ……っていうか、運動全ぜん般ぱん得意じゃない」

「わたしも付き合うぞ？　運動は、基本的に得意だ」

　ベルが軽く言った。確かにこいつは運動が得意そうである。

「それはいいが……でも、人間族がウンディーネ族に泳ぎを教えられるか？」

「同じ二足歩行族だ、問題ないだろう？」

　……もの凄すごく大おお雑ざつ把ぱな括くくり方をする。

　だが、そもそもいま紹しよう介かいしていた本の内容だって人間向けだ。その内容が使えるものかどうかも、確かに実じつ践せんしてみなければ分からないか。

「それに、『できる限り』と、ユーイチは言ったではないか。水への恐怖心が邪じや魔まをしているのなら、恐怖心がなくなるように慣らしていけばよいのだ」

　時々いいことを言うベルが、時々のいいことを言った。思わず「それもそうだな」と、僕も納なつ得とくしてしまう。

「あの、教えていただけるんでしょうか……？」

　スィーンが期待のこもった目で見つめてきた。

　……そうだな。こんな可愛かわいらしい子の期待に応こたえないなんて、ちょっと格好がつかない。「お兄さんが教えてあげよう」などと言うとあまりよろしくない印象を持たれそうだが、お兄さんがきちんと教えてあげたい。

「まあ、僕は構わないけど、僕らでいいの？」

「あ、ありがとうございます……ぜひお願いします！」

　カウンターに額を擦こすり付けるようにして、スィーンは深々と頭を下げた。

　ここまで縋すがるような感じでお願いされたら、迷うことは特にない。

「なら、そうだな。次の休館日とか……四日後だけど、どうだろう？　いい場所あるかな？」

「その日で構いませんし、場所ならウンディーネ族の集落に心当たりがあります。よろしくお願いします」

　スィーンの言葉に、ベルが「頑張ろうではないか」とやる気を見せる。

　うん、運動関係はベルがいれば心強いぞ。

「ねえ。僕も見に行っていい？」

　その時、スィーンの隣となりでフェリオがそう言った。話を聞いていたらしい。

「何か歌の題材が見つかるかもしれない」

「ああ、なるほど。僕はいいけど」

「当然わたしも問題ない」

「わ、私も構いません」

「ありがとう。じゃ、よろしくお願いします」

　それから、フェリオは何やら自分の翼つばさをごそごそ手で探さぐり──それはそれは見事な色合いの羽根を一枚引き抜ぬいて、スィーンに差し出した。

「これ、あげる」

「え、わ、私にくれるんですか？　いいんですか？」

「うん。髪かみ飾かざりとかに加工すると、あなたの髪なら似合うと思う。だから、泳げるように頑張ってよ」

「は、はい……ありがとうございます」

　スィーンが羽根を手に微笑ほほえんだ。

「なあ、ユーイチ……フェリオどのは、スィーンどののことが好きなのだろうか」

「奇き遇ぐうだな。同じことを考えていたが黙だまっておこうと思う」

「……二人とも、聞こえてるよ」

　ベルとひそひそ小声で話していたところ、フェリオに指し摘てきされてしまった。

「さっき話しただろ、『あげるのは好きな人〝とか〟』って。羽根をあげるのは、別に好きな人だけじゃないから」

「じゃあ、何なのだ？」

「そのお姉さんに頑張ってもらいたいって、心から思っただけ」

　そう素っ気なく言うフェリオに、スィーンは手元の羽根を見つめて、

「あの、頑張ります。ありがとう。大事にします」

　羽根に決意を託たくすように胸に押し当てて、そう言った。

　そんなこんなで僕ら四人は、次の休館日にウンディーネ族の集落で水泳教室を行うことにしたのだった。







　さて、四日が過ぎて休館日。

　人間族の集落の中央広場ゲートを通り、やって来ましたウンディーネ族の集落。

　初めて使うゲートを抜けたその先に広がっていたのは、

「おお、海！」

　この世界に来てから初めて見る海でした。

　気持ちのいい、どこか初夏を感じさせる風には、ほのかな潮の香かおりが混じっている。空にはカモメのような白い鳥が、クエークエーと鳴きながら飛んでいた。その下を見れば、波打ち際ぎわにはウンディーネ族の家々が。

「さすが水辺の民たみ。こんなに海に近いところに住んでいるのか……島も近いんだな」

　右にも島、左にも島、遠くにも島々が見える。

　島々を見み渡わたす僕に、「いま私たちがいるここも島ですよ」とスィーンが説明してくれた。

　今日のスィーンは髪にフェリオの羽根を加工した髪飾りをつけている。青みがかった彼女の髪に、フェリオの白にオレンジ交じりの羽根は確かによく似合っていた。

「ウンディーネ族の集落は、この海域の大小の島々で構成されています。ここが本島。それぞれの島を行き来する舟ふねもあるのですが、住人はほとんど泳いで移動しちゃいますね」

「泳いでって……あの距きよ離りを？」

　島々の間を改めて見る。

　互たがいの島は近いとはいえ、その間の距離は、優に二、三キロはありそうなのだが……

　人間からすると、その距離を泳ぐってかなり大変だと思うんだけど。それを舟を使うより泳いで渡っちゃうって……

　そんな風に話に啞あ然ぜんとしていると、ベルが海に向かって建てられた像に近づいていった。それから「こっちへ来い」と手招きするので、僕もそちらに行った。

「ユーイチよ。このウンディーネ像だが、泳いでこの世界を一周しちゃったウンディーネ族らしいぞ」

「え、それマジ？」

「ああ、ここに古代語で書いてある。ちょっと世界の端はしっこを見てみたくなったので泳いでいって、気づいたら一周してしまったんだそうだ」

　ベルが「すごいなー」などと言って像を見ている。

　いやいや、そんなちょっとひと泳ぎしてくるわーみたいなノリで世界一周って、マゼランもびっくりだろうよ……この世界、そんなに小さい世界じゃないだろうに……

「ん？　こっちの像は？」

　何やら日本映画の有名な某ぼう巨きよ大だい怪かい獣じゆうのような像が、世界一周ウンディーネ像の隣に建っていた。

「ああ、それは海から陸に上がったと言われる海神の像ですよ。太古、この地で破は壊かいの限りを尽つくしたとかで、怒いかりを鎮しずめるために造られたとか」

　エピソードまで映画のようだった。言い伝えが本当なら恐おそろしい存在がいたものだ……

「で、どこでやるの？」

　僕がこの世界の意外な危険性に怯おびえていると、フェリオが周囲を見ながら言った。

　その問いに、スィーンが海と反対側を指差す。

「あちらに川が流れてるんですが、海と交わる辺りに川から水が流れ込んでできた浅い湖があるんです。そこがよいかと」

「よし、ではさっそく参ろう！」

　ベルが、意い気き揚よう々ようとスィーンの腕うでを引いて歩きだした。

　その後ろを、僕は翼を使って飛びながら移動するフェリオと共についていく。

「フェリオも、ここに来るのは初めてなのか？」

「うん、初めてだよ」

「海を見たことは？」

「あのでっかい水たまりだよね？　それも初めて。でも、なんで？」

「いや……何だか反応が大人だなーと」

　海を見て年とし甲が斐いもなくはしゃいでいた自分とベルを思い出して、思わず苦笑いする。

　それと比べて、フェリオは周囲にあまり興味がなさそうだった。初めての場所の割に感動が薄うすい気がする。

「すごいなーとは思ってるけど……あ、反応が大人って、反応が薄いってことか」

「あー……気分を害したなら悪かった」

「ううん、いいんだ。事実だし」

　フェリオが肩かたを竦すくめてみせた。

「よく言われるよ、反応悪いって」

「そうなのか？」

「うん。ハルピュイア族には気分の上下が激しい人が多いんだけど、そういう中だと、ぼくの反応の悪さって目立つんだよね」

「あー……確かにハルピュイア族って、人生絶賛謳おう歌か中みたいな人が多いもんな」

　毎日がお祭り状態のリア充じゆうみたいなイメージを、僕は彼らに抱いだいている。そういうイメージと照らし合わせると、確かにフェリオは彼らから外れて見えた。

「僕はフェリオくらいの反応の方がいいけどな」

「そう？　ありがとう」

　唐とう突とつに会話相手に歌を歌い始めたりされても困るし。

「……でも、こんな感じだから歌も作れないのかなって思うんだ」

　フェリオが、右手に広がる海をぼんやりと見つめながらため息をついた。

「反応が悪いってことは、ぼくは人より物事への感度が悪いのかもって」

　ずいぶんと難しいことを考えるものだ。

　僕がフェリオくらいの頃ころには、考えたこともなかった気がする。いや、悩なやみがなかったわけではないが、フェリオのそれと比べて「何か自分が悪いのかも」くらい簡略化された悩みだった。

　ふと、僕はフェリオに聞いてみたかったことを思い出した。

「そういえば、吟ぎん遊ゆう詩人になりたいって言ってたけどさ。どうしてなりたいんだ？」

「え？　何で？　似合わない？」

「いや、そうじゃなくて。なりたいってことは、何か憧あこがれるようなところがあったんだろうなと。それが気になったんだ」

　僕の言葉に、フェリオが考えるように空を見上げる。

「……ぼくがそう思うきっかけを作った吟遊詩人がいるんだけど。その人の歌を聴きいてすごいって思ったんだ」

「すごい？」

「その人の歌を聴いた時、想おもいが伝わってきたんだよ。彼がこの歌をどんな気持ちで歌っているか……それで僕も、こんな風に歌いたいなって」

「へえ……そういうきっかけがあったんだな」

「でも、歌えなくて毎日凹へこんでたとこ」

　軽く言いつつ、フェリオは自じ嘲ちよう気味に苦笑した。

　十代の前半、多感な時期。きっと彼の悩みも、どんどん大きくなってきたのだろう。

　僕にも覚えがあった……が、僕の場合はフェリオとは違ちがって、やりたいことが見つからなかったのが悩みだった。

　だから、目的がはっきりしている彼のことを、少し羨うらやましく思ったりもする。

「でも、ぼくの知らない、これまで見たことのない、経験したことのないものの中に、ぼくの感度でも歌を作れるような、大きな衝しよう撃げきを与あたえてくれる何かがあるかもって思って……ほら、この前さ、館長さんが『日常生活での全てにテーマとしての可能性がある』って話してくれたじゃない？」

「うん？　ああ、本に書いてあったことだな」

「そう、それ……ってことはさ。日常以外には、もっとあるかもって」

「ああ、なるほど。だから今日一いつ緒しよに来たのか」

　僕の納なつ得とくに「正解」とフェリオが頷うなずく。

　確かに知らない人に知らない土地と、知らないことだらけだ。インスピレーションの一つや二つは受けてもおかしくはない。

「あとさ、あの人」

「あの人？」

「スィーンさん……泳げないウンディーネって、なんかぼくに似てるなって思って」

　言われてみれば、確かに二人の境きよう遇ぐうには似たところがあった。特に『周囲のみんなが当たり前にできることができない』というところなんかが、それだ。

「だから、泳げるようになるかどうか気になって。あの人が泳げるようになったら、ぼくも歌えるようになるかもしれないなーなんて」

　その時、道の先から「おーい、遅おそいぞー」と、ベルが手を振ふり僕らを呼んだ。

　話をしていたらだいぶ引き離はなされてしまったようだ。

　……まあ、ベルが勢い任せにスィーンを引きずって走っていったんだけども。完全に海水浴場か何かに遊びに来てはしゃぐ子供状態だった。

「ぼく、先に行ってるよ」

「あっ、ずるい！」

　フェリオがバサッと翼つばさを打ち鳴らして、ベルたちの方へひとっ飛び。

　僕は彼らに追いつくべく、駆かけ足になった。この世界に来てからだいぶ解消されたものの、運動神経のなさは足の遅さが明確に物語っている。

　水泳教室は、やはりベルの運動神経に頼たよるしかないかもなあ……







　湖に着くと、僕らはいそいそと服を脱ぬぎ始めた。

　ウンディーネ族が泳ぐ際に身につける水着をスィーンが昨日のうちに持ってきてくれていたので、僕らはそれを着込んで来ていたのだ。

　そんなわけで、服を脱ぎ終えれば、もう水着姿である。

　この水着、形状は日本にあったものに似ているのだが、泳ぎ終わるとすぐに乾かん燥そうする優すぐれものらしく、そのまま服を着られるのだとか。さすが泳いで島々を渡る文化を持つ種族が作るものは違うと感心する。

　さて。僕には、水着以外にも、もう一つ泳ぐために必要な物がある。

「ええと、眼鏡めがね眼鏡、と」

　今かけているのは何なのかと言われそうだが、これとはまた別のものだ。

　鞄かばんの中を漁あさり、僕は〝それ〟を取り出す。そして今までかけていた眼鏡と換かえた。

「……うん、これでよしだな。見える見える」

　僕がつけたのは、水中眼鏡──いわゆるゴーグルのようなものだった。

　これは、四日前スィーンと今日の約束を交かわしたあとにドンドールさんがやって来たのだが、その際に今日のことを話したところ「いいものがあるぜ」と言って彼が翌日持ってきてくれたものである。

　レンズの度も僕の目に合うように調整してくれたらしく、普ふ段だんの眼鏡と遜そん色しよくなく周囲を見ることができる。これなら視界の悪さから足を滑すべらせたりすることもないだろう。

　そんな風に装備を変へん更こうした僕は、湖の縁ふちでかれこれ数年ぶりの準備運動を行う……と、

「ユーイチー準備してきたぞー」

　ベルとスィーンが、木こ陰かげから水着姿でやって来た。

「お、おう……」

　声が裏返りそうになったのを、どうにか堪こらえる。
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　ここまで肌はだを露ろ出しゆつさせているベルを見るのは初めてだったのだが、そうだ、こいつ、すごくマーベラスな胸なんだった。だけじゃなく、さすがに剣けんを振り回していた姫ひめ騎き士しさまなだけあって、締しまるところは締まったマーベラスな体型をしていた。

　スィーンの方も、控ひかえめな性格なのに、体つきは全く控えめじゃなかった。胸の大きさなんてベルよりもマーベラスではなかろうか。ウンディーネ、マーベラス。

「ど、どうだユーイチ、似合っているか？　人前でこういった格好をするのは初めてなのだが……」

　ベルが少し恥はじらいながら言う。僕は答えた。

「マーベラス」

　ベルがきょとんとしている。

　……するよね。うん。するわ、ごめん。

　語ご彙い力が貧困どころか、語彙がマーベラス一色になっていた。水着姿の女性を至近距きよ離りで見たことがなかった僕は、つまるところ混乱していたのである。落ち着けよ童どう貞てい。

「す、すまんすまん、似合ってるぞ」

「そうか、よかった。スィーンどのは落ち着いているのだな」

「え、ええ。ウンディーネ族にとっては珍めずらしい格好でもないので……老ろう若にやく男なん女によ問わず、この格好で歩いている人ばかりですし」

　ハワイかモナコか。リゾート地のような集落である。

「なるほど、普ふ段だん着ぎなのだな。なら、恥ずかしくはないな」

　それまでもじもじしていたベルが開き直った。

　なるほど、認にん識しきが変わるだけで恥ずかしくなくなるもんなんですね……切り替かえが早いのは、さすがというか何というか、さっきの恥じらい完全に消失してんぞ。

「じゃあ、さっそく始めようか」

　僕とベルとスィーンの三人は、湖の浅いところへ向かうことにした。

「ぼくはあっちで見てるよ」

　そう言ったフェリオは翼を広げて飛んでいった。

　少し離れたところに、湖に迫せり出すように伸のびた木があった。どうやらあの木の枝に座って見ていることにしたようだ。

　木に向かったフェリオを脇わき目めに、浅あさ瀬せを見つけた僕らはその中へ。

「おおっ、気持ちいいな！」

　片足ずつ水の中に入れながらベルが声を弾はずませた。

　僕も、水に触ふれて、自然と鼓こ動どうが早くなる。

　僕とて人間族の集落にあるウンディーネ御ご用よう達たしの泉で水浴びをすることは珍しくない。だが、そちらはここよりもっと小さく、広めの公衆浴場といった感じで、きちんと整備されている場所だった。

　対してこちらは自然そのもの。

　足の裏が触れた水みな底そこのざらざらした砂さ礫れきに、僕は心臓の鼓動が早まるのを感じた。

「よし、じゃあ始めよう」

　スィーンも水に入ったので、さっそく本題に移ることにした。

　僕は、今日までに読み込んでおいた水泳関連本の内容を思い出す。

「じゃあ、まず水に慣れるために歩くところから。スィーンにはいらないかなとも思ったんだけど……どうやら必要そうだ」

　気づけばベルにしがみついていたスィーンが、こくこく、と頷いた。

「では、やろうかスィーンどの」

「は、はい。よろしくお願いします」

　ベルに手を引かれてスィーンが水中を歩く。

　しばらくそんな水着姿の美女二人を微笑ほほえましく見ていた……のだが。

　……おかしい。

　これ、水着イベントってやつのはずなのに、僕が完全に蚊帳かやの外だ。

　と、ベルとスィーンが僕の元へやって来た。ぼっちを仲間に入れてくれるのだろうか。

「ユーイチ、スィーンどのは次に進んでも問題なさそうだ」

　スィーンを見れば、うん、うん、と頷いている。

　ちょっといっぱいいっぱいに見えなくもないが……

「大だい丈じよう夫ぶそうなら次に進もう。次は、潜もぐれるようになろう」

「も、潜る、ですか……」

「そう、頭のてっぺんまで水の中に沈しずめる。無理そうなら、まず顔を水につけて慣らしていって、最終的にはこんな感じで……」

　手本というほどのものではないが、僕自身がまずやってみせた。

　息を大きく吸って、身体からだを水の中に沈める。

　ドンドールさんのくれた水中眼鏡のおかげで、水の中の世界ははっきりと見えた。

（きれいな湖だ……）

　湖の水は濁にごりがなく、透とう明めいで清らかだった。きらきらした太陽の光と水草が、ゆらゆら水底で揺ゆれている。ゴミなんて一つもない。

　すぃーっと魚が目の前を過よぎっていく。魚は、見たことがないくらい長く鮮あざやかなヒレをしていた。自分の吐はき出した空気の泡あわが、ポコポコと音を立て、光を反射して水面に上っていく。

　それはそれは、美しい世界だった。

「──ぷはあっ！　……と、こんな感じで。さ、スィーンもやってみて。無理せず、ゆっくりでいいから」

「は、はい……」と頷うなずくスィーン。

　……だが、彼女は動かない。硬かたい表情で水面を見つめたまま直立不動である。

　五秒……十秒…………二十秒…………三十秒……

「……えっと、スィーン？」

「ご、ごご、ごめんなさい……！　や、やっぱり怖こわくて──」

　スィーンが縮こまって頭を下げた。

　やっぱり、顔を水につけるところからだめか。

「本当、無理はしなくていいよ。スィーンのペースでいいから」

「は、はい……私のペースで……」

　難しい顔で再び水面を見つめる──否いな、睨にらむスィーン。




　～しばらくお待ち下さい～




　十数分後。

「う、ううう……」

　スィーンが唸うなっている。

　僕の指の皮ひ膚ふがふやけ始めた頃ころになっても、彼女はまだ水面と戦っていた。

「ええと、スィーン。別に今日一日でできなくたっていいんだし、できてたらこれまで苦労してないしさ。無理はしなくていいんだよ」

「い、いえ、そういうわけには……！」

「わたしたちならまた付き合うぞ？　なあ、ユーイチ？」

　ベルの言葉に「ああ」と頷く。

　日頃、室内にこもっているので、こんな風に太陽の下で湖に入っているとバカンス気分になる。気晴らしにはちょうどいい。

「そ、そんなのは申し訳ないので！　私、頑がん張ばってみますから……あの、お二人はお好きなことをしていていただいても……」

「そう言われてもなあ……」

「ユーイチ、やりたいことがないのなら、わたしと遊ぼう！　水かけっこしよう！」

　ベルが、ばっしゃんばっしゃん水面を波立たせながら言った。

　それを無視して、僕は水面を睨んでいるスィーンを見て唸る。

「……うーん。どうしたものかな」

　ベルから水をかけられビシャビシャになりながら、僕は何かできないかと考え──

「──ベル、水かけやめい」

「ふむ？　何だ、耳にでも入ってしまったか？」

「いや、違ちがう。ちょっと本を見てくる」

「なんだ、トショカンから持ってきていたのか」

「一応な。だから、水は絶対にかけるなよ？」

　ベルに言い置いて、僕は陸に上がった。

　浮ふ力りよくに慣れ、重たく感じる身体で木こ陰かげの鞄かばんの元へ。手が乾かわいているのを確かめて、僕は鞄の中から本を取り出した。

　この本は最後まで目を通してきたが、何か今だから分かるヒントがあるかもしれない。

　そう思ってページをめくると、

「『水と仲良くなって水泳が楽しくなる』……」

　そんな章のタイトルが目に飛び込んできた。

　そして、『遊びには、水泳の基き礎そがかくれている』と書いてあった。

　僕らは技術的なところばかりなぞって行動していたが、水と仲良くなる──つまり、水の楽しさを知ることがまず大事だと本には示されていた。そうすることで、自然に恐きよう怖ふ心もなくなっていく、というのだ。

「自分が楽しんでたせいで、すっかり失念してたけど……これだな」

　僕がペルム公用語を学ぶ際にベルも言っていたが、いやいややるより楽しんでやる方がいいに決まっている。そんなのは、ブラックな仕事環かん境きようでいやいややっている部分もある自分には常識だった。

　僕はヒントをくれた本に感謝しつつ、それを鞄にしまって二人の元へと戻もどった。

「ユーイチ、どうだった？　ホンには何か使えそうな知ち恵えが書いてあったか？」

「ああ。スィーン、ベル、遊ぼう」

　えっ、と声を上げたのはスィーンだった。

「で、でも、潜れるようにならないと……」

「遊べば、それもできるようになるかもしれないよ」

　不思議そうな顔をするスィーンに、僕は本に書いてあったことを説明した。

「な、なるほど……じゃあ遊びます！」

「よーし！　スィーンどの、ではユーイチに水をかけるぞ！」

「え、えっと……えいっ」

「そんな遠えん慮りよしていてはかかるものもかからんぞ？　見本を見せてやる、こうだっ」

　ベルが喜々として僕に水をぶっかけてきた。

　もちろん頭から水みず浸びたしである。

「はは……これはもう戦争──だなっ！」

「わひゃあっ!?」

　水をかけ返すと、ベルが悲鳴を上げた。

　だが、やられっぱなしでいてくれる姫騎士さまでないことは重々承知の上だ。さらにやり返された。僕もさらにさらにやり返す。

　ポカーンと傍かたわらで僕らを見ていたスィーンだったが……やがて濡ぬれネズミになった僕らを見て、くすくすと笑い出した。

「スィーンどの、笑っている場合ではないぞっ！」

「ひゃっ……!?」

　顔面に水をかけられて、スィーンがびしょ濡れで立ち尽つくす。

　呆ぼう然ぜんとする彼女にベルも心配になったようで、恐おそる恐る近づいていく。

「あ、あの、スィーンどの。大丈──ぶっ!?」

「お返しですよっ」

　ベルに水をかけ返して、スィーンが口の端はしを上げた。

　そこからは、三みつ巴どもえの水かけ合戦でした。

　誰だれが誰に水をかけているのかはもはや分からない。が、とりあえず僕が一番びしょ濡れにされていることは確実だ。おかしい。

　さて、これが意外と体力を使う遊びだった。

「おーい、二人とも！　タイム！　休きゆう憩けいにしよう！」

　早々に体力切れを起こした僕は、女性陣じんに休戦を申し出た。

「？　なぜだユーイチ。これからではないか」

　さすが体力バカのベルだ。まだまだ平気そうな顔をしている。

「僕はお前さんとは違ってスタミナ低めなの。ちょっと休むよ」

「むー……では、わたしはスィーンどのと遊ぼうぞ」

　言って、ベルはザブンと水に潜った。

　そして潜せん水すいして泳いだかと思うと、

「ひゃあっ！　べ、べべべベルさんどどどどこを触さわって……!?」

「ふむ、やはり思ったとおり、引き締しまったよい腰こしつきをしているな」

　水面に顔を出したベルが、真顔でそんなことを言った。そしてまた潜る。

　間もなくスィーンが飛び上がる。

「べっ、ベルさん!?」

「ふふふ、悔くやしかったらやり返してみるがよい」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで手をわきわきさせているベルに、スィーンが「ぐぬぬ……」と言いそうな顔をしている。

　反はん撃げきできない相手を煽あおるとは、まったく、騎き士しの風上にも置けない姫ひめ騎士さまである。ベルを情けなく思いつつ、僕は二人に背を向けて陸に上がろうとした。だが、

「えっ、スィーンど──わきゃあっ！」

「うわっ!?　なんだなんだ!?」

　何やら悲鳴を上げたベルが、陸に上がろうとしていた僕の背に抱だきついてきた。

　慌あわててベルを引っぺがす。こいつは胸当てなしの状態で自分の肉体を密着させることの破は壊かい力を理解していないらしい。殺す気か。

「ど、どうしたんだよ……？」

「すまぬ。いま、スィーンどのに足を取られそうになったのだ」

「足？　そんなの水に潜らないと無理だし、スィーンにはできないだろ？」

「いや。そのスィーンどのが、ほら」

　ベルが振ふり返った先を見ると、そこにスィーンの姿はなく。

　次の瞬間彼女は水面から顔を出した。

「スィーン!?　……潜れるようになったのか？」

「も、潜れちゃいました！」

　本人も驚おどろいているらしい。興奮したように目を大きく見開いている。

「気づいたら潜っちゃってて……こんなに簡単に潜れるなんて思いませんでした。すみません、気持ちの問題だったみたいで……」

「そうだったみたいだな。けど、潜れたならよかったよ」

　ベルが「わたしのおかげだな！」と胸を張って言った。

　本当に狙ねらってやったのなら賞賛するところだが、多分違うだろうな。

「ってことは水、もう大だい丈じよう夫ぶそうかな？」

「まだ怖いですけど……水中でも、大丈夫そうです。それに何だか泳げそうな気が……ちょっとやってみます」

　言って、スィーンは再び水中に潜もぐった。

　やってみると彼女は言ったが、息いき継つぎなしの潜水で泳いでいる。

　しかも、水中に見える彼女の泳ぎは、それはそれは達者なものだった。

「……泳げてるな。しかも上手うまいし、速い」

「あれがウンディーネ族の本来の姿だ。何のしがらみもなければ、彼女たちは初めてでもこれくらい泳げるものなのだよ」

　泳ぐスィーンの影かげに、ベルが満足そうに目を細めた。

「……ってことは、よっぽど怖かったってことだな。あの、何だっけ、昆こん布ぶ」

「ホショクコンブだな。それはそれは恐ろしいものだと聞く」

　ベルが腕うでをうねうねと動かして見せた。

「こんな感じで、水中のものも水上のものも、動くものを何でも捕とらえてしまうのだ。大人ですら水中深くに引きずり込まれる力だそうだ。子供であればパニックになるだろう」

「っていうか、トラウマになるだろうな……そいつ、どういうところにいるんだ？」

「わたしも詳くわしくはないのだが……確か、海と川の水が混じり合う辺りに生えていると聞いたことがあるな。水質的にちょうどいい生育条件らしい」

「あれ？　海と川の水が混じり合うところって……」

　僕は、自分が浸つかっている場所──湖を見み渡わたした。

「……ベルさんや。ここってどうなの？」

「何がだ？」

「だからさ、ホショクコンブさんは生えそうなのかって」

「うん？　ああー……そうだな、確かに条件的には整っていそうだ。だが、生えてはいないのではないかな」

「そ、そうなのか……どうして？」

「ホショクコンブはもっと深い場所を好む。見たところ、そこまでの深さがあるような暗い色の部分は湖にはないからな」

「ああ、なるほど。それならよかっ──」




　ばっしゃあああん！




　その時、ベルの向こうで水柱のように大きな水しぶきが上がった。

　ちょうどフェリオが座っていた木の枝の辺りである。

「え、何──」

「うわああああっ!?」

　叫さけび声を上げたのは、フェリオだ。水面から飛び出した緑色のうねうねがフェリオの足を取り、湖の中へと引きずり込んだのである。

「ほ、ホショクコンブ……！」

　水面から顔を出したスィーンが、うねうねを見て叫んだ。

「あいつが!?　何でだ、ここにはいそうな場所は──」

　そこまで言って、気づく。

　フェリオが座っていた木が水面に作っていた影……あそこが深みになっていたことに。

「マジかよ……くそっ、助けないと！」

「ユーイチ、剣けんを取ってくる。それまで時間を稼かせいでくれ！」

　言って、ベルが岸に向かった。

「じ、時間を稼げって、どうやってだよ……！」

　水面で翼つばさをばたつかせてもがくフェリオを見る。

　抵てい抗こうはしているが、どんどん水中に引きずり込まれていっているようだ。

「……っ、ええい、やってやる！」

　僕が行ったところで助けることはできないだろう。当然だ。僕はウンディーネ族でもなければ水泳のプロでもない、元・引きこもりで体力のないインドア派の一いつ般ぱん人だ。

　だが、ベルに頼たのまれた時間稼ぎならできるかもしれない。

　というか、しないとフェリオがまずいし、こんなところで他ほかの種族の子に何かあったらリーネさまが激げき怒どして僕の命もまずいことになる。

　フェリオを助けに行っても行かなくても死の可能性があるのなら、助ける方を選ぶさ。

「ユーイチさん、危ないですよ……！」

「分かってるよ！　でも、フェリオと未来の僕はもっと危ない！」

　スィーンの心配する声に、僕は自分を奮い立たせるように大声で返した。何を言っているのか自分でもよく分からなくなってきたが、恐らく間ま違ちがったことは言っていない。

「フェリオ！　いま行くからな！」

　行く手を邪じや魔まする重たい水をザブザブと搔かき分けて修しゆ羅ら場ばを目指す。泳いだ方が速いという人もいるだろうが、僕は速くは泳げない。歩いた方が速い。

　だが、ある一角から途と端たんに深くなり、水みな底そこに足が届かなくなった……泳いで行かねば。

「がぼっ……館ちょ……ざんっ……危なっ……！」

　自分が危機真っ只ただ中なかだというのに、僕の身を案じるフェリオ。

　こいつは将来いい男になるだろうな……などと思っているうちに、フェリオの身体からだが全すべて水中に消える。

　……さて、僕もいい男になりますかね。

「すー……、っ」

　息を思い切り吸い込んで、勢いをつけて水中に潜る。

　それから一度膝ひざを曲げて湖の底を蹴けるようにし、フェリオの元へと泳ぎ始めた。

（あそこから生えてたんだな……）

　ドンドールさんの水中眼鏡めがねのおかげで、水中がどうなっているのか、何が起きているのかがはっきり分かる。

　やはりちょうど木の影になっていたところが大きく窪くぼんでいた。太陽の光が届かないのか底は暗くて見えないが、かなりの深さであることは確かなようだ。

　上を見れば、フェリオが水面近くでもがいている。根こん性じようがあるやつだ、僕だったらもう諦あきらめているかもしれない。

　腹を括くくって僕はフェリオの方へ向かった。

　その時、残してきたスィーンが、フェリオからもらった髪かみ飾かざりに触ふれていたことには全く気づかずに。







　さて、普ふ段だんから運動をしていない人間が運動すると、自分に足りないものがよく分かる。

　たとえば、筋力。泳ぎが上手くないのは分かりきったことではあったが、全然前に進まない。水を蹴る足、水を搔く手が鉄アレイでも括りつけているように重いのだ。

　たとえば、肺活量。全然足りない。すぐに苦しくなって、僕はフェリオの元にたどり着く前に水面に顔を出す。もう一度、大きく息を吸って、潜る。

　そして、一番足りないのは……持久力スタミナだ。

　女子との水かけっこなどという心躍おどるイベントですら早々に棄き権けんした僕である。正直、二十五メートル泳いだら寝ねていたいくらいの持久力しかないのだ。成人男性が聞いて呆あきれるだろう。僕自身も呆れている。

　そんな風に知ることができるので、とりあえずやってみることは大事なようです。

　……さて、今はそんなことを悠ゆう長ちように考えている場合ではなかった。

　フェリオの元にたどり着いた僕は、彼に巻きつくホショクコンブを引き剝はがそうとした。だが、昆布はぬるぬるするし、水中では息が吸えないしで、思いのほか力が入らない。

　僕はいつ自分がフェリオと同じように捕つかまるとも知れぬ状じよう況きようへの緊きん迫ぱく感かんと焦あせりから、どんどん身体が重くなってゆくのを感じていた。

　そんな中で、何とかホショクコンブを引き剝がすことに成功、解放されたフェリオが水面に顔を出した──が、数度息をしたかと思った瞬しゆん間かん、すぐにまた足を取られて水中に引っ張り込まれる。

「くっそ、もう一回っ……！」

　僕は再び肺を空気で満たし、水中へ。

　フェリオは吸った空気分の抵抗を見せた……が、徐じよ々じよに動きが鈍にぶくなってゆく。息が限界らしく、意識が朦もう朧ろうとしているようだった。

　まずい、早く空気を吸わせてやらないと……これは僕がマウストゥマウスするしかないのか。ファーストキスが少年というのは悲しいが、これは人命救助。さすがにノーカウントだろう。

　わずかにそんな葛かつ藤とうをしていた時だった。

　僕の傍そばを、素す早ばやい何かが過よぎっていった。

（え……スィーン!?）

　ホショクコンブにトラウマを植え付けられたはずのウンディーネ族の少女、それがフェリオの方へと一直線に向かってゆく。そして、フェリオの意識が薄うすれているのを確かく認にんした彼女は、少年に口移しで酸素を分け与あたえ始めた。

　一瞬呆ぼう然ぜんとしたが、僕は彼女を手伝いに向かう。そして二人がかりで、何とかフェリオをホショクコンブから解放した。

　ぐったりしているフェリオをスィーンに任せる。彼女は力強くフェリオを水面へと運んでいった。

　フェリオを奪だつ取しゆできたことに安心して、僕も二人をのろのろと追いかけ水面を目指す。

　だが、安心してはいけなかったのだ。

「っ!?」

　ぬるん、と身体に触れた感かん触しよくに心臓が跳はね上がった。

　驚おどろいた瞬間、思わずがぼっと口から空気を逃にがしてしまう。

（しまった……っ！）

　ホショクコンブは、今度は僕に狙ねらいを定めたらしい。

　肌はだに触れた昆布が、ぬるぬると身体に絡からみつき、僕を強い力で水中へと引きずり込む。

　いやいや、だから待とうよ！　こういうのは女の子に起きるイベントだろう！　なのにこの水草、さっきからなぜ女の子を狙わんのだ!?　男ばかりで誰だれ得なのか!?

　しかし、そんな非難を声にして叫ぶことなど不可能な状況だった。

　今しがた酸素を逃がしてしまったせいだろう、急速に息苦しくなる。

（スィーンが帰ってきて、僕にも口移しで空気をくれないだろうか……）

　そんなしょうもないことを考え、ああ、これあかんやつだ、と実感する。

（でも、フェリオは無事だし……これで、リーネさまに叱しかられることもない、な……）

　冷たく心地ここちよい水の中で意識が遠くなってゆく──




　──ドスッ、と昆布から何らかの衝しよう撃げきが伝わった。

　その強い衝撃に、閉じかけていた目を開ける。

　見れば、昆布が離はなれていくではないか。

　これは脱だつ出しゆつのチャンス、水面に出なければ……と思うも、筋力に肺活量に持久力と、足りないものだらけの身体が思うように動かない。

　……うーん。参ったなあ。本当に、誰かに口移しででも空気を貰もらわないと──

　などと思っていたら、目の前にベルが現れた。

　ベルは僕の肺の酸素残存量がもはや尽つきかけていることを察したらしい。察してしまったらしい。目をキラキラ……いや、ギラギラさせて、やる気満々の顔を近づけてくる。

　以降、水中で何があったかの説明は省こう。







　ホショクコンブは、ベルが倒たおしたらしい。

　捕まっていた時に感じた衝撃は、ベルが自じ慢まんの剣でそれを斬きった時のものだった。

　水中から帰き還かんした僕とベルは、岸で先に待つスィーンたちの元へ向かう。

「ふふ、ユーイチ……とうとうお前はわたしのものになったのだな……」

「なっとらんぞ。大事なことだから二度言おう。なっとらん」

　満足げに呟つぶやくベル。その言葉を、僕は努めて冷静に否定した。

「あれはノーカウントだ」

「そうはいかぬぞ、責任は取ってもらうからな！」

　まったくとんだ押し売りである。僕にだって選ぶ権利はあるんだぞ。

　さて、岸にたどり着くと、先に上がっていたスィーンが駆かけ寄ってきた。

「ユーイチさん、大だい丈じよう夫ぶでしたか！」

「いえ、大丈夫じゃありませんでした」

　主に僕の精神的な貞てい操そうがね……

　反射的に答えてしまったのだが、スィーンが「え……どこかお怪け我がでも……？」と一気に心配そうな顔になったので、僕は慌あわてて「気にしないで」と伝えた。

「僕よりも、フェリオは？　大丈夫か？」

「ぼくは平気だよ」

　座り込んだフェリオは、びしょ濡ぬれになった翼を乾かわかそうと大きく広げていた。

　怪我や不調はないようで、それを見て僕もホッとした。

「しかし死ぬかと思ったよ。あんなのに襲おそわれたらトラウマにもなるだろうさ」

「そうだよね……なのに、助けてもらっちゃった」

　フェリオがスィーンを見る。

　目が合った二人は、ちょっと照れたような顔で互たがいに視先を逸そらした。

　……うーん。何だか二人の間に甘あま酸ずっぱいラブコメの波動を感じるのだが。

　多分爆ばく発はつする系のやつだろうな、これは……

「それにしてもスィーンどのは、もうばっちり泳げるみたいだな」

　空気が読めないベルが雰ふん囲い気きをぶった斬った。

「そう、ですね……もう、大丈夫みたいです。私、もう泳げます」

　そう言ったスィーンの表情からは、怯おびえの色が消えている。

　代わりにあったのは、自信のようなもの。自分ができないと思っていたことで、人を一人救うことができたのだ。僕だったら自信満々のドヤ顔になっていたことだろう。

　と、スィーンの悩なやみが解決したことに喜んでいた時だった。

「ぼくも、歌が作れそう……」

　フェリオが、虚こ空くうを見つめてぽそりと言った。

「え？　本当に？」

「多分……ううん、作れる。作れるよ」

　喉のどの調子を確認するように、フェリオは「んんっ」と一度咳せき払ばらい。

　そして、水面から顔を出した時のように大きく息を吸い込み、口を開いた。

　フェリオは歌った。

　それは、水の女め神がみに救われたという趣しゆ旨しの歌だった。

　湖の上に響ひびく初めてこの世で歌い上げられた歌は、メロディーもぎこちなさの残る拙つたないものではあったけれど。

　歌詞なんて、正直に言えば聞いている方が赤面してしまうものだったけれど。口づけがうんたらのくだりは悶もん絶ぜつ必至で、お兄さん、冷静に聴きいてはいられなかったけれど。

　でも、熱い想おもいと直球の言葉で紡つむがれたそれは、その瞬間、僕の心を動かした。

　そして、僕以上に心動かされた人がいた。

「スィーンどの、顔が真っ赤だぞ？」

　真っ先に気づいたベルが、いらんことを訊きいた。

　訊かれたスィーンは慌てふためき、両手を顔の前で振ふって隠かくそうとする。

「そ、そんなことはっ、だって私ウンディーネですし！　青白い顔してますし！」

「じゃあ、人間などよりもすごく顔が赤くなっているということだな。大丈夫か？」

　顔を覗のぞき込むベルに、スィーンが「だだだ大丈夫ですよ」と大丈夫じゃなさそうな返事をしていた。

「どうだったかな！」
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　朗々と、自信満々に歌い上げたフェリオが僕らに尋たずねる。

　自分がぶつけた直球で相手が瀕ひん死しになっているとは思うまい。そんな予想をした上でやっていたとしたら、とんだプレイボーイ予備軍である。末すえ恐おそろしすぎだ。

「ああ、よかったよ。スィーンもそう思うだろ？」

「えっあっ──は、はいっ！」

　顔を赤くしたまま、だがスィーンははっきりと答えた。

　それを見たフェリオが嬉うれしそうにはにかむ。

　そんな風に二人の悩みが同時に解決したことで、水泳教室は終しゆう了りようとなりました。

　帰り支じ度たくをして、湖を後に。四人で海を臨のぞむ広場のゲートへと戻もどる。

「みなさん、ありがとうございました。またトショカンに行きますね」

　スィーンに見送られるようにして、フェリオはハルピュイア族のゲートの前に、僕とベルは人間族のゲートの前に立つ。

「他ほかの歌も作れそうなんだ。ぼく、帰ったらさっそく作ってみる。みんな、ありがとう」

　じゃあね、と手を振って、フェリオはゲートの中へと飛び込んだ。

　寂さみしそうな顔で見送るスィーンに「また図書館で会えるんじゃないかな」と言うと、また顔を赤くした。なんと初うい々ういしいのだろう、僕にはなかった青春の香かおりがする……

　そんなこんなで、僕とベルもスィーンに別れを告げ、ゲートに飛び込んだ。

「二人とも、悩みが解決してよかったな」

　広場から図書館へ帰る道すがらに、ベルがそう言った。

「ああ、そうだな」

「フェリオどのは今度は何の歌を作るのだろうな。楽しみだ……と、そういえば、彼はなぜ歌えるようになったのだろうな？」

「ああ、それはだな──」

　僕はベルに説明する。答えはフェリオが教えてくれていたのだ。

　あの後。

　湖からゲートまでの道のりで、来た時と同じように、フェリオと二人で女性陣じんの後ろを歩いた。その時に「どうして歌えるようになったんだ？」と僕は彼に質問した。

　フェリオは「分かったんだ」と答えた。

『ぼくに足りなかったのは、想いだったってこと。何が何でもこれを歌うんだ、誰かに伝えるんだっていう想い。それが足りなかった』

　あの時、フェリオが歌った歌は、スィーンへの感謝の気持ちだったのだろう。恐きよう怖ふに負けずに自分を救ってくれた少女に、どうしても伝えねばと思ったようだ。

　それが、歌えずにいたハルピュイア族の少年の背中を押した。

「ふむ。なるほどな、それで」

「想いの力で何とかなるのなら、僕や図書館に頼たよらなくてもよかったのかもしれないな」

「いや、それは違ちがうぞユーイチ」

　ベルが僕の前に回り込んだ。真ま面じ目めな顔で言う。

「スィーンどのもフェリオどのも、元々才能はあったかもしれぬ。確かに彼らはこたび想いの力で動いた……だが、想いだけではどうにもならぬこともあるし、想いの力を発揮するためにも知識は必要なのだ。つまり、そなたとトショカンは必要だったのだ！」

「お、おう、そうか」

　まさかのベルにあまりにもしっかり諭さとされたもので、驚いて素す直なおに頷うなずいてしまった。

　いや……しかし……そうか。

「無む駄だじゃなかったか」

「そうだと言っているのだ」

「ありがとう。そう認めてもらえると、嬉しいよ」

「感謝の言葉よりも、ほら、あれだ。ほら」

「何だ？」

「湖でのことは数に入れてはもらえぬのだろう？　ならば、ユーイチから接ぷ──あっ、ちょっと待てユーイチ！　置いていくな！」







　それから数日の間は平和だった。

　特に時間がかかる相談事もなく、ベルも弁わきまえてくれたのか例のあのことについては触ふれてこない。安心した。社会的に外そと堀ぼりから埋うめていかれたらどうしようかと思った。

　さて、この間、僕は慣れないペルム公用文字で報告書を書いていた。

　そして昨日、それをようやく書き終えたので、現在早朝、リーネさまの元へ提出に馳はせ参さんじた次し第だいである。

　仕事の合間だし、習いたての文字だしで書けることには限りがあった。だが、先日のフェリオとスィーン二人の相談事について、日本で言うところのＡ４用紙で指定された三十枚もの量を余白で誤ご魔ま化かしたりもせず書いたので、内容としては十分なはずだった。

　もしかしたらリーネさまも褒ほめてくれるかもしれない。褒めてはくれずとも、労ねぎらいの言葉くらいかけてくれるかも……そんな風に若じやつ干かんの期待を抱いだいていた──

　──つい先ほどまでは。

「これだけですか？」

　僕の書いた報告書を見て、リーネさまが開口一番に言ったのはそんな言葉だった。

　冷たい視線に見下ろされて、僕は一いつ瞬しゆん混乱した。

　そんな目で見られるほど手を抜ぬいて書いてはいなかったからだ。

「え、ええ……それだけ、ですけど……でも、指定された枚数ですよ」

「ウンディーネ族の少女を泳げるように、ハルピュイア族の少年が歌えるように手伝った……それは分かります。でも、それしか分かりません。枚数をただ埋めればいいのではないのですよ。がっかりしました」

　リーネさまの言葉に、思わずカチンときた。

「……そうは言っても、そこに書いた以上、他に何を書けと」

　相談者の二人の相談内容、紹しよう介かいした本、結果どうなったか。

　そういったことを分かりやすくまとめたつもりだ。なのに足りないと……

「次からは、過程についても書きなさい。詳しよう細さいに」

「それでも結構、頑がん張ばったんですけど」

「足りません」

　反論してみたが、一いつ蹴しゆうされてしまった……こうなっては頷くほかあるまい。

「次から書きますよ……」

　そんな気の入らない返事をしたのがいけなかったのかもしれない。

「そういえば最近、仕事中にうとうとしているという話を耳にしていますが、どういうことですか」

　リーネさまから、突とつ然ぜんそんな追つい及きゆうを受けた。

　うとうとは……確かに事実ではある。居い眠ねむりまではいっていないはずだが、時々数秒の間、意識がなくなっていたと気づくことはあった。

　だが、それには原因がある。最近の過重労働のせいだ。

「仕事に身が入っていないのではありませんか」

　その過重労働を与あたえている張本人にこんなことを言われては、普ふ段だん温おん厚こうな僕とて反論の一つくらいせねば気が済まないぞ……

「……お言葉ですがリーネさま。ここ最近、本の量産、ペルム公用語の修得のための勉強、さらに報告書の作成で、僕には休む暇ひまがありません。これでうとうとするななんて、無理に決まってますよ」

「無理ということはないでしょう。意識が低いのではありませんか」

　取り付く島もないとはこのことか……全身から力が抜け、言い返す気力ももうない。

　リーネさまからも特に追つい撃げきはなく、そのまま僕は謁えつ見けんの間を後にした。

　扉とびらが背後で重い音を立てて閉まる。そこで腹の底に我が慢まんしていた黒い息を吐はき出した。

「くそっ……何なんだ、あの態度は！」

　何であんなに理り不ふ尽じんなんだよ。わけが分からん。全然分からん。

　寝ね不ぶ足そくで苛いら立だってるのか？　それなら僕だって負けてないぞ？　誰だれかさんのせいでしょっちゅう睡すい眠みん時間削けずられてるからな？　今日もさっそく削られてるしな？　これでうとうとするなと？　死ねと？

「あー………………………………雇やとい主、変えたい」

　あまりの不条理さに、城を出た瞬しゆん間かんそう呟つぶやいてしまった。

　言ったところで変えられないんだけどさ。言わないとやってられないよ、まったく……







　さて、突然だが、言こと霊だまという言葉を知っているだろうか。

　言霊とは、言葉に宿るという霊れい力りよくのことらしい。言葉には物事を現実にする力があって、口にすると現実になるっていうやつ。そういうのを信じ、不ふ吉きつな言葉を避さけて前向きな言葉だけを使うようにしている人もいるんだとか。

　僕はそういうの、正直なところ信じていない。

　だって、言葉にするだけで現実になるなら誰もが宝くじを当てて億万長者になっているだろう？　「宝くじ当たれ」なんて、当選者以上に言ったことがある人はいるはずだ。

　夢は絶対に叶かなうし、きっと誰も不幸にならない。そういう世界になるはずだ。




　けれど、数日後……僕は「そういうものもあるのかもしれない」などと、今しがた呟いた言葉を思い出して考えるようになるのだった。
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　リーネさまに改めて不満を覚えてから、かれこれ二週間が経たった。

　現在、僕はリーネさまに提出するために、昨日ドンドールさんが持ってきてくれた量産用の本についての報告書を書かなければならなかった。

　最近の女王陛下はすっかり紙のとりこであらせられるのか、何につけても報告書、報告書です。結局いろいろ根ね掘ほり葉掘り聞くくせにさ。別にいいけど。腹には据すえかねてるけど。本当にあの高圧女王、泣けばいいのにとか思うけど。

　……疲つかれてるなーと思う。こんな無駄なこと考えるとか、だいぶ精神にキている。

「さ、書きますかね……」

　そんな風に強制的に気持ちを切り替かえ、カウンターで紙を前にペンを執とった時だった。

　にわかに図書館の外が騒さわがしくなった。

「なんだ……？」

　何か起きたのか。人々のざわめく声に、様子を見に行こうと立ち上がった時だ。

　入り口から、女性が入ってきた。

　女め神がみ。

　そんな言葉が頭に浮うかぶほど、世にも美しい女性だった。

　光の加減によって七色に輝かがやく、金とも銀とも言える色の髪かみと目。人の形の最適解ではないかというほどに均整のとれた顔立ちに、すらりとした身体からだつき。

　身にまとう衣服も、ドレスというよりは羽は衣ごろものようで、彼女が動くたびに風を孕はらんで美しくなびく。視線の向け方がどこか浮うき世よ離ばなれしているというか、大物感が半はん端ぱない。

　ふと、彼女の髪の間から突つき出した耳を見て気づく。

　この人……エルフだ。

「そなたがこのトショカンとやらの館長──ユーイチか？」

「え……あ、ああ、はい。そうです」

　思わず見とれていた僕は、慌あわてて返事をした。

　エルフを見るのは、エテルさんに次いで二人目。エテルさんも美人だが、この人は何というか、別格だった。

「あの……どちらさまでしょう？　何か僕に用が？」

　この図書館へとやって来たエルフは、僕が知っている限りエテルさんだけ。もしかして、エテルさんの知り合いなのかも……そう思って尋たずねた時だった。

　今日も閲えつ覧らん席に陣じん取どっていたエテルさんが、カウンターへとダッシュしてきた。

　そして、僕とカウンター越ごしに向き合う美女を見て、

「気高き波動を感じて来てみたら、やはり長おささまではありませんか！」

「……長さま？」

　エテルさんの言葉に、僕は再びカウンターの女性を見る。

　大物感が半端ない、女神のように美しいエルフの女性。

「ええと……まさかとは思うのですが、エルフ族の……族長？」

「そうじゃ」

　流れるような優美な所作で羽衣を払はらい、女神のようなエルフ族の族長は答えた。

「我が名はルミナリア・エルシャ・レ・ドゥール。エルフ族を束ねる者ぞ」

　僕は呆ぼう然ぜんとその言葉を聞いていた。何でそんなお偉えらいさんがここへ……

　ネロリさんもドリアード族の族長だし、そう考えると不思議なことではない。族長クラスの人だと、リーネさまは人間族の族長だし、ウィスプ族の族長にも会ったことがある。

　そんな風に、既すでにメイン八種族のうち三つの種族のトップと会っているので、そこまで驚おどろくことではないのかもしれない。

　だが、エルフ族の族長となると、話はまた変わってくる。

「ええと、エルフ族の族長って、」

「ルミナリアさまでよい」

　……さりげなくさま付けを強要された。ま、まあいい……族長さまだし。

「ルミナリアさまって、エルフ族の集落から出られないんじゃ？」

　エルフ族の族長は、俗ぞく世せの空気を嫌きらっており、清せい浄じようなエルフの隠かくれ里から一歩も外に出たことがない……僕はそんな風にエテルさんから聞いている。

「出られぬと思ったが、出たくなったのじゃ」

　ルミナリアさまが感かん慨がい深げにおっしゃった。

　まさかの気持ちの問題で出てきちゃったパターンだった。

「あの、それ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ああ、問題ない。出てみたら、案外、造作もないことじゃった」

　食わず嫌いだったみたいなことを、しれっとおっしゃった。

「人間族のこともお嫌いだと聞いてますけど……」

「確かに人間族は嫌いじゃが、嫌いの代表がおらんでの。まだ大丈夫──」

「ユーイチ、このホンはどこに置いたら──って、ルミナリアどの!?　なぜここに!?」

　ベルが数冊積み重ねて持ってきた本をドサッと床ゆかに落とした。

　慌てて本を拾いあげようとしているが、手が震ふるえるのか上手くいかない。かなり狼狽うろたえている。ベルがこんなに動揺しているなんて、珍めずらしい。

　そして、平常心を失ったのはベルだけではなかった。

「リクリウッドの姫ひめ騎き士しか……」

　ルミナリアさまの顔が、途と端たんに険しくなった。

　あ、これ、もしかして嫌いの代表とのご対面か……まずくない？

「あ、あの、ルミナリアさまは、どうしてこちらへ？」

　椅い子すを勧すすめながら、僕は努めて笑え顔がおで尋ねた。

　ここで種族間戦争の火種を作られても困るので、ベルをまずカウンターの中に入れた。カウンター越しなら、何かの拍ひよう子しにベルが飛び出そうとしても止められる。

　ルミナリアさまは、これまた優ゆう雅がな所作で椅子に腰こし掛かけた。

　座った姿もまたびっくりするほど絵になるお方だ。傍そばに立つエテルさんと一いつ緒しよに額がく縁ぶちに収めておきたいくらいである。

「エテルニアからの報告書を読んでいての。以前から、ここには興味を持っておったのだ。神がおわす場所だと」

　ルミナリアさまの言葉に困こん惑わくする。

　エテルさんの報告書だし予想できたことではあるが、やはり誤解されているようだ。

「それと最近、報告書を届けに来たハルピュイア族から、とある歌を聞いたのじゃ。流行はやりの歌じゃと」

「流行りの歌？」

「〝人間族の集落に知ち恵えと知識の宝庫あり。そこで得られし宝物が、我が閉とざされし口を開かせた。恐きよう怖ふに囚とらわれし美しき水の女神も解き放たれて、暗き水みな底そこより我を掬すくい上げ云うん々ぬん〟と続く歌じゃ」

　僕は眼鏡めがねのブリッジを押し上げる振ふりをして顔を手で隠した。

　それは、何だかとても既視感のある歌で……ハルピュイア族……思い当たる人が約一名いるが……はは、まさかね……

「それ、私も最近耳にしました。フェリオという吟ぎん遊ゆう詩人見習いが歌っているそうです」

　まさかのフェリオだった。

　吟遊詩人見習い……よく分からないが、夢に向かって前進しているらしい。よかったよかった──と、いや、それについては今は置いておいて。

「その歌を聞いて、来たくなったと？」

「そうじゃ、来たくなったのじゃ」

　ルミナリアさまが、さも当然というように頷うなずいた。

　うーん。どうやらエルフ族の族長さまは、思いのほか欲よつ求きゆうに忠実な人だったようです。

「さて、どうして私がここへ来たか訊いたな、ユーイチよ」

「え、ええ」

「お前とこのトショカンが欲しくなったからだ」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

　混乱した状態の僕に、ルミナリアさまは畳たたみ掛かける。

「エテルニアの報告書で、こことそなたがどれだけ価値があるものかは分かっておる。そしてそれが正しかったことに、実際に来て、会って、分かったのじゃ。私の心が、正しいと判断したのでな。だから──」

　ルミナリアさまが椅子から立ち上がった。そして羽衣を翻ひるがえし、僕をビシッと指差して言った。




「我らがエルフ族のものとなれ、ユーイチ」




「　だ　め　に　決　ま　っ　て　い　る　だ　ろ　う　が　っ　！　」

　僕が何かを言う前に、ベルがそれを遮さえぎった。

「ユーイチはわたしのものだ！　そしてトショカンは我ら人間族のもの、その願いは聞き入れられない！　聞き入れられるものか！」

「私が喋しやべっている相手はユーイチじゃ。脳筋姫騎士には黙だまっていてもらおうか」

　まったく遠えん慮りよのない言葉に、ここまではっきり面と向かって言われたことが恐おそらくなかったであろうベルが、腕うでまくりをするようにして僕の前に出る。

「だ……だああーれが脳筋かああっ！」

「ベル、落ち着きなさい」

　カウンターの向こうの相手に飛びかかろうとするベルを、僕はすんでで止める。

「放せユーイチいいい！　侮ぶ辱じよくされたのだぞ許さぬううう！」

「そんな簡単に激げき昂こうするから言われるんだろ。脳筋じゃないなら大人しくしなさい」

　言われて、ベルは冷静になったらしい。しずしずと僕の後ろに引き下がった。

　服の裾すそを摑つかまれているのはいつもの癖くせか、それとも僕を渡わたさないようにするためか。

　……何にせよ、僕がきちんと話をしなければならない。

　ここで人間族とエルフ族の間の溝みぞを深くさせるわけにはいかなかった。揉もめてリーネさまに怒おこられるの、どうせ僕なんだし。

「……ええとですね、ルミナリアさま。僕と図書館のことを評価していただけるのはありがたいです。ですが、僕と図書館の持ち主というか、所有権というか、それは人間族の女王であるリーネさまにあるので、僕の一存では決められません」

「何を言う。決められないわけがない。そなたの生きる場所を決めるのは、他ほかの誰だれでもないそなた自身。いつだってそなたは選べるのじゃ」

　何だかとても深いことを言われたような気がする。

　だが、僕が決める？　ここ以外の場所を？

「無理ですよ。だって図書館はここから動けません。だから、僕らはここしか選べない」

「何を申す。トショカンだって移動もできる」

「え？」

「エルフ族に伝わる空間転移の法……魔ま法ほうと呼ばれるそれを使えば、不可能ではない」

　いやいや、なんだ、その無茶苦茶なものは。

　だが、それぞれの集落を一瞬で行き来できるゲートにも、確か魔法が絡からんでいたのだったか。あれも大たい概がい無茶苦茶である。

「分かったか。そなたがよければ、私はすぐにでも転移の用意を始めようぞ」

「い、いやいや、そんな」

「『そんな』、何じゃ？　そなたはここにいたいのか？」

「え、それは……まあ……」

「エテルニアの報告書では、だいぶ女王に不満を持っているようだったが」

　えっ、と思ってエテルさんを見ると、何か間ま違ちがってましたか？　みたいな顔をされた。

　いや、確かに間違ってはいないし、愚ぐ痴ちったのは僕なんだけど……エテルさん、そんなことまで書いて送ってたのか。他にもいろいろ筒つつ抜ぬけなんじゃないかと不安になります。

「……そうですね。不満がないと言うと、ちょっと噓うそにはなりますか」

「ユーイチ。姉上に不満があるのか？」

　ベルが僕の裾をぎゅっと強く摑んだ。

　妹であるこいつの前で、リーネさまへの不満を言うのは気が重かった。

　確かに不満を持っているのは事実だが、それ以上のことを今ここでは言いたくない……

　僕の気持ちが伝わったのか、ルミナリアさまが得心したように頷いてみせた。

「言わずともよい。そなたの不満のあらましは報告書で把は握あくしておる。仕事の待たい遇ぐうや、休日にも拘かかわらず早朝に呼び出されたり、たくさんの仕事ばかり与あたえられて、労ねぎらいの言葉すら貰もらえなかったりと、さすがの私も同情したぞ」

　……そんなことまで報告されているのか。

　が、言われたとおりである。それらは確かに、僕が抱かかえていた不満だ。

　ここへ来て、この図書館で働き始めてから、一年ほどの間ずっと心の底の方で燻くすぶっていたものだ。ずっと、爆ばく発はつさせないようにと、我が慢まんというか、あまり気にしないようにしていたことだ。全部が嫌になるから。

「どうじゃ。報告書の内容は間違っておるか？」

「……いえ。おっしゃるとおりです」

　全すべて認め、首しゆ肯こうする。ベルが背後で小さく僕の名を呼んだ。

　僕の答えに、ルミナリアさまは鷹おう揚ように頷いた。

「ではユーイチよ。私が考えるそなたが欲ほつする物も間違ってはおらんじゃろう」

「と、おっしゃいますと？」

「ここよりも高待遇を約束しよう」

「高待遇……」

「ああ。ここでは何やら日々の生活の保障すらないと聞いた」

「ええ、まあ、そうですね。給料は一応貰ってますけど、足りないので、図書館の利用者の皆みなさんからいただく報ほう酬しゆうとか、差し入れとかに頼たよる感じになってて──」

「ああ、何と不ふ憫びんなのじゃ……！」

　ルミナリアさまが、くらり、と眩暈めまいがしたようにたたらを踏ふんだ。エテルさんがそれを慌あわてて支え、椅子に座らせる。

「このような知的な場所の管理という大役を任されて、日々の生活すらそのような水準とは……エルフ族のものとなってくれれば、そなたが安心して日々過ごせるよう、今までの待遇に加え、日々の食事も三食用意しよう」

「三食!?　ま、毎日ですか……？」

「そうじゃ、毎日じゃ。他にも、決して早朝などに呼び出さず、そなたに十分な休息を与えよう。そして、そなたの努力に見合った労いの言葉をかけよう。それから……」

「それから？」

　ルミナリアさまが、微かすかに頰ほおを染めた。

　何だ何だと思っていると、彼女は僕にその美しい顔を寄せて、

「私の婿むこの座をやろう」

　僕の聞き間違いでなければ、そんなことを言った。

「んなっ、なにっ、なにをっ……!?」

　僕の後ろでベルが僕の代わりに混乱している。

　僕本人はというと、呆ぼう然ぜんとしていた。

「……あの、婿って。ルミナリアさまが、僕と結けつ婚こんするってことですか」

「そうじゃ」

　冗じよう談だんかと思っていたのだが、ルミナリアさまははっきりと肯こう定ていした。

「私は、神々の主であるそなたほどの者であれば、この創造神の寵ちよう愛あいを一身に受けて造られた身を捧ささげてもいいと思っておる。いや、私だけではない」

「だけじゃない？」

「エテルニアもつけよう」

「つけるって……」

「好きにしてよい」

　話をつけていたのか……唐とう突とつな話にエテルさんを見れば、彼女は一言も文句を言わず、ただ頰を染めただけだった。え、ＯＫ、なんですか……？

「それでも足りぬというのなら、もう一族まとめてそなたに嫁とつがせることも考えてやらなくもない」

「いやあの、どういうことですかそれ。そんなの、エルフ族の男性が泣きますよ」

「エルフ族には、男はおらぬ」

「は……？」

「エルフ族には、女しかおらぬ」

「え……じゃあ、どうやって子孫を……」

　そこまで言いかけて思い出した。

　このエルフ族、不老不死だった。噓か真まことか定かではないが、神によって一人一人造られたとかで、子孫を残す必要がない種族なのである。

　だからって、女だけの種族とか、それって何てハーレム予備軍……

「そんなわけで、エルフ族には婚こん姻いんというものは不要なのだが、人間族の男は我々エルフ族を手て籠ごめにしたい生き物だというではないか」

「どこの話ですかそれは」

「一族の者たちが噂うわさしておる」

　閉へい鎖さ集落で誰かの妄もう想そうが捗はかどっちゃっただけじゃないのか、それ。

「そんなわけで、どうじゃ？」

「どうじゃ、って……」

　……正直に言おう。

　かなりグッときました。

　いや、だってかなりいいでしょ。こんな好条件出されたら、誰だってぐらつくでしょ。ハーレム云々はまだ信じられないが、本当の話なら可能性しか感じられない。

　などと思っていたら、グイッと強く裾を引っ張られた。

　振り向けば、ベルが眉み間けんに皺しわを寄せて怖こわい顔をしていた。

　さすが姉妹、リーネさまを思い出す顔だ。ドキッとした。ビビったという意味で。

「ユーイチ……わたしは許さぬぞ」

「許さぬって言われても、あっちはいろいろ色を付けてくれてるんだが」

「くっ、色……な、ならわたしはわたしを付けるぞ！　全身まるごと持ってけドロボー！」

「ぶっ!?」

　ベルから激しいタックルを受けた。あばらが軋きしんで悲鳴を上げる。

「落ち着きなさいって！　あなた一国の姫ひめでしょう！」

「国には姉上がいるから大だい丈じよう夫ぶだが、ユーイチにはわたししかいないのだ！」

「どんどんややこしくなっていくなお前は！　エルフのお姉さんたちが僕を待っててくれるって言ってるんだぞ」

「嫌いやだあああユーイチが他の種族のところに行ってしまうなんてええええ！　他の女どものものになってしまうなんてええええええ！」

　抱だきつき、頭をぐりぐり押し当ててくるベル。さすが姫騎き士しさまだ、本気を出されると力が強くて引き剝はがせない……っ！

「何だ何だ、どうしたんでい？」

　その時、入り口からドンドールさんが現れた。

　今日の髭ひげは爆発したようにちりちりだ。いつも本を入れていく質のいい鞄かばんをぶら下げている。

「ホンを返しに来てみればずいぶん騒さわがしいじゃねえか……っていうか、あんたはエルフのとこの族長!?」

　ルミナリアさまを見たドンドールさんが目を丸くした。

　まあ、そういう反応になるよね。どれくらい衝しよう撃げき的なことか、この世界を日本に置き換かえると外国のトップ──たとえばロシアの大統領閣下が来ているくらいの感じか。

　……テキトーに喩たとえてみたのだが、そう考えるとかなりの大事である。

「聞いてくれドンドールどの！　エルフ族がユーイチとトショカンを奪うばおうと言うのだ！」

「聞き捨てならん。ユーイチに選ばせるのだ、奪うとは言うておらんじゃろうて」

「待て待て、何の話をしてるんでい？」

「ええとですね、実は──」

　僕はドンドールさんに事の経けい緯いを要約して説明した。

『エルフ族の族長ルミナリアさまが、図書館と僕とを、いわゆるヘッドハンティングしに来たのだ』と。

「──というわけで、今その話をされたところで」

「なんでいなんでい！　そんな勝手な話、俺たちドワーフ族だって黙だまっちゃいねえぜ！」

「そうだろうドンドールどの！　ユーイチとトショカンをエルフ族に渡すわけにはいかんだろう！」

「ああ、ドワーフ族だって欲しいぜ！」

　ドンドールさんの言葉に、ベルも僕も「え？」となった。

「あ、あの、ドンドールさん……？」

「前から言ってたじゃねえか、トショカンがドワーフ族の集落にあったらなあって」

　思い出すまでもなく、確かに言われていた。

　僕が戸と惑まどっていると、ドンドールさんにガシッと肩かたを摑つかまれた。身長的にドンドールさんがぶら下がるような形になってしまっていたので、思わず僕は膝ひざを曲げて屈かがむ。

「俺は本気だし、ドワーフ族のトップだってきっと同じ気持ちだぜ」

「ドンドールさん、あの、それって……」

　ありがたいことに嫌な予感がした。

　ドンドールさんが、僕の肩をばしんと叩たたく。

「ユーちゃん自身が人間族の集落を気に入ってるんだろう……そう思ってたから提案しなかったが、他ほかの種族が名乗りを上げたとあっちゃあ話が別だ。ユーちゃんとトショカンは、俺たちドワーフ族が譲ゆずり受ける！」

　……僕の予感、的中である。

　大変嬉うれしいことですが、これは少しややこしいことになってきましたよ……

「ちょっ、どういうことなのだドンドールどの！　味方ではなかったのか！」

「俺は姫騎士さんの味方じゃなくて、ユーちゃんの味方でい！」

「あれれ？　どーしたにゃん、喧けん嘩かかにゃ？」

　その時、ミーナが図書館に入ってきた。

「ええとだな、これは──」

「聞いてくれミーナどの！」

　僕が説明する前に、再びベルが捲まくしたてるようにしてミーナに事情を話し始めた。

　ミーナはきょとんとして話を聞いていた……が、事態を飲み込んだのだろう。尻尾しつぽをゆらんゆらんと揺ゆらし始めて、目を光らせたかと思うと、

「そんにゃら獣じゆう人じん族だって黙ってないにゃ！　獣人族だってトショカンと館長にゃんが欲しいにゃ！」

　そんな風に、事態をさらにややこしくする参戦表明をした。

　ベルが慌ててミーナに突つっかかる。

「んなっ……!?　一猫ねこ娘むすめにそんなことを決める権限はないだろうが！」

「そんにゃことないにゃ。獣人族は民たみの意見を大事にする種族、ミーナの意見も族長さままで、すぐに届くのにゃ！」

　……獣人族は民主主義の種族なのか。知らなかった。

　僕が蚊帳かやの外でそんなことを考えている間にも、やいのやいのと言い合うベルたち。

「館長にゃんのことを気に入ってる獣人族は多いにゃ。獣人族の集落でも、ここよりもっと楽しく暮らせるように、ミーナはちゃんと族長さまに進言してくるにゃ」

「おうおう！　ドワーフ族のみんなだってユーちゃんのこと大好きだぜ！」

「おっさんどもは黙ってろにゃ」

「ドワーフがおっさんだけだと思ってんのか、このにゃんこ娘！」

「にゃにゃ、無礼にゃ！　我が猫パンチが久々に唸うなるにゃ！」
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「待て、ユーイチはわたしのものだぞ！　お前らに渡わたせるか！」

「いやいや、僕は僕のものでしょうが！」

　剣けんを抜ぬきかけたベルだったが、僕の言葉にピタリと動きを止めた。

　彼女は「確かに……」と呟つぶやき、大人しくなる。

　ドンドールさんとミーナも言い合いをやめた。

「そうじゃ、ユーイチ。そなたはそなたのものじゃ」

　静観していたルミナリアさまが、僕を指差して言った。

「だから、そなたは自分で、自分の居場所を選べるのじゃ」

　自分の居場所……選ぶとか、そんなこと、今まで考えたこともなかった。

　そもそも図書館を移動できるなんて思っていなかったし。図書館が移動できないのだから、僕もここにい続けるしかないと思っていた。

　でも、そうじゃなかった？

　僕は……選べるのか？

「で、どうじゃ。そなたは、我がエルフ族のものになってくれるか？　それとも、ここに残るか、他の種族の元を選ぶか？」

「……すぐに答えることは、ちょっと」

「難しいか。そうじゃろうて、そなたには考える時間が必要じゃろう。じゃが、私も集落を長く離はなれるわけにはいかぬのでな──そうじゃな、二日だけ答えを待ってやろう。よく考えるがいい」

　言って、ルミナリアさまは椅い子すから立ち上がった。

「というわけで、今日はここを見させてもらうぞ。エテルニア、案内せい」

　エテルさんにそう声をかけた彼女は、喜き々きとして返事をしたエテルさんと二人で本ほん棚だなの方へと向かった。

　さっそうと歩いて行った見み目め麗うるわしいエルフ二人が本棚の陰かげに消えた数秒後。

「こ、これはっ……か、神いいいいいっ！」

　ルミナリアさまのものと思おぼしき黄色い悲鳴が聞こえた。

　……どうやら昇しよう天てんしたらしい。

　知的なものに触ふれると昂たかまってしまうのは、エルフ族の習性のようなものか。エテルさんが『広こう辞じ苑えん』に出会った時と同様だった。きっと今いま頃ごろは直視できない顔になっていることだろう……エテルさんが一いつ緒しよだし、放ほうっておくことにする。

「ユーちゃん、俺はドワーフ族の上の方にこの話を持っていくぜ。急な話だが、明後日あさつてまでに話をまとめて、改めて打だ診しんすっからよ！」

　じゃあな、とドンドールさんは帰ろうとして──本を返しに来たことを思い出したらしく、本を置いてから図書館から飛び出すように帰っていった。

　ミーナも「急ぐにゃ～族長さまに伝えるにゃ～！」と言って、ドンドールさんを追いかけるように図書館から出ていく。

「ユーイチ」

　呼ばれて振ふり向けば、ベルが真しん剣けんな顔で僕を見ていた。

　じっと睨にらまれる。気まずい……

「……ユーイチは、ユーイチのものだ。トショカンも、ユーイチのものだ」

　ベルが、ぽそりと言った。

　ここまで握にぎったままだった僕の裾すそを、ぎゅっと、さらに強く握る。

「だから、ユーイチがどこで生きるのか、それを選びたいというのなら、好きにするがよい。わたしは、無理に引き止めぬ。そんな権利がないことは、理解しているつもりだ」

「ベル……」

「このことは、わたしから姉上にも報告しておく。わたしも……きちんと考えるよ」

　ベルが僕の裾を放す。

「では、またな」と言って、ベルは図書館から出ていった。

　物もの哀がなしげな表情で去りゆくベルの姿に、何だか申し訳ない気持ちになる。

「ゅーぃち」

　その時、レィが所定位置のランプの陰から現れた。

　彼女は、そこで今まで話を聞いていたようだ。

「ごめんな、何かややこしい話をしてて」

「んーん。ぇと、ぁのね。れぃ、むずかしぃこと、ょくゎかんなぃけど……れぃたち、うぃすぷぞくには、しゅうらく、なぃのね」

「うん？　そうだったな」

「うぃすぷぞく、じぶんが、すきなばしょ、ぇらぶ。すきなとこで、ぃきる。だからね、ぇっとね……」

　レィがふわっと浮ういて、僕の肩の上に立った。

「れぃは、ゅーぃち、どこぃっても、ぃっしょ」

「レィ………………ありがとう。嬉しいよ」

　彼女の言葉に、少しだけ肩が軽くなった。

　レィが乗っている分、肩は重くなっているはずなんだけどな。不思議なものだ。

「ゅーぃち、どぅする？」

「そうだなあ……いい機会だ。ちゃんと考えてみるよ」

　他の種族の人たちが、あんな風に考えていてくれたとは思っていなかった。

　ドンドールさんやミーナに関しては種族の族長次し第だいではあると思うが、エルフ族の申し出に関しては真剣に悩なやむべきだろう。

　だって、待たい遇ぐういいし、褒ほめてくれるって言うし……ハーレムだって言うし……

　しかし僕は思いのほか承しよう認にん欲よつ求きゆうが高い人間だったのだなーと、自分への認識を改めた。

　リーネさまが褒めてくださらないので、僕の承認欲求は暴発寸前である。着火されたダイナマイトが身体からだに括くくりつけられていたとして、その火を消してくれる水が目の前に現れたとあってはそこへ飛び込もうとするのは自明の理だろう。僕は死にたくないのだから。

「しかし……リーネさま、なんて言うかな……」

　ベルが報告してくれると言っていた。

　けど、これって僕の口から言わなきゃいけないことじゃなかろうか。

　まだ、どうするのかとか、どうしたいのかとか、はっきりは決まっていないけど……もし相談したら、リーネさまも待遇のこととか考え直してくれるかもしれないし。

「……うん。リーネさまには一度、直接相談してみるよ」

「ゅーぃち、がんば」

　レィに、その小さな手で頭を撫なでられた。

　とりあえず決めた。明日の朝……いや、今日図書館を閉めたら城へ行こう、と。







　図書館を閉館し、リクリウッド城へ到とう着ちやくした頃ころには、日はとっぷりと暮れていた。

　不安を抱かかえたまま、お城の人にリーネさまへの謁えつ見けんを申し入れる。

　しばらく待つと、いつものように謁見の間へと通された。どきどきしながら巨きよ大だいな扉とびらをくぐり、僕は入り慣れたはずのその場所へ。

　長く一本伸のびた赤い絨じゆう毯たんを進んだ先で立ち止まり、その先に続く階段の上を見上げる。

　リーネさまが、冷たい目で僕を見下ろしていた。

　それ自体はいつも通りのことなのだが……ベルはもう報告を済ませているだろうし、何だか普ふ段だんに輪をかけて視線が絶対零れい度どなのは、僕の気のせいではないのだろう。

　その証しよう拠こに、いつも自分から口を開くリーネさまが黙だまったままである。普段から機き嫌げんがいい時はなかったが、こうも不機嫌そうに無言を貫つらぬくのは初めてのことだった。

「……あの、リーネさま。今日は報告というか、相談があって来ました」

「エルフ族の族長ルミナリアどのからの引き抜きの件ですか」

　リーネさまの一いつ切さい淀よどみのない言葉が、無音の謁見の間に響ひびく。

　……ごくり、と唾つばを飲み込んで、僕は頷うなずいた。

「そ、そうです」

「その件に関する詳しよう細さいは、ベルフローリアから聞いています。エルフ族が、あなたとトショカンを譲ゆずり受けたいと言いだしたと。間ま違ちがいありませんか」

「はい。間違いありません」

「そうですか。では、相談したいこととは、エルフ族の元へ行きたいということですか」

「え、いや、そうではなくて」

「違ちがうと？」

「いえ、違うというと、またそれも語ご弊へいがあるというか……」

「簡潔に話しなさい」

　言葉を探していると、リーネさまにぴしゃりと言われた。

　腹を括り、僕は口を開く。

「ルミナリアさまは、僕を今よりいい待遇で迎むかえると約束してくださいました。僕としては、それは喜ばしいことです。今の待遇は……若じやつ干かん、物足りないというか……」

「不満がある、と？」

「ええと……」

「はっきり言ったらどうですか」

「あ──あります！」

　僕の発言後、リーネさまは黙ってしまった。

　ちらりと様子を見れば、何か物もの想おもいに耽ふけるような顔をしていた。

　が、沈ちん黙もくはそう長くはなかった。

「そうですか、分かりました」

　リーネさまが、ため息をつくように言った。

　僕は、どきどきしながら次の言葉を待つ。

　そういえば、こんな状じよう況きようを想像したことがあったか。

　僕がリーネさまの元を離れることになって……そう、そんな時にリーネさまが僕を引き止めようとするって。泣きながら「ユーイチ、わたくしにはあなたしかおりません。どうか行かないで」って訴うつたえるんだって……あの時はまさか、僕がリーネさまの元を離れるかもしれない状況になるなんて、思ってもいなかったんだけど。

　状況としては想像通りになってしまったのだが……リーネさまの反応は、どうだろう。

　そんな風に考えていた僕を、リーネさまは改めて見下ろす。そして、




「あなたの好きになさい」




　涙なみだなど流す素そ振ぶりも引き止める素振りもなく、そう一言、僕に告げた。

「あの……それって……」

「あなたがエルフ族の元へ行きたいと言うのでしたら止めません。どこへでも、誰だれの元へでも、好きなところへ行きなさい」

　頭の中が、真っ白になった。

　まるで辞書で後頭部をガツンと殴なぐられたようだった。

　軽く返事をしてやろうと思い口を開けようとするも、上手うまく言葉にならない。

「……僕のことなんて……それくらいにしか考えてなかったってことですね」

　油断すると震ふるえそうになる声を何とか制せい御ぎよし、発することができたのはそれだけだった。

　そして、言葉にして気づく。

　僕は、この人に必要とされたかったのだと。

　そして、必要とされていると、心のどこかでは信じていたのだと。

　……けれど、どうやらそれは勘かん違ちがいで、高望みというものだったらしい。

「分かりました。好きにします」

　最後にそれだけ言って、僕はリーネさまに背を向けた。

　唇くちびるが切れるのではないかというくらい嚙かんで、僕は巨大な扉を抜ぬけ──扉が閉まりきったのを確認して、眼鏡めがねを外した。

　痛む目め頭がしらを押さえる。ネトゲをしすぎた時になった眼がん精せい疲ひ労ろうよりつらい痛みだった。

　……正直、泣きそうだった。

　好きにしろと言われたのが思いのほかショックだったし、リーネさまはいつもつれない態度だけれど本当は僕を必要としてくれているのかもー……なんて考えていた自分にもショックだった。

「はあ……もう好きにしよう……」

　吐はきたくもないため息を吐いて、僕は城を後にした。とぼとぼと、重たい足を引きずるようにして図書館へと帰る。

　本当に、今後の身の振り方を真剣に考えねばならないようだ。







　身の振り方を考えようと思った矢先の翌日、事態はさらにややこしくなっていた。

「……なんだ、これは」

　図書館を開けようとしたところ、外に人だかりができていたのである。

　外にいた人々の数は、喩たとえれば学校の全校集会くらいか。

　様々な種族の人が交じり合っているらしく姿も様々で、見たことのある種族もいれば見たことのない種族の人もいた。あまりのその光景の賑にぎやかさに、一いつ瞬しゆん、仮装パーティーか何かかと思ったくらいだ。みんな通常営業なのだけれども。

　さて、窓からその光景を確認して……僕は、恐おそる恐る入り口を開けた。

　その瞬間、人だかりの皆みなさんの目が一いつ斉せいに僕に向けられる。

「お、おはようございます。あの、皆さんお揃そろいでどうしたんですか……？」

「どうもこうも、聞きましたよ館長さん」

　一番手前にいた、ドワーフ族よりも一回りほど小さな三角帽ぼう子しを被かぶった白しろ髭ひげのおじさんが、一歩前に出て言った。

　ドンドールさんの友人だという、ノーム族の人だ。

　ノーム族は金属に詳くわしい人が多い。一度だけ図書館で話しかけられたことがあるのだが、以前、花火を打ち上げる際に必要な金属を提供してくれたのが、この人だったのである。

　そのノーム族の人が言う。

「トショカンとあなたが身を寄せる場所を、決め直すそうじゃありませんか」

「え……ええ、まあ」

　昨日の話だ。どうやら風の噂うわさか何かで広まってしまっているらしい。

　……ということは、まさか。

「あの、ここにいる皆さんは、もしかして、そのことで？」

「さよう。皆、トショカンと館長さんを自分たちの集落に招きたいと集まった者です」

　ノーム族の人の言葉に、その背後にいた全員が頷く。

　図書館と僕、大人気だったようです。

　何だろう、人生のモテ期なのだろうか。老ろう若にやく男なん女によ問わず、日本にいた時にこんなに人から求められたことはないんだが……

　……いや、待て。図書館か。いや、図書館だ。それ以外にない。

　求められているのは、僕じゃなくて図書館……そう考えれば、不思議ではない。

　というか、ここにいる人が全すべて、ノーム族の人が言ったような目的で集まっているのだとしたら……

「……あの。まさか、全員が族長ってことはないですよね？」

「ええ、そうではありません。代理人がほとんどですな、族長もおりますが」

　全員ではなくてホッとしたものの、族長もいるらしい。

　……みんな暇ひまなの？　そんなに簡単に集まれるものなの？

　ものすごーくあっさりとみんな集まってくれたようだが、この世界の主要国首脳会議レベルの集会が、今この図書館の前で、僕の前で行われている。そう意識したら、途と端たんに胃がキリキリし始めた。就活の重役面接なんか比じゃないぞ、これは……

　……しかしこの状況、どうしたものか。

　逃にげ出したくも、僕が議題なのだ。逃とう走そうは、さすがにまずかろう。

「館長さん。皆、あなたの勧かん誘ゆうに参ったのです。話を聞いてくださいますかな？」

　ノーム族の人が、ずいっと身を乗り出すと、背後の人たちも同じように迫せまってきた。

　これは……断れません。

「わ、分かりました。仕事の合間にはなりますけど、それでよければ」

　仕事中にヘッドハンティングの話を聞くのはどうかとも思うが、リーネさまも好きにしろと言ったのだ。好きにさせてもらうことにした。半ばやけくそである。

　ひとまず図書館を開館すると、全員が図書館の中へ入ってくる。話の順番について揉もめながらも、全員の話を必ず聞くと僕が約束することで納なつ得とくしてもらった。

　僕は、カウンターで最初の一人と対面するように座る。

　そして、どのような理由で、どのような条件で、図書館と僕を迎えてくれようとしているのか、彼らから一人一人順番に話を聞いていくのであった。







　さて。長ちよう蛇だの列れつがようやく短くなってきた頃。

　僕の耳は、話を右から左へ受け流すことについての罪悪感を失い始めていた。

　彼らの熱意だけは、はっきり伝わっている。だが、待たい遇ぐうやら何やらが、どれも同じように聞こえてしまうのだ。

　もちろん好条件を提示されるし、その中でも甲こう乙おつあるのだが……なんというか、最初こそ感じたときめきのようなものが、徐じよ々じよに感じられなくなってきていた。

　正直に言おう。

　僕は、甘い言葉に慣れ始めてきていたのである。

　たとえば『好き』という言葉があるが、言われ過ぎた人は初めて言われた時に感じたどきどきが薄うすれると聞く。ちなみに金きん髪ぱつポニーテールの姫ひめ騎き士しさまのことを思い出したが、あれには別の意味でどきどきさせられっぱなしだから、その話とは照合できない。

「ありがとうございました……次の方、お願いします」

　もう何度目になるか分からない、就活時に面接官の人が言っていたような言葉を口にして、次の人に椅い子すを勧すすめる。

　そこに座った人を見て、僕は目を丸くした。

「ネロリさん」

　それは僕が懇こん意いにしてもらっている、顔見知りのドリアード族族長だった。

「何だ、意外そうな顔をしているな？」

「まあ……意外、ですよね……。ネロリさん、こういうのに積極的に参加するタイプじゃないと思ってましたし」

　僕の言葉に、ネロリさんは腕うでを組んだまま両の眉まゆを上げた。

「意外でも何でもないのだがな。いつも言っているだろう、『私はドリアード族の族長として建設的なことをしようと思っている』と。そなたとトショカンを我が集落へ迎えることは、建設的なこと以外の何物でもない」

　ネロリさんのはっきりとした言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとした。

「……そんな風に評価していてくれたんですね」

「何を言う。そなたの仕事ぶりを見て、評価せぬ者などいないだろうに」

「そんなことないですよ……うちの女王さまは、てんで評価しちゃあくれません」

　僕の言葉に、ネロリさんはしばし考えるように沈ちん黙もくし……やがて僕が思ってもいなかった言葉を口にした。

「ユーイチ。果たしてそれは本当か？」

「え？　……あの、それってどういう意味ですか？」

「そのままの意味だ。〝そなたは本当に女王から評価されてはいなかったのか〟と」

　ネロリさんの言葉に、僕は目を瞬しばたたく。

　それってどういうことなのだろうと僕が考える前に、ネロリさんが続けた。

「人間族の女王リーネストーリアは聡そう明めいな者だ。そなたの評価を間ま違ちがえるとは思えん」

「……それって……つまり、リーネさまは僕を評価している、と？」

　半信半疑──いや、九割は疑念なわけだが、僕はネロリさんに尋たずねた。

「私は女王本人ではないからな、彼女がどう考えているかは分からぬ……が、評価していないはずはないと思うぞ。同じ、人の上に立つ者として、私はそう思う」

「リーネさまは、ネロリさんとは違いますよ……」

「そうだな、別個人だ。だが、彼女がそれほどまでに愚おろかだと思うか？」

　言われてみて、考える。

　確かにリーネさまはしっかりした人ではある。

　しっかりと国の利益を考え、民たみが何かをやらかした時にはフォローもしてくれる人だ。それは、僕の知らないところでドワーフ族の集落の混乱を収めてくれていたことからもよく分かっている。

　城の人たちからの信しん頼らいも厚いし、集落の人たちからの評判も悪くない。ベルが悪く言うところも見たことがないので、姉としてもしっかりした人なのだろう。

　……だが、僕の立場からすると、素す直なおに頷うなずけなかった。

　僕に対してだけは、愚かな扱あつかいをする人かもしれないという疑念を払ふつ拭しよくできない。払拭できるだけの待遇を、評価を、言葉を貰もらっていないのだ。僕の仕事ぶりがだめすぎるのであれば仕方ないが、冷れい遇ぐうするのはリーネさまだけなので不満に思ってしまう。

　リーネさまは僕について一体どう考えているのか……

「……僕には、分かりません」

　それはネロリさんからの問いと、自分の考えたこと、両方に対する答えだった。

　僕の言葉に、ネロリさんはふっと微かすかに笑った。

「僕、おかしいですか？」

「いや、そうではない。それならば、そなたを我が集落にも迎むかえやすいと思ってな、嬉うれしくなっただけだ」

　それからネロリさんは、他ほかの種族の人たちと同じように、僕を集落に迎える場合の待遇などについて話をした。

　それは、僕が十分だと思えるようなものだった。文句など一言も思いつかないほどに。さすがにハーレムはついてこなかったけども。

「他にもそなたが望むものがあれば検討しよう。前向きに考えてくれ」

　言って、ネロリさんは席を立ち、本ほん棚だなの方へと向かった。

　その背を見送り、僕は次の人を椅子へと招く。

　ふわり、と羽は衣ごろものようなものが視界に入った。

「ようやく私の番か。待ちくたびれたぞ」

　顔を上げると、そこにはエルフ族の族長ルミナリアさまがいた。

　彼女が列の最さい後こう尾びだったらしい。優ゆう雅がに椅子に腰こし掛かけて、悠ゆう然ぜんとした態度で話を始める。

「まったく、私が最初に声をかけたというのに、他の下等種族どもめ。便乗しおって」

　ルミナリアさまは、先刻の図書館前集会にはいなかったようだ。昨日と同じように昼過ぎにやって来たところ僕の前に長蛇の列ができており、エテルさんに事情を聞いて事態を理解したとか、そんなことを説明された。

「……今のはドリアード族の族長だったかの」

「ええ、そうですが……ルミナリアさまは、ネロリさんのことをご存じなんですね」

「ああ。ドリアード族も我がエルフ族に比べれば下等じゃが、あやつは現在生きている族長の中では三番目にできる族長じゃからな。何を考えているのか分からんところもあるが、総じて信用の置ける男じゃ」

　その言葉に、やっぱりネロリさんはネロリさんだなあ、と嬉しくなった。

　他の種族の族長にも、僕が見てきたのと同じように見えているようだ。いや、族長としてのネロリさんを知っているという点で、僕なんかよりよく見えているのかも。

　同時に、ルミナリアさまはよく人を見ているのではないかと思えた。

　というか、下等と言いながらも相手のいいと思ったところはしっかり褒ほめるって、なかなか難しいことをなさる。この褒めるところは褒めるという姿勢、リーネさまにも少し見習ってもらいたいものだ。

「あやつが来るとは珍ちん妙みようなこともあるものじゃ。ドリアード族は我が一族に近しく、集落の外にはあまり関心を持たぬのじゃが……あやつも、あまり物事に積極的に関かかわるような者ではなかったはずじゃし」

「そう言えば、そういう人だったかもしれません」

　ネロリさんと初めて会った時のことを思い出す。

　他の種族……とりわけ人間族との接せつ触しよくには消極的だった気がする。

　そう考えると、かなり気さくに話せるようになったものだ。初めて話した時は、僕も一種族の代表が来たと焦あせってかなり緊きん張ちようしていたし、ネロリさんも必要最低限の話以外で僕に関わるようなことはしてこなかった。

「やはり、それだけの価値がそなたにあるということじゃろう……面おも白しろい」

　くくく、と袖そでで口元を隠かくして笑うルミナリアさま。その宝石のような目が、僕を見て細められる。光の加減で、今は熱っぽい赤みのある色に見えた。

「それで、どうじゃ。まさか我らエルフ族よりも気に入ったところはないじゃろうな？」

「え……いや、まだ分かりません」

「そうか。まあ、考えたところで私の元に来るのが一番幸せじゃろうて」

　妖よう艶えんに微笑ほほえむルミナリアさまに、僕は苦く笑しようを返す。

　……実はネロリさんのところがいいかも、なんて考えていたのだが、黙だまっておいた。

　だって、ハーレムだったとして、僕にはその主あるじになる甲か斐い性しようなんてないし。身の丈たけに合わない欲よく望ぼうは身を滅ほろぼすと思うんだ。

「あの、ところで。さっき現在生きている族長の中で、ネロリさんは三番目にできる族長だっておっしゃってましたけど、一番と二番は？」

「一番は当然、私じゃ。全すべての種族の中で最も優すぐれたるエルフ族、それをまとめる私が一番でないわけがない」

　なんだか主張の筋立てに既き視し感かんがあった。

　武器は強い、強いはすごい、みたいな声が聞こえた気がするが、多分気のせいだろう。

「なるほど……じゃあ、二番は？」

「リーネストーリアじゃな」

「え？　リーネさま、ですか……？」

　出てくると思っていなかった名前に、僕は目を瞬く。

「なんじゃ、意外そうな顔をして。そなたの目にはそう見えぬか」

「え、いや……そういうわけじゃ」

「誤ご魔ま化かさずともよい。分からぬこともないからの」

　ルミナリアさまが、うんうん、と頷く。それから面白い話をするように、宙を見ながら、

「あやつは、人間よりもエルフに近いやもしれぬ」

　そんな風に続けた。

「エルフ、ですか？　リーネさまが？」

「自分が他より優れた存在だということを知っているのじゃ。そこが似ておる」

「ああ……だから、僕のことを下等生物のように扱うんですね……」

　思わず口にしてしまったが、おかげで理解できた。

　あの人が僕を見下すように視線を向けるのは、自分が上だということを知っているからか。女王という立場以前に、人として上だということを知っているから……

「だから、下等な者など褒めるに値あたいしないってことですね、なるほど」

「待て。その考えには賛同できぬぞ」

　嘆なげくように言った僕に、ルミナリアさまがはっきりと否いなを言った。

「ふむ……神々を統すべるトショカン、その主のそなたでも、そのようなことを考えるか」

　そんなことを言うルミナリアさまは、少し呆あきれたような顔をしている。

　先ほどと異なり光の加減で青く光るその目は、リーネさまが僕を玉座の上から見る時の目に似ていた。

「……どういうことですか？」

「下等な者が下等以上のことをすれば、誰だれでも褒めるだろうという話じゃ。あやつの悲しいところは、〝優れていると思う他人にも同じものを求めてしまう〟ところよの」

「優れていると思う他人……？」

　誰が、誰のことを優れていると？

　……リーネさまが、僕のことを？

　いやいや、まさか。そんなわけが……

「姫騎士もバカじゃが、女王も大たい概がいじゃ。これだから人間族というのは下等なのじゃ……ってこんな話をしに来たわけではなかった！」

　腕を組んでため息をついたルミナリアさまは、はっとしたように話を打ち切った。

　それから立ち上がって、身を乗り出すようにして、

「我がエルフ族のものとなれ、ユーイチ。それを改めて言いに来たのじゃ」

　エルフ離ばなれしたというのもおかしいが、それほど美しい顔をずいっと僕に近づけて言った。思わず仰のけ反る僕。

「返事は二日待つと言ったな……よかろう、明日までは待つ。じゃが、しかと覚えておけ。全種族の中で最も優れたるエルフ族、その族長たる私がそなたを求めてここまで来たのだということを。誇ほこれ、そして我が元へ来るがいい。分かったな？」

「ま、前向きに検討します」

「そうでなくば困るぞ。こうして遠路はるばる危険を冒おかして来た甲斐がない」

　彼女の言葉に、ふと気づく。

　そういえば、エルフ族の集落へのゲートは使えない。だから、ルミナリアさまは飛ひ竜りゆうというドラゴンのような生き物や鱗リン馬バを乗り継つぎ、危険な生物の住み処かを迂う回かいしながら遠路はるばるこの人間族の集落まで来てくださったのだと……そんな話を、エテルさんから昨日のうちに聞いていた。

　途と中ちゆう途中で、エテルさんからの報告書を受け取り、図書館を見るだけでなく、僕に会うのを楽しみに来てくださったのだと。

「……ルミナリアさま、ここまでご足労いただき、ありがとうございます」

　わざわざ来てくれたお礼をまだ言っていないことに気づき、僕は頭を下げた。

　ルミナリアさまが、わずかに頰ほおを染める。

「ふん、労いの言葉も礼もいらぬわ。明日、いい返事だけを期待しておるぞ」

　彼女は「では、またな」と言い残し、カウンターから離はなれる。

　後方に控ひかえていたエテルさんと目が合って、微笑まれた。合流した二人は、昨日と同じように本棚の方へ向かった。

　ルミナリアさまで最後……そう思っていた僕は、通常の仕事にかかろうと、カウンターに手をつき、よっこらせと立ち上がろうとして、

「待て、終わっていないぞ。まだわたしがいる」

　聞き慣れた声に、思わず動きを止めた。

　その声の主が誰か、姿を見るまでもなかった……が、僕は顔を上げて確かめる。

「ベル……」

　そこにいたのは、予想通り見慣れた姫ひめ騎き士しさまだった。

　ベルは、どかっと椅い子すに腰こしを下ろした。

　それから、身を乗り出して「……話をしてもよいか？」と訊きいてきた。

　人の都合の確かく認にんを取るなんて珍めずらしい。

　いつもは、こちらの状況など無視して話し始めるのに……

「いいけど……熱でもあるのか？」

「何の話だ？　わたしはこれまで病にかかったことはないぞ」

「…………そうか」

　ちょっと納なつ得とくしてしまったのは、不思議そうな顔をしているベルには内ない緒しよである。日本の「○○は風邪かぜをひかない」的な諺ことわざは、この世界にはないので説明不要だ。

「いいよ、話をしてくれ」

「うむ…………その前に、今朝城に来たと聞いたぞ。姉上に、こたびの話をしたのか？」

「ああ」

「姉上は、何と？」

「……好きにしろってさ」

　僕の言葉に、ベルは「そうか」と静かに視線を伏ふせた。

　それから、もぞもぞ、と椅子の上で姿勢を正して、

「…………あのな、ユーイチ。昨日、わたしは城に戻もどってからきちんと考えた。それで、さっきようやく答えが出たので、急いでやって来たのだ」

　そんな風に珍しくゆっくりと話し始めた。

　自分の考えを、きちんと伝えようとするかのように。

「答え？　考えたって、何を？」

「ユーイチが他ほかの種族の元へ行きたいと願うのを、無理に引き止めるのはいかがなものかとな。それで、ユーイチがどうしても他の種族の元へ行くと言うのなら、わたしも一いつ緒しよについていこうと思ったのだ……が、それはできぬ。わたしは姉上を一人にしては行けぬ」

　言われて、はっとした。

　……そうか。他の種族の元に行ったら、もうこいつが四六時中そばにいる生活もなくなるんだった。エルフ族のところへなんて行けば、ゲートも使えないのだ。もう会えないかもしれない。

　そうなると、こいつともお別れか……

　それは少し寂さみしいかもしれないな……などと僕がわずかにしんみりしていると、

「そこでだ。わたしはリクリウッド城からユーイチの元に通うことにした！」

「……はい？」

「あれだ、通い妻というやつだ」

「妻じゃないし……って、それよりも、なんだ、通うって？」

「ゲートがある。さすがにエルフ族の集落となると今までのように頻ひん繁ぱんに通うのは無理だが、何とかするさ。わたしは、おぬしが好きだからな！　世界の果てでも会いに行くぞ」

　ベルがにっこりと笑った。

　……思わず顔の熱が上がったので、眼鏡めがねのブリッジを上げるようにして顔を隠す。

　昨日の夜に読み終わったベルの本のことを思い出したのだ。内容が内容なので、全力で意識しないようにしていたのだが……

「そう言えば、わたしの本はもう読み終わったか？」

　思い出していたものについての話題を出され、思わずぎくりと硬こう直ちよくする。

　まったく、なんて野生的な勘かんを持ってるんだろうな、こいつは……

「……読んだ」

「どうだった？」

「………………お前は、僕のことが大好きなようだな」

　手の指の間から見ると、ベルが満足げに頷うなずいた。

「ようやく伝わったようで嬉うれしいぞ」

「あれだけ書かれたら、どんな鈍どん感かんでも伝わるわ……」

　ベルの本に何が書いてあったか……

　全てを説明するのはなにせ量が量なので難しいのだが、要約すると、これまで僕と一緒にいた時に彼女がどう感じていたかが、彼女の目線で詳しよう細さいに書かれていたのだ。

　出会った時にどれほど不ふ審しん人物として僕を警けい戒かいしていたのかとか。図書館で武器防具大全と出会った時にどれほど大きな衝しよう撃げきを受けたかとか。

　それを読んでやった僕を、どれほど尊敬したかとか。

　他の種族の集落に一緒に行く時、どれほどワクワクしていたかとか。

　ミーナを始めとした女性や、ドンドールさん、ネロリさんと僕が仲良くしている時、どれほどやきもちを焼いていたかとか。他の人が全く相手にしないことも僕が取り合っていたことに、彼女自身がどれだけ救われたかとか。

　姉であるリーネさまを支えるように働く僕に、人間族の集落を賑にぎやかにしていく僕に、他の種族との壁かべを取っ払ぱらって行く僕に、どれほど感謝しているかとか──信しん頼らいしているかとか──

　──そんなことが、およそ三〇〇ページほどの本に、みっちりと書かれていた。

　正直、反省した。

　ベルのことは、ずっと、何にも考えてないアホの子だと思っていたのだ。それについては謹つつしんで訂てい正せいしなければならないと思う。

　……この子、僕のことしか考えてないアホの子でした。

「そうだ、わたしはおぬしが大好きだ。だから、おぬしの考えを尊重したい」

「……だから、他の集落へ行っても構わないと？」

「ああ。おぬしが生きたいところで生きることが、わたしにとっての幸せだ」

　微笑ほほえむベルの周りが輝かがやいて見えた。

　フェリオの時も思ったけど、直球ってすごい。そして、怖こわい。

　これまで投げられていたものがどんな意味を持っていたのかを初めて知って、ようやくその恐おそろしさに気づいた。

　ベルのことを可愛かわいいと思ってしまった。そんな自分が信じられない。ありえない。怖い。

「きっと、姉上も同じではないだろうか」

　あまりのショックに歯をぎりぎりさせて悶もだえそうになるのを堪こらえていると、ベルがぽそっと言った。

「好きにしろと姉上は言ったのだろう？　わたしと同じ気持ちだったのではないだろうか」

「そ、そんなわけあるはずが……あのリーネさまだぞ？」

「姉上はわたしによく似ているぞ」

「見た目は確かに似てるけど……」

「いや、そうではない。考え方が似ているのだ」

「え、そうなの……？」

　性格的には似ても似つかない姉妹だと思うのだが。

　僕の考えを改めさせるように、ベルが説明する。

「話をしていると、お互たがいにほぼ同意で反論はない」

　ちょっと待って、意外すぎるんですけど。

「……ベルの話を、リーネさまがテキトーに流して聞いてるってことは」

「何を言う。姉上は人の話を流して聞いたりするような不誠実な人間ではない。それに、服の趣しゆ味みが似ていたり、好きになるものが同じだったりするぞ」

「そ、そうなのか……全然知らなかった」

「だから、わたしは姉上がユーイチを……好ごにょごにょ……ではないかと」

「え？　何だって？」

「何でもない」

　何事かを呟つぶやいたベルだったが、それについては詳細を語らずにそっぽを向いた。

　代わりに彼女は、すっ、と一冊の本を僕の前に差し出した。

　図書館のものではないようだが……何だろうと思っていると、ベルが説明する。

「これは、姉上の書いたホンだ」

「え………………リーネさまが、書いた？」

　反射的に仰け反った。

「書いているとは本人から聞いていたけど……また何でそんなものを……」

「ユーイチに読ませたくてな、姉上に内緒で持ってきたのだ」

「お前……怒おこられるだけじゃ済まないんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。問題ない」

　ベルが苦く笑しようする。明らかに問題ないやつがするような表情ではなかった。

「ユーイチ、これを読んで欲しい。そうすれば、姉上がどれだけおぬしのことを好──評価しているかが分かるはずだ」

　真しん剣けんな目でベルに見つめられ……僕は、そっと本に手を伸のばした。

　ワインレッドの布地の表紙に金の箔はく押しで模様が描かれた、高級感のある本だった。この世界で生まれた本の中でも、とりわけ上等な一冊である。タイトルは表紙にも背にもない。

　一体、何が書いてあるというのか……僕は、恐る恐る本を開く。

　見覚えのある、教科書的な几き帳ちよう面めんさで書かれたペルム公用文字がそこに並んでいた。リーネさまの字だ。ペルム公用文字を学んだ今の僕にはそれが読める。

　そこに書いてあったのは、

「……『テラサワ・ユーイチとトショカンが国にもたらした利益について』？」

　冗じよう談だんだろうと思って、ページを読み進める。

　僕が、この世界に来てから受けたハルピュイア族の発声法に関する相談について、僕がどのように解決したかが、まるで論文のように詳細に書いてあった。それについての賞賛の言葉も。

　その後も、ウンディーネ族からの乾かん燥そう肌はだに関する相談、人間族からの恋れん愛あい相談や兵士育成方法、獣じゆう人じん族からのノミ取り──

　そこまで読んで顔を上げると、ベルがにこっと笑った。

「こんなの……僕ですらもう忘れてる相談だ……」

「姉上は覚えているよ。そして、忘れないようにと、こうしてホンにしたのだろう。そなたの輝かしい貢こう献けんの記録だからな、大事な出来事ばかりだ」

　思わず眼鏡めがねを外して熱くなった目め頭がしらを押さえた。

　まさか、こんな不意打ちを食くらうなんて……

「姉上がおぬしを畜ちく生しようのように思ったりなどしていないと、分かってもらえたか？」

「……少しはな」

「では、人間族の元に──」

「それとこれとは、話が別だよ」

　身を乗り出そうとしたベルが、動きを止める。

「……だめか？」

「正直に言おう。僕はいま混乱している。確かにリーネさまがこうして本に残すほど僕の仕事ぶりを見てくれていたのは分かった……けど、あの人が、僕を引き止めるために、ここに来てくれたわけじゃない」

「ユーイチ……」

「僕はしょせん、あの人にとって、その程度の人材ってことだよ」

　しょげ返るベルの頰ほおを「そんな顔するなって」と両手でムギュッと挟はさむ。

　ベルはされるがままの状態でうめき声を上げた。

「うう……そうは言っても、姉上が城から出てくるなんて滅めつ多たにないんだからなっ」

「ウィスプ族が花火を上げた時には出てきたじゃないか」

「それはそうかもしれんが、あれだって公務以外では数年に一度の外出なのだぞ？　超ちようレアなのだぞ？　そもそも半年以上も前の話ではないか」

「超レアっていうなら、ルミナリアさまが隠かくれ里から出てくる方がレアじゃないか」

「何を言う。同じくらいレアだ。わたしからすれば、姉上の外出の方がレアだ」

「……あの人、そんなに花火が見たかったのか」

「違ちがう！　あれは花火が見たかったのではなく、ユーイチの頑がん張ばりを──」

「ベル」

　僕はベルを制して、首を横に振ふってみせた。

「どれだけベルが説明してくれても、やっぱりそういうことじゃないんだ。リーネさまから、思ってることを言ってもらえば別かもしれないけど」

「では、訊きけばいいではないか。姉上から直接、どう思っているのか、と」

「は？　いやいや、そんな話を訊けるような仲じゃないし」

「それならば、ユーイチから言ってみればいいではないか。自分が思っていることを」

「僕が思っていること……？」

　そうだ、とベルが頷く。

「姉上の対応に不満があったのだろう？　でも、ユーイチは姉上にはっきりそれを言っておらんのではないか？」

「確かに言いかけたものの、途と中ちゆうで気力が尽つきてやめたな……」

「それを、包つつみ隠さず全部ぶつけてみたらいい。何が嫌いやで、何が不満だったのか」

「お前さんは僕にそんな恐ろしいことをしろというのか」

　あの謁えつ見けんの間でそんなことをしたら、どんな惨さん状じようになるか……考えるだけで恐ろしい。

「直接が嫌なら、わたしが言こと伝づてしてもいいぞ？」

「いや、それもどうかと……」

　リーネさまのことだ、そんなことをすれば「あなたはそんなことも自分の口から言えないのですか」とか何とかおっしゃるに違いない。怒られる未来しか見えない。

「姉上は、話せば分かる人だと思うがな」

　どうしたものかと考えている僕に、ベルは椅い子すから立ち上がりながらそう言った。

「とにかく、わたしはおぬしがどういう結論を出しても受け入れるぞ……さて、悲しいことだが、いつユーイチとトショカンがよその集落へ行ってしまうか分からぬし、今のうちにユーイチの部屋を掃そう除じ──」

「ベル、待って……一つ、頼たのんでもいいか」

　引き止めると、ベルが僕を見て目をぱちぱちさせた。

「構わんが、何をだ？」

「ちょっと思いついたんだ。リーネさまに、僕が考えてることを伝える方法」




　……それでリーネさまに伝わるかどうかは、正直なところ分からない。

　けれど、もしこれで彼女の元を去ることになるとしたら、僕の考えていたことを伝える機会なんて二度とないだろう。だから、無む駄だかもしれないけれど、やってみようと思う。

　リーネさまに伝えるんだ……自分の、考えていたことを。気持ちを。
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　その日、この地で図書館業を始めてから史上最も多い来館者を見送ったあと。

　図書館を閉館した僕は、リーネさまに手紙を書き始めた。

　この世界の多くの人々がそうであるように、リーネさまにとっても紙は一目置く貴重な存在のはず。見もせずに捨ててしまうことはないだろう。多分。

　そんなわけで僕は、報告書に使っているものよりも上質な本を作るための紙で、手紙を書くことにしたのだ。

　正直に言うと、これまであの人に言いたいことは山ほどあった。

　だが、僕には勇気がなかった。揉もめてでも意見を伝えようという気き概がいがなかった。

　だが……伝えるなら、今だと思う。

　直接はハードルが高すぎるが、この世界にも今は紙とペンがあるし、ペルム公用文字を覚えた今の僕になら文字で伝えることが可能だ。

「んー……あと、書くことは……」

　カウンターでドンドールさん謹きん製せいの羽根ペンを手にし、僕は半分ほど埋うめた紙を前に唸うなる。

　今回の件はいわゆる転職のようなもので、退職願というものはこういう気持ちで書くのかと、日本の会社で働く人たちに思いを馳はせてしまった。まあ、僕は会社勤めしたことないんだけどさ。

　そんなことを思いつつ、かり、かりり、と羽根ペンを紙の上で動かす。

　紙は本用に作ったもののうち、何となく手て触ざわりがいいものを選んだ。

　インクは、以前スィーンから貰もらったマリン石からドンドールさんが作ってくれた青インクを使っている。石を貰った時は正直何に使えるのか分からなかったが、かなりいい色のインクになったのだ。

　ベルも帰したので、図書館の中は静かだった。

　外の日が暮れていくに従って、館内も薄うす暗ぐらくなってゆく。

　見づらくなってきたなーと思った時、ふっと手元のランプが点灯した。

「ゅーぃち、もじ、ぅまくなたね」

　ランプの中からレィが顔を出して言った。

「そうかな？」

「れぃ、ょめなぃけど、でも、ゎかるょ。じょーず。ぁと、」

「あと？」

「きもち、こもてる」

「気持ちは……確かに込もっているかも」

　自分の文面を見ながら苦く笑しようする。

　もう、これで最後かもしれないと思ったせいか、正直身み悶もだえするほど恥はずかしいことも書いてしまった気がする。まだ深夜じゃないけど、深夜のテンションで書いただろうと言われても否定できないレベルの産物だ。

　でも、リーネさまにこんなことを伝えるのも、これが最初で最後……そう思えば、こうして言葉にも残せるというものだ。

「ゅーぃち、もじ、ぉぼぇる、がんばた。ょかた？」

「そうだな。この世界の文字を覚えてよかったと思うよ」

　覚えることになった当初は面めん倒どうくさくもあったし勉強も手て探さぐり状態だったが、それでも頑張ってよかったと思うし、教えてくれた人たちには感謝している。

　文字は偉い大だいだ。面と向かって伝えられないことも、こうして伝えられるのだから。

　それを簡単に載のせて運ぶことができる紙というものも、そう考えると素す晴ばらしいものだ。

　文字と、紙と……それでたくさんのことをたくさんの人に伝えたいっていう気持ちが、もしかしたら僕が元々いた世界で本というものを作ったのかもしれない。

　日本にいた時は身近にありすぎて考えもしなかったけど、この世界の人たちが本を前にして感動する気持ちが、また少し分かった気がした。

「…………これでよし」

　最後に、これでもかと恥ずかしい一文を書いた。

　書いた本人が思わず目を逸そらしてしまうほどの、それはそれは香こうばしい一文である。

　……いいんだ。何度も言うけど、これが最初で最後だし。

　ベルの気持ちも、たくさんの文字で綴つづられていたからこそ、鈍どん感かんな僕にだって伝わったのだし。ここまで書かなきゃ、リーネさまの氷のような心には波風すら立てられないかもしれないし……だから、これでいい。

　読み返すのすら恥ずかしかったので、僕はインクが乾かわき次し第だいすぐに折りたたんだ。

　封ふう筒とうというものはないので、図書館の備品として残っていたスティック糊のりを使って手作りし、便びん箋せんを入れて封をする。

「あとは、本人に届けるだけだな」

　そんなこんなで、翌日。

　僕は手紙を持ってリクリウッド城へと向かった。

　図書館開館前の、いつもリーネさまに会っている時間だ。

　太陽が地平に顔を出す前のこの時間、集落の中はまだ夜の気配に満ちている。日中聞こえる人々の声も、鱗リン馬バのいななきも聞こえない。リクリウッド城も、それ自体が眠ねむっているかのようにひっそりとしている。

　さて。

　いつもは門のところで顔見知りの門兵さんに通してもらい、リーネさまの待つ謁見の間へ諸もろ々もろ必要な手続きをしながら向かうわけだが、今日はその必要はない。

　僕は薄うす闇やみの中、前方に見える城の門周辺に目を凝こらす。

　そして門のところでうとうとしている姫ひめ騎き士しさまを発見し、近づいた。

「ベル、おはよう」

「ふぁ……？　おお、ユーイチ、待っていたぞ」

「ごめんな、こんな早くに」

「いや、構わん。おぬしの頼みだしな。それに、昨日は早く城に帰って眠っておいたし」

　その割に眠そうに目をこすっているベル。

　普ふ段だんと違う時間に起きれば、いくら早く眠っていても負担だろう。

「じゃあ、これを、リーネさまに渡わたしてくれ」

「うむ。分かったが……これは何だ？」

「手紙っていうんだ。僕からリーネさまに伝えたいことを書いておいた」

「ほお、ホンをすごく薄うすくしたような感じか？」

「いや、そうじゃないんだけど……まあ、似たようなものだ」

　長くなりそうな説明を省略して、僕はベルに手紙の開け方を説明し、リーネさまに伝えてくれと頼んだ。

「……わたしも中を見ていいのか？」

「だめだぞ。これはリーネさまに宛あてて書いたんだから」

「姉上だけずるい……」

「ずるくないずるくない」

「ユーイチ、わたしは不満を覚えながらこれを姉上に届けるのだ。そんなわたしは、褒ほう美びを所しよ望もうする」

「褒美……？　何を？」

「分からんのか？　ん？」

　ベルがぺこりと頭を下げている。待っている。

「……はいはい。ありがとうございます」

　手を差し出すと、ベルがそこに自ら頭を収めた。

　撫なでてやると、ポニテをぶんぶん振ふり回しながら頭を手に押し付けてくる。犬か。

「じゃあ、姉上に届けてくる！」

「ああ、頼んだよ」

　城の中へと戻もどって行くベルを見送り、僕も来た道を帰ることにした。

　集落の中に、地平線から昇のぼってきた太陽の光が差し込んでゆく。

　その光景に目を細めつつ、僕は図書館へ戻る。

　今日は、この人間族の集落で普段通りに図書館を開く、最後の日になるかもしれない。だから、後こう悔かいのないように通常営業をしようと思う。

　そして閉館時、ルミナリアさまを始め集まってくれた人たちに答えを公表するのだ。

　そう心に決めて、僕は今日一日を始めることにした。







　さて、開館した図書館は、昨日以上の来館者で溢あふれ返っていた。

　僕と図書館が他ほかの集落を選ぶかもしれないと知った人間族の集落の人たち。それが、昨日僕を勧かん誘ゆうしに来た人たちに加わっている。

　ざっと昨日の倍の人数が図書館の中にいた。

「ユーイチはモテるな。まあ、わたしが見込んだというか惚ほれ込んでいる男だしな！」

　カウンターには、先ほどからひっきりなしに人が来ていたのだが、ちょうど人の波が途と切ぎれたところで手伝ってくれていたベルが言った。

「いや、僕じゃなくて、みんなが欲しがっているのは図書館だからさ」

「わたしはおぬしが欲しい」

「お前さんのその直球、本当にすごいよ……」

「そうか？　すごいのか？」

「少なくとも僕には真似まねできない」

「真似をしてもよいのだぞ？　全力で受け止めよう」

　砲ほう弾だんが飛んできても構わず受け止めてくれそうな感じでベルが言った。

「……ところでベル、リーネさまには手紙を届けてくれたか？」

「ああ、きちんと渡したぞ」

「ありがとう……その、何か言ってたか？」

「いや、特には」

「……そっか」

　手紙を書いたのは、あくまで僕からの言葉を伝えたかっただけだ。リーネさまからの反応が欲しかったわけではない。

　けど、若じやつ干かん、反応が欲しい気持ちがあったのも事実で。少し寂さみしく思ったのは内ない緒しよだ。

「今日、答えを公表するのだろう？」

「ああ。図書館を閉める時にな」

「そうか……じゃあ、わたしはユーイチの部屋の掃そう除じをしてくるよ」

　ベルが、無理して作ったような笑え顔がおで、管理人室へと入っていった。

　僕がどうしようと考えているのか、ベルにはまだ言っていない。だが、現時点でどこの種族にしようかは、おおよそ決まっていたりする。

　それがどこかと言うと……ドリアード族か、ドワーフ族のところです。

　ベルに言ったら「エルフ族ではないのか」と驚おどろかれそうな答えだと、我ながら思う。

　だが、永住するかもしれない集落に行ったことがないというのは不安だし、ルミナリアさまは……ちょっと苦手なんです。見下し体質なところはリーネさまを思い出すし……周囲がエテルさんのような美人だらけで、それがハーレム化するのは悪くないんだけど。

　人間族は……最終候補から外している。

　集落には愛着もあるし、ベルを筆頭に人間族の人たちは自分によくしてくれた。けれど、やっぱり、リーネさまが……トップの人からの扱あつかいに不満がある。

　……何だろう。僕はもしかしたら、腹いせがしたいのかも。

　リーネさまを泣かせて、すっきりしたいのかも。

　まったく子供じみていると思う。そんなことは不可能で、せいぜい不快に思わせるくらいしかできないだろうに。

　しかし、不快にすら思われなかったら……その時は、僕が泣こう。

「あの、館長どの」

　そんな風に一人、思いを巡めぐらせている時だった。

　話しかけてくる人がいた……が、姿が見えない。

「こっちですよ、こっち」

　声のする方──カウンターの向こうを覗のぞき込んでみると、そこにドワーフ族より小さい白しろ髭ひげのおじさんがいた。

　ドンドールさんの友人の、昨日も話したノーム族の人だ。

「ああ、そちらでしたか、すみません」

「いえいえ、慣れておりますので。あの、実は昨日、気になったことがありましてな」

「気になったこと、ですか？」

　ノーム族の人が頷うなずきながら、僕を指差した。

　その節くれだった小さな指先が示すのは──僕の、胸むな元もと。

　そこには、リーネさまから貰もらった図書館館長の証あかしであるバッジがある。

「ええと……これが、何か？」

「よく見せていただきたいのですが、よろしいですか？」

「ええ、構いませんが」

　僕は、バッジを外してノーム族の人に渡した。

　ノーム族の人は、受け取ったそれに目を近づけるようにし、まじまじと観察し──

「──ふむ。やはり」

「やはり？」

「ええ、これはオリハルコス稀き石せきですな」

「オリ……なんです、それ？」

　聞いたことのない単語に思わず首を傾かしげた。

「オリハルコス稀石は、非常に稀少で貴重な金属です」

「貴重……これが？」

「はい。そうですね……このバッジ一つで、一年や二年は遊んで暮らせましょう」

　言って、ノーム族の人がバッジを返してくる。

　僕は話にびっくりして、危あやうくそれを取り落としそうになった。

「こ、このバッジに、そんな価値があるんですか……？」

「ええ。このトショカンの館長どのにふさわしい装そう飾しよく品ですな」

　ノーム族の人は、バッジを確かく認にんして満足したらしい。「よい物を見せていただき、ありがとうございました。では、失礼」と言ってカウンターから離はなれていった。

　残された僕は、まじまじと改めてバッジを見た。

　これが、貴重な金属……リーネさまは、そんな高価なものを僕に──

「ユーイチよ、覚かく悟ごは決まったのじゃろうな」

　そんな声が、僕の思し索さくを断たち切った。

　カウンターに身を乗り出して話しかけてきたのは、ルミナリアさまだ。

「え、ええと、覚悟とは……」

「ふん。我がエルフ族の元へと来て、我が婿むこになる覚悟に決まっているじゃろう？」

　……どうしよう。

　最終候補に入れていないんですけど。婿とか考えてなかったんですけど。

「何だ、まだ覚悟できておらんのか？　今日答えを出すと言っておったじゃろうが」

　僕の芳かんばしくない反応に、ルミナリアさまが片かた眉まゆを上げた。

「も、もちろん出しますよ。今日の閉館時に皆みなさんの前でお話しします」

「そうかそうか……では、その時を楽しみにしていよう」

　ルミナリアさまは鷹おう揚ような所作で図書館の奥へ向かわれた。

　僕がエルフ族を選ぶと確信しているようで、だいぶ気まずい。

　だが、僕は決めている。

　心の声に従って、僕が僕の居場所を決めるのだと。







　長いようで短い一日が刻一刻と過ぎ……

　その日、寺てら澤さわ文庫図書館は閉館の時間を迎むかえた。

「ユーイチ、皆には外に集まってもらったぞ」

　カウンターの中を整理していると、ベルがやって来て僕に告げた。

「そうか……ありがとう、ベル」

「わたしも皆と共に聞こう。ではユーイチ、待っておるぞ」

　ベルが先に図書館から出て行く。それを見送って、僕も気持ちを決めた。

　僕は──ドリアード族のところへ行く。

　最後までドワーフ族とは迷ったが、ドワーフ族の族長は知らない人で、対してドリアード族は顔見知りのネロリさんが族長だ。ネロリさんは族長としても人としても尊敬できる人だし。今回、直接話をすることができたというのも大きい。

　そんなわけで、あとはそれを発表するだけである。

「ゅーぃち、ぃく？」

　レィが、僕の肩かたに乗って言った。

　小さな重みに、決心がつく。

「ああ、そうだな……行くか」

　ベルが出て行った後を追うように、僕はレィと共に図書館の外へと向かった。

　外に出て、思わず目を細めた。
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　夕暮れの太陽が眩まぶしい。それ以上に、そこに揃そろう人々のあまりの多さに眩暈めまいがした。

　広場からみんなが見上げているのは、階段の上にいる僕だ。注目されているのが分かる。

　……ああ、胃の辺りが重たい。緊きん張ちようする。

　しかし、泣き言は言っていられない。言わねば、前には進めないのだから。

　一度、大きく息を吸い……肺が震ふるえるのを自覚しながら、それを吐はき出す。

「──皆さん。昨日今日と図書館と僕のためにお集まりいただき、ありがとうございます」

　こんな言こと葉ば遣づかいで話すのは、人生で初めてだった。そもそも人前でスピーチなんてのが人生初体験である。

　もう一度息を吸って、続ける。

「……皆さんから、自分たちの集落へ来ないかと言われて、嬉うれしかったです。だから僕は、この機会にきちんと考えてみました。図書館と僕が、どこを居場所にするかを」

　目の前の人々が、うんうん、と頷いている。

「それで、決めました」

　その場にいた全員が、続く僕の言葉を待っている。固かた唾ずを飲んで、耳を傾かたむけている。

　僕は、意を決して答えを口にする。

「図書館と僕は、今後──」

　その時、にわかに人々の間からどよめきが起きた。

　何だ何だと思っていると、

「ゅーぃち、ぁれ」

　肩の上のレィが小さな指で示す先を見る。

　ドラゴンのような巨きよ大だいな生き物が、リクリウッド城の方角から飛んできていた。

　いつかも目にした飛ひ竜りゆうだ。その背を見て、僕は目を疑う。

「噓うそだろ……………………リーネさま？」

　人間族の族長であり、僕の雇やとい主であり、常に高いところにいる高ハイ圧プレ女ツシ王ヤー陛・クイ下ーン。

　その人が一人で乗っていた。

「あ、姉上っ!?」とベルが叫さけぶ。

　動どう揺ようしたのは、僕とベルだけではなかった。リーネさまに気づいたらしい広場の人々のどよめきが大きくなる。飛竜が広場の中央へとやって来ると、人々は慌あわてて飛び退のいた。円形に開けたその空間に、飛竜は舞まい降りる。

　だが、僕の驚きは、それだけに留とどまらなかった。

　リーネさまが、飛竜の背から降りたのだ。

　その光景は、僕に言葉では言い尽つくせないほどの大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

　リーネさまが、他ほかの人と同じ目線に立っているのを見たことなど、これまで皆かい無むで。

　僕より低い場所に立つことなど、ありえないことで。

　あのリーネさまが……高圧女王陛下が……

「ユーイチ」

　リーネさまに呼ばれて、僕ははっとした。

　次の瞬しゆん間かん、ぎくりとする。

　冷たい印象の青い目が、僕にまっすぐ向けられていた。

「……あ、あの、リーネさま──」

「わたくしが間ま違ちがっていました。あなたの要求を吞のみます」

　僕の言葉を遮さえぎるように、リーネさまがそう声高らかに言った。

　リーネさまと僕との距きよ離りは優に三十メートルはあったはずだが、その声はよく通った。

　……だが、

「あの、いま、何と……？」

　僕の蚊かの鳴くような声が届いたかどうかは分からない。しかし、聞き間違いだと思った僕に、リーネさまはそれを肯こう定ていする内容を今度は詳しよう細さいに説明し始める。

「あなたの生活がもっと高い水準で送れるようにしましょう。具体的には、毎日生活の心配をしなくてもいいように、城から定期的に食料を届けさせます。仕事量やその評価、報ほう酬しゆうの基準についても、もっと適切な体系を考えましょう。報告書や時間外の働きについても、今までは当然のこととしていましたが、確かにあれはタダ働きで、あなたには負担だということを認にん識しきしました。わたくしの落ち度です、今後はやり方を変えましょう」

　リーネさまが一息に言った。

　え、ええと……まずい、何を言われたのか、理解が追いつかない。

　だが、僕が理解するのをリーネさまは待たない。

　混乱している僕を前に、彼女は一度静かに息を吸って、

「それから……もっと褒ほめます」

　すいっ、と視線を逸そらして、そうおっしゃった。

　しーん、と沈ちん黙もく。

「……………………………………………………………………何とか言ったらどうです？」

　僕が黙だまったままでいることに痺しびれを切らしたのだろう。

　リーネさまが、不ふ機き嫌げんそうに目を眇すがめてそう切り出した。

「す、すみません、驚おどろきまして……」

「何を驚くことがあるのです。わたくしは、そんな煮にえ切らない反応が欲しくてここまで来たわけではありませんよ。わたくしは、あなたを引き止めにきたのです」

　リーネさまの冷たい青色をした瞳ひとみにまっすぐ見つめられて、僕は硬こう直ちよくする。

「ユーイチ。ここに……わたくしの元に残りなさい──言いたいことはそれだけです」

　何も言えずにいると、リーネさまが僕に定めていた目を伏ふせた。

　女王陛下には、特別な表情はない。だが、どこか寂さみしそうに見えた。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ええい、ユーイチよ。さっさと話を進めぬか」

　そう痺れを切らして言ったのはルミナリアさまだった。

　彼女はリーネさまを見て、「フン」と不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らす。

「リーネストーリアよ、ユーイチはそなたに嫌いや気けがさしたのじゃ。そなたがこの期ごに及およんでいくら乞こうたところで、ユーイチはもう自分の居場所を決めたのじゃ。そうじゃろう、ユーイチ？」

「え、ええ、まあ……そう……」

　ルミナリアさまとリーネさま、二人の族長が睨にらみ合う中……僕は答えが出せない。

　リーネさまがここに来てくれるとは思わなかったし、こんなことを言ってくれるとも思わなかったのだ。決めていたはずの答えが、大きく揺ゆらいでいる。

　ぐらぐらとまるで定まらず、僕が葛かつ藤とうに喘あえいでいた──その時だ。

　ズン！　と地面が、空気が揺れた。

「!?　な、なんだ、地じ震しんか……？」

　いや、違ちがう……腹の底に響ひびくような振しん動どうが、ズン、ズンと……まるで近づいてくるように強まってゆく。人々の間からもどよめきが起き、やがて広場が騒そう然ぜんとなった。

「ゅーぃち、ぁれ……」

　レィが、先ほどリーネさまに気づいた時のように、だが怯おびえた様子で僕の左側を示す。

　僕はその方向を見るために振ふり返り──絶句した。

「な、なんだあれは……？」

　それはそれは大きな──図書館ほどの背を持つ──生物が迫せまってきていたのだ。

　ゴツゴツした膚はだの黒い二足歩行の彼は恐きよう竜りゆう、いや怪かい獣じゆうと言った方がいいかもしれない。

　というか、ゴ○ラである。

　そこまでの大きさではないし、ギザギザの背びれこそないものの、形状はまさにそれだ。あれって架か空くうの怪獣だと思ったけど──

「──って、そんなのはどうでもいい！　何だよあれはっ！」

「ゴジラサウルスだ！」

「まんまだな!?」

　ベルの解説に思わず突っ込んでしまった。頭の中で伏せ字にした意味、皆無である。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか、あれ。火とか吐きそうな面つら構がまえなんだが」

「火は吐かぬ」

　答えてくれたのはネロリさんだった。

「そ、そうですか、よかった。でも、何かこっちに来てるんですけど……!?」

「ゴジラサウルスは住み処かとする森からは滅めつ多たに出ぬ温おん厚こうな生物だ。ただ、縄なわ張ばりに侵しん入にゆうされれば、その侵入者の命をとるまでにおいを頼たよりにどこまでも──それこそ海すら渡わたって追いかけてくると聞く」

　ネロリさんが眉み間けんに皺しわを寄せて言った。珍めずらしく焦あせっているのが分かる。

　海、という単語に、ふとウンディーネ族の集落で見た海神の像を思い出したが、目の前の怪獣はあの像そっくりだ。こいつがモデルだったのかもしれない……というか、待て。

「……それって、誰だれかが侵入したから追ってきたってことですか？」

「こちらに向かってくるとあれば、ここにいる誰かが侵入したのだろう」

　思わずベルを見るが、ベルは「わたしではないぞ！」と両手をブンブン振ふり否定した。

「……違ったか」

「疑うとは失敬だぞユーイチ！　そもそも、ここにいる者たちも皆みなゲートを使って来ているのだから、わざわざゴジラサウルスの住み処へ侵入してきた者な、ど……」

　そこでベルは僕の視線に気づいたらしい。

　僕の視線の先には、硬直しているルミナリアさまが。

「貴様かエルフ族族長っ！」

「お、お待ちください！」

　ベルの前に飛び出したのはエテルさんだった。

「長おささまはゴジラサウルスの住み処を迂う回かいする正規のルートを通過されて来たはず。ですから長さまがアレの標的であるわけがありません。そうですよね、長さまっ!?」

　エテルさんが同意を求めて振り返る。

　だが、ルミナリアさまは、両手の人差し指をツンツンと合わせて、

「すまん」

　そう一言、謝罪した。

「えっ、あの、長さま……？」

「飛竜で空を飛ぶのは怖こわいし、鱗リン馬バの背は尻しりが痛くなるし、早くトショカンを見たかったし……近道してしもうた」

「バカ──────ッ[image: !!!]」

　小声で言ったルミナリアさまに、エテルさんが叫んだ。族長の襟えり首くびを摑つかんで、ガックンガックンと揺すっている。ルミナリアさまも返す言葉がないようで、されるがままである。

　ルミナリアさまをゴジラサウルスに引き渡せば話は早いのだろう。だが、そんなことはできないし……

「こ、このままだと、あいつ、図書館直ちよく撃げきコースじゃないか!?」

　ズン、ズンと地じ響ひびきを伴ともないながら巨きよ体たいを揺らしてやって来る怪獣に、広場の人々が蜘蛛くもの子を散らすように逃にげ始める。族長も、そうでない人も、誰も彼もが広場から退散する。

　……が、僕は逃げられなかった。

　あんなのが突とつ進しんしてきたらこの老図書館なんてひとたまりもない。

　こいつは、じいさまが守ってきた形見のようなもので。この世界に一人でやって来た僕の、相棒のようなもので。だから、僕は、

（図書館を置いていけるかっ……！）

　そう決意した時、僕の視界の片かた隅すみで人ひと影かげが動いた。ベルだ。

「フッ……また我が剣けんの出番か」

　ベルが、シャン、と鞘さやから剣を抜ぬいて構える。

　その剣先に据すえた怪獣は、もう図書館の目と鼻の先だ。

「ベル、お前あれを倒たおせるのか!?」

「分からぬ。だが、こんな時に使わずに何が武力か！　行くぞ怪物であああああッ！」

　悲鳴が飛び交かう中、剣を振りかぶったベルは単たん騎き、人々と反対方向へ駆かけ出した。

　一直線に、自分の数十倍もの大きさがある怪獣の元へ走りゆく姫ひめ騎き士しさま。

「ベル、無茶だ、引き返せ！　ベル！　ベ──」

　僕がベルの後を追おうとした、その瞬間……視界の端はしで、動いた人がいた。

「リーネさま……!?」

　人間族の族長であり、僕の雇い主であり、常に高いところにいる高圧女王陛下──

　その人が、怪獣の元へ、迎むかえ討うとうとでもいうように歩いてゆくではないか。

「あああ姉上ええっ!?」

　突進を中断したベルが、姉の行動に気づいて叫ぶ。

　その叫びも虚むなしく、リーネさまは、なんと僕らと怪獣の間に割って入った。

「ユーイチ、ベルフローリア。下がっていなさい」

「いやあのリーネさま危ないですか──」

「下がっていなさい」

　背を向けたままのリーネさまの一声に、僕とベルはその場に立ち尽つくす。

　ゴジラサウルスが、リーネさまに迫る。

　そして、その醜みにくい鼻先を向け、口を開き、凶きよう暴ぼうな牙きばで彼女を──




「　　頭　　が　　高　　い　　」




　リーネさまが凛りんとした声で、たった一言、そう放った。

　思わず竦すくみ上がり頭こうべを垂れる僕の身体からだ……ええ、染しみ付いた服従心のせいです。

　だが、反応したのは僕だけではなかった。隣となりのベルと二人だけでもなかった。

　空気をピリリと刺さし貫つらぬくようなその鋭するどい言葉に、先ほどまで興奮して突進してきていた怪獣の動きがピタリと止まったかと思うと……やがて、緩かん慢まんな動作で怪獣は頭を垂れた。

　リーネさまは、地に伏せの体勢で鎮しずまった怪獣に近づく。

　そして、あろうことかその頭を撫なで、

「わたくしの国と国民に危害を加えることは許しません。さあ、森へお帰りなさい」

　逆らうことなど不可能な強制力を持つと共にどこか優やさしい言葉と口調で、怪獣に帰き還かんを命じた。まるで謁えつ見けんの間から僕を帰す時のように。

　すると、怪獣は静かに体勢を戻もどし──ゆっくり踵きびすを返した。そして、元来た道を戻っていく。ズン、ズン、と地を揺らす足音が遠ざかっていき、やがて聞こえなくなった。

　図書館の前に、平へい穏おんと静けさが戻った。

「よ……かったあ……」

　僕はへなへなとその場にくずおれそうになった。それをガシッとベルに支えられる。

「大丈夫かユーイチ!?」

「こっちのセリフだよ……それにしても……」

　ベルに肩かたを借りながら、僕は窮きゆう地ちを救ってくれたその人を見た。

　僕と同じ地面に立つリーネさまは、僕よりも背が低かった。知らなかったことだ。この人が玉座を降りて他ほかの者が踏ふむ地面に立つことがある、ということも知らなかった。

　……というか、正直、僕は混乱していた。

　あのリーネさまが、その視線を上以外の方向から僕に向けることがあるなんて……

「姉上どうしてここへ!?　今日は政務が忙いそがしいとおっしゃっていたではありませんか！」

　ベルの言葉に僕ははっとした。そうだ、どうして……

　疑問に思っていると、リーネさまが懐ふところから一枚の紙切れを取り出した。

「これを読んだからです」

　僕が書いた手紙だった。

　……うーん、どうしよう。

　読んだ本人と顔を合わせるなんて、これっぽっちも想定してなかったんですけど。

　内容が内容だけに、すご────く気まずいんですけど。

「姉上を動かすとは、ますます何が書かれているか気になる……しかし、今はそれより」

　ベルが広場を見回すのに釣つられて、僕も見る。

　僕ら三人しか残っていなかった。

「ユーイチよ、皆を集め直そうか？　何だか遠くまで逃げてしまった者もいそうだが」

「いや、いいよ……とりあえず、二人に聞いてもらえば」

　女王陛下を見て言うと、彼女は不思議そうな目で僕を見返した。

「……よいのですか？　あなたが選んだ種族の代表に聞いてもらわなくて」

「ええ。だからリーネさまがいるからいいんです」

　リーネさまは、ピクリともしなかった。

　普ふ段だんは目つきが悪い碧へき眼がんが、凪ないだ湖のような静けさで僕に向けられている。

　無言のままのリーネさまに、僕は、一度息を吸い、腹を決めて、

「……リーネさまの元に残ります」

　そう僕の雇やとい主さまに告げた。

　答えを聞いたリーネさまが、フイッと視線を逸そらす。

「…………よいのですか？　わたくしに、不満があったのでしょう？」

「さっきリーネさまが提案してくれた待たい遇ぐうなら、不満もないです。僕の不満は、その手紙に書いた通りですから」

「下僕でいいから、認めろということですね」

「は……？」

「『リーネさま、僕は、あなたに下僕だ何だと言われても構わなかったんです。あなたが、きちんと認めてくれさえすれば、僕はそれだけで──』」

「ちょおおおおっとそれはやめてもらえますかねえええ!?」

　リーネさまが読み上げ始めたので、僕は手紙を引ったくった。

　夜のテンションが僕に書かせた手紙の一文は、改めて聞くと酷ひどいなんてものじゃない。やはり朝の見直し作業は大事だと、まさかここで学び直すことになろうとはね……

「……でも、他の種族でもっと望む待遇のところはあったのではないですか。わたくしの提案する待遇には、ハーレムは含ふくまれませんよ」

「ハーレムを諦あきらめることになるのは少し残念ですけど……でも、それでもリーネさまの元がいいって思ったんですよ」

「なぜ……」

「だって、ねえ……」

　不可解そうな表情のリーネさまを脇わき目めに、僕は広場を改めて見た。

　先ほどの突とつ発ぱつ的な危機において、僕と図書館のために残ってくれたのは、そして前に立って守ろうとしてくれたのは、ベルと、この女王陛下だけだった。

　いざという時に守ってくれる安心感がある。それって、選ぶ理由としては大事なことだ。この人は、それだけ僕や図書館を大事に思ってくれている、言葉だけじゃなく本当に認めてくれているんだって、そう実感できたし。

　それに、あの巨きよ大だいな怪かい獣じゆうすら屈くつ服ぷくさせる女王力……正直、腰こしが抜けたのは怪獣への恐きよう怖ふや安あん堵どからではなく、リーネさまの圧あつ倒とう的支配力に僕が心から屈服させられたからだ。

　それを感じた時、もうそこに迷いはなかった。

　代わりにあったのは、ああ、この人の元で働き続けよう……そんな、確かな決心だった。

「『だって』、何なのですか？」

「カッコいい女王陛下の元で働けたら、それだけで自じ慢まんになります」

　僕の答えに、リーネさまは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔になった。うん、新しん鮮せんだ。

「そんなわけで、リーネさま。今後もよろしくお願いします」

「………………こちらこそ、よろしく頼たのみます」

　僕が頭を上げた時には、リーネさまは踵を返し、既すでに待機していた飛ひ竜りゆうの方へと向かっていた。

　ベルが、僕の肩をぽんと叩たたく。

「ユーイチ、手紙を書いてよかったな！　姉上は話の分かる方だと言っただろう？」

「あ、ああ……」

　こっ恥ぱずかしい手紙を書いてしまったわけだが、図書館の危機も救えたことだし、僕の気持ちも通じて待遇改善するしで、よかったよかった──

　と、リーネさまから奪うばった手紙に目を落として、はた、と気づく。

　…………あれ？

　あれあれあれ……これ……待て。やっぱり、これって……

「あの！　待ってください、リーネさま！」

〝それ〟に気づいた僕は、慌あわててリーネさまの元へ駆け寄った。

「……まだ何か？」

　リーネさまが振ふり返らずに尋たずねてくる。

「いや、あの、確かく認にんせずにはいられないことが」

「？　何ですか。もったいぶらずに言いなさい」

「いや……そのですね……」

「……何ですか。ユーイチ、何なのです？」

　僕の態度に苛いら立だち始めたのだろう。リーネさまは立ち止まり、僕を睨にらみ上げるように肩かた越ごしに視線をよこした。普段は恐おそろしい見下し視線も、この位置だとただの上うわ目め遣づかいにしかならない。

　しかし、これ以上いらいらさせるのも女王陛下相手に失礼な話なので、僕は少し屈かがんでリーネさましか聞こえないように小声でささやいた。

「リーネさま、僕の手紙で泣いてくれたんですか？」

　リーネさまがバッと全身で振り向いた。

「……何を言っているのです？　誰だれが、泣くなど──」

「これ」

　刺すように冷たいリーネさまの眼まな差ざしの前に、僕は手紙を提示した。

　リーネさまが困こん惑わくするような顔になる。

「何ですか、それが何か──」

「ここ、インクが滲にじんでますよね」

　瞬しゆん間かん、リーネさまが固まった。

　あーやっぱりそうなんだなーそうかそうかーと僕は確信する。

「何かなって思ったんですけど……これ、涙なみだのあとですよね」

「……違ちがいます」

　否定するリーネさまだが、動どう揺ようしているのが分かった。先ほどまで気づかなかったのだが……この人、どうも動揺すると目を逸らす癖くせがあるようなのだ。

　ずいぶんと人間らしいところがあるものだ。いや、リーネさまは人間なんだけどさ。

「水すい滴てきが落ちたのでしょう。ええ、そうです、あの時、喉のどが渇かわいたので水を──」

「リーネさま」

　目線を合わせると、リーネさまがビクッとした。

　おお、なんと新鮮な反応だろうか。

「な、何ですか」

「そこ」

　僕はリーネさまを指差した。

　リーネさまが僕の指先が示す部分……目元の、泣きぼくろがあるあたりに触ふれて、訝いぶかるように目を瞬しばたたく。

「だから、何です？　何かついているのですか？」

「いえ、そうではなくて……赤いです、そこ」

　近くで見て初めて気づいたのだが、それは明らかに、

「泣いたあと、でしょう？」

　指し摘てきした瞬間、リーネさまの顔が、かああっと真っ赤になった。

　おお、リーネさまもこんな顔をするとは。しかもこんな至近距きよ離りで見られるとは……継けい続ぞくして仕えてみるものだなあ。

「ち──違います、これは、あなたのせいで徹てつ夜やで、目が疲つかれて、こすったから、」

「いやいや、誤ご魔ま化かさなくてもいいんですよ、リーネさま」

「誤魔化してない」

　リーネさまが、むすっとしておっしゃった。

　膨ふくれっ面つらはさすが姉妹か、ベルに似ている。リーネさまがベルに似ているなんて、パッと見の外見以外では初めて思ったかも。

「帰ります」

　ご機き嫌げん斜ななめのリーネさまは、そう言ってくるりと僕に背を向けた。

「待遇など諸もろ々もろについては、明日の朝──いえ、あなたの都合のよい時に城まで来なさい。その時に話し合って決めましょう。では」

「リーネさま」

　再び飛竜の方へと向かおうと歩き出したリーネさまを、僕はまたしても呼びとめた。

「何です、まだ何かあるのですか？」

「ありがとうございました」

　リーネさまが歩みを止めた。

　夕ゆう陽ひが逆光になり、その横顔がどんな表情なのかは見えない。

「リーネさまのこと、誤解してました。僕のことなんて、これっぽっちも考えてくださっていないのかと思ってました」

「考えていないかもしれませんよ」

「いえ、そんなことないです。これ、いただきましたし」

　僕は、自分の胸むな元もとに輝かがやくバッジに触れて言った。

「……今さらその価値が分かったのですか」

「はい、実はさっき知ったんですけど」

「大切になさい。あなたがこれまで出した利益だけでは手に入らぬものですから」

　リーネさまの言葉に、いつもの確かな棘とげが戻もどってきた。動揺して取り乱している普段と違うリーネさまも新鮮でよかったが、リーネさまにはこちらの方が合っている。

　……というか、そうじゃないと僕も調子が狂くるうしね。

「では、今度こそ帰ります」

「リーネさま」

「っ、何なんですか。何度も何度も──」

「あなたの元でこれからも働けることに感謝します」

　言っておきたかった言葉だ。きっと、今しか伝えることはできない。

　僕の言葉に、リーネさまは一いつ瞬しゆん、面めん食くらったように沈ちん黙もくしたが、

「……そうですか。では、また存分に働いてもらいましょう」

　涼すずし気にそう言って、飛竜の元へと歩いていく。

　もう少し反応が欲しかった気もするが……まあ、それでこそリーネさまだよね。

　実際に涙は見られなかったけれど、あの人でも泣くということを知れただけでもよかったと思う。僕の言葉で泣いてくれた、そして僕と図書館を守ろうと怪獣の前に立ってくれた……その事実だけで、当分は元気に働けます。

　そんな風に思って、リーネさまを見送ろうとしたのだが。

「……あの、リーネさま。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　リーネさまが、飛竜に乗るのに手こずってらっしゃった。

　前回飛竜で現れた時には、飛竜乗りのお付きの方がいたはずなのだが……そういえば今日のリーネさまは単身で飛竜に乗ってこられたのだった。お忍しのびか、お急ぎできてくれたのかもしれない。もしくは誰にも泣き顔を見せないように、とか。

「乗るの、手伝いましょうか？」

　飛竜の首元で四苦八苦しているリーネさまに声をかける。

「いいえ、結構です。自分で乗れますから」

「いや、危ないですって。転びますよ」

「大丈夫だと言って──あ、」

　僕の注意も虚むなしく、リーネさまがドレスの裾すそに足を引っ掛かけて、コケた。

「ほら、だから言わんこっちゃない──」

　慌てて受け止めたリーネさまの顔を見て、僕は硬こう直ちよくした。

　リーネさまの目元が、わずかに濡ぬれていたのだ。

　それは、まるで、

「──リーネさま、泣いてま」

「泣いてませんっ！」

「いてっ」

　言って、リーネさまは僕を踏ふみ台にし、飛竜の背にさっと跨またがった。

　それから一も二もなく飛竜を羽ばたかせて、空へ。ゴジラサウルスが森に帰る歩みよりも速く、逃にげるようにリクリウッド城へお帰りになった。
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「リーネさまも、泣くんだな……」

　先ほど事実として知ったはずなのだが、実際に目まの当たりにすると結構な衝しよう撃げきだった。

　リーネさまが……あの、高ハイ圧プレ女ツシ王ヤー陛・クイ下ーンが……

　……なんか、いいものを見た気がするな。

「いや、どっちかというと見下し以外の笑え顔がおを見せて欲しかった気もするが──」

「ユーイチいま姉上と抱だき合っていただろおおおおお！」

　身体からだに走る衝撃の原因はもう慣れたもので、相手の顔を確かく認にんするまでもない。感かん慨がい深くリーネさまを見送った僕に、ベルが間かん髪はつ容いれずに体当たりをかましてきたところである。

「抱き合ってないだろ。お前の姉さんの手助けをしただけだ」

「おお、そうだったか。それはご苦労だった」

　飛ひ竜りゆうの姿を確認するように、ベルがリクリウッド城の方角へ目を向ける。

「……ユーイチ」

「うん？　何だ」

「姉上の元に残ってくれて、ありがとう」

　ベルが、僕を見て笑った。

　夕焼けのオレンジ色に染まった図書館を背景に、それはそれは見事な笑顔だった。

　まるで図書館までもが一いつ緒しよに笑っているように見えるほどだ。

「……お前さんがリーネさまの分まで笑ってくれるから、いいか」

「ん？　何の話だ？」

「ここに残ってよかったって話だよ」

　僕の言葉に、ベルは目をぱちぱちと瞬いて──それから、もう一度笑った。




　己おのれが根ざす土地を、仕える人を選ぶこと……それを自主的に決めることで、それまで見えなかったことが見えた。知らなかったことを、知ることができた。

　それは、人の気持ちと、自分の気持ちだ。

　結局、同じ場所、同じ人の元に残ることになったけれど……

　それでも、自分が自分の心に従い決めた今日という日のことは、決して無む駄だじゃなかったと僕は思います。
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　リーネさまが城へお帰りになったあと、散り散りになった人々が広場へと戻ってきた。

「……そんなわけで、図書館と僕は、これからもこの場所にいることに決めました」

　広場に集まり直した面々に、僕は宣言した。

「皆みなさんのご期待に応こたえられず申し訳ありませんが、今後も来館してもらえると嬉うれしいです。お騒さわがせしてすみませんでした」

　僕のそんな決断を幕引きに、多くの種族を巻き込んだ広場の集会は解散となりました。

　人々から文句や苦情を言われる覚かく悟ごでいたのだが、特になくてホッとした。知人たちも同様で、ネロリさんやドンドールさんは「また来るぞ」と言って肩かたを叩たたいてくれたし、ミーナも「元サヤも悪くないにゃ」などと言って脇わき腹ばらを小こ突づいてきた。

　ルミナリアさまこそご不満顔だったが、エテルさんは「主さまの選ばれたことですから」と理解を示してくれた。「それよりも、うちの長おささまがご迷めい惑わくをかけました」と、長に頭を下げさせ謝罪もしていった。

　ルミナリアさまも、蚊かの鳴くような小さな声で「すまんかった」とおっしゃった。本当に深く反省していただきたい。

「『──というわけで、ルミナリアさまは今度こそ正規ルートで隠かくれ里にお帰りになるそうだ。』と……」

　種族集会の後、図書館内に戻った僕は、業務日誌に今日の出来事を書き込んでいた。

　ここに書き留めておけば残るのだ。

　未み来らい永えい劫ごう、このノートが残っている限り。

　そして、じいさまが僕に過去の出来事を伝えたように、僕も、他ほかの誰だれかに──いつか図書館を引き継つぐ誰かに、今日の出来事と僕が感じたことを伝えられるかもしれない。

　それが、本と同じように、誰かが迷った時のヒントになるかもしれない。

　そんなことを考えつつ、僕は日誌にペンの先を滑すべらせた。







　それから十数日が経過した本日。

　すっかり落ち着きを取り戻した図書館にて。

「ユーイチが人間族を選んでくれて、本当によかったぞ～♪」

　開館中の仕事の合間、本ほん棚だなに本を並べてゆく僕の隣となりで、ベルがにこにこして言った。

　現在、整理して空けた本棚に、新しく運ばれてきた本を並べているところだった。それをベルにも手伝ってもらっている。

「ベルさんや。それ、毎日言ってる気がするんだが」

　指し摘てきすると、ベルは数冊の本を抱かかえたまま胸を張った。

「何を言う。本当によかったと思っているから、何度でも言ってしまうのだ。何度でも伝えたいのだ、この想おもいは」

「そういうものなのか……」

「そうだ。ユーイチに選ばれてよかった」

「そうか」

「ユーイチに選ばれて本当によかった」

　ニコニコというか、ニマニマしながら言うベル。

　……ちょっと面めん倒どうくさいと思ったのは内ない緒しよです。

「僕に選ばれたところで、そんなに嬉しいものかな」

「嬉しいぞ？」

「お前を選んだわけじゃないぞ？」

「ぬ……ユーイチのいけず」

　ベルが頰ほおを膨ふくらませて不満顔になる。

　それを見て、先日のリーネさまの膨れっ面つらを思い出した。

　なんというかこの二人、顔立ちは本当に姉妹という感じなのに、性格は真逆なんだよな……面おも白しろいというか、何でそうなったか聞きたいというか。

「……わたしを選んだわけではなくともだな。嬉しいのだ」

　僕が遺伝と環かん境きよう因子について考えを巡めぐらせていると、ベルが嚙かみしめるように呟つぶやいた。

「なんで嬉しいんだ？」

「ユーイチは、姉上のことを分かってくれたから」

　言われた意味がよく分からずにいると、ベルはそれを察してくれたらしい。

「姉上は、ああいう性格なので人からよく誤解されてな。立派な理念を持った人なのに、人がついてきてくれぬことが……離はなれていくことが、これまでも少なくなかったのだ」

　言われて、確かにそういうことがあってもおかしくはないと思った。

　リーネさまが僕に対して取るのと同じ態度を他の人にも取っていたのなら、他の人が僕と同じように不満を抱えるのも頷うなずける。

　それでついていけず、離れていくというのも……分かる。

　……だってそれ、まんま先日までの僕だしね。

「ユーイチについても、姉上は期待していたのだ。いや、しすぎていたのだろうな」

「期待……ベルはそう思うのか？」

「ああ。だって、姉上はユーイチと話をしている時とてもワクワクしているし」

　ベルがさも当然のことのように言った。

「いや待って……わくわく？　してるか？」

「しているだろう、どう見ても」

「悪い。さっぱり分からん」

　リーネさまに関しては、いつも仏頂面で見下し視線という印象しかない。

　どこがワクワクしているというのか……妹から見れば分かるものなのだろうか。

「まあ、お前さんが嬉しがってくれている理由は分かった」

「というかだな、今のは愚ぐ問もんだったぞ」

「そうなのか？」

「わたしは、人間族が好きだ」

「そうか」

「姉上のことも好きだ」

「そうだったか」

「好きな人が自分の好きなものを選んでくれたのだ、嬉しくないわけがないだろ？」

　ベルが、これまたさも当然のことのように言った。

　まったく……この姫ひめ騎き士しさまは、どんな角度からでも直球を投げてくるから困る。
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「それは……そうか」

　何に困るって、反応に困るんですよ。

　こういう時、なんて返すのが正解なのかさっぱり分かりませんからね。図書館の本に答えが書いてあったりしないか、本気で探そうかと思ってしまいますよ。

「しかし、ユーイチよ。こうして並べると壮そう観かんだなあ」

　僕の困こん惑わくなどよそに、ベルが感かん嘆たんの声を上げた。

　僕も作業の手を止めて、彼女と同じように目の前に並ぶものを見た。

　いま、この本棚には、この世界の本だけが並んでいる。

　この世界で、この世界の人々が、一から作った本だ。

　現在、様々な種族が協力した結果、とうとう本という媒ばい体たいをリーネさまの要望通りに量産できるようになった。それにより、文字を書ける人たちが、こぞって何かしらを本に残そうと執しつ筆ぴつ活動に勤いそしみ始めた。また、文字の読み書きについても学びたいという人が増え始めた。そういう人たちが図書館へと来ることが最近では少なくない。

　本の読み書きがしたい人には、リーネさまの作った例の書き方ドリルを勧すすめている。

　あれはいいものだ。僕もかなりお世話になったし。

　さて。

　この度たびは僕の転職騒ぎがあったわけだが、図書館の中に大きな変化はなかった。

　ヘッドハンティングに来てくれた人たちがよく来館してくれるようにはなった。本棚の向こうを覗のぞき見ると、以前よりも多様な種族の人たちの姿が見られる。

　……が、それ以外には取り立てて言うような変化はなかった。

　大きく変わったものがあるとすれば……それは恐おそらく、僕の内面だろうなあ。

　リーネさまが色々と配はい慮りよしてくれていることもあり、あの一件以前よりもストレスは感じなくなっている。まあ、それについては、今後また元に戻もどる可能性がなきにしもあらずなので、経過を見ねばと思うわけだが。

　それよりも、嫌いやだった仕事が嫌じゃなくなったのが大きい。例えば、いま楽しく並べていた本は、量産過程の調整が億おつ劫くうで堪たまらなかった。

　今となっては、なぜあんなにも後ろ向きな気持ちを抱えていたのかが分かる。

　仕事に対して正当に評価されていない気がしていたし、最初からされない気もしていたからだ。それにより、仕事を頑がん張ばることは無む駄だだと考えていたのだろう。

　僕は大事に思われていなくて、リーネさまにとって使い捨て……そんなネガティブな考えが根っこにあって、負の感情を吸って成長した要いらない枝葉がどんどん気持ちを重くしていっていたのだと思う。

　けれど、今は違ちがう。

　リーネさまが僕を評価してくれていることは彼女の書いた本から伝わってきたし、憎にくからず思ってくれていることは怪かい獣じゆうの一件で理解できたし。

　それに、以前には考えられなかったが、リーネさまはちゃんと言葉にして僕を褒ほめてくれるようになったのだ。「ユーイチ、よくやりましたね」とか。「いい仕事をしましたね」とか……態度こそ相変わらずだが、おかげで僕は達成感を純じゆん粋すいに感じられるようになった。自分がベル並みにチョロい気がするけどさ。

　ここでの仕事が、前より好きになった……それが、一番の変化だと思う。

　この世界にやって来て、自分の生活がそれまでと全く違うものに変わったことは記き憶おくに新しい。だから、『この場所にいては変わらない。どこか別の場所に行かなくては不満はなくならない』などと思っていたが……

　……案外、異世界に行かずとも、世界は変化していくものらしい。

　変わらないものと、変わりゆくもの。変化するのがいいとか悪いとかではなく、そのどちらもが自分にとって居い心地ごこちのいいものであれば好ましい。ただ、それだけだ。

　そして、その時々で、自分はその維い持じと変化の二択たくを選べるのだと知った。

　思ったより、僕は人生を自由に生きられるらしい。

「のう、ユーイチ」

　僕の中で変化しない安定キャラのベルが、本棚を見て首を傾かしげた。

「わたしは、もっともっとこの世界に本が増えていくと思うのだが」

「まあ、そうなりそうだな」

「このトショカンに入りきるか？」

「いやーそれは難しいんじゃないか」

「そうか。すると、増築したりせねばならぬか？」

　考えたこともなかった……が、世界が変化していくのだ。この図書館の姿が変わってもおかしくはない。

　僕は図書館じゃないから、図書館的に増築などをどう感じるのかは分からない。でも、どんな形になったとて、多分この世界に存在し続けられれば、必要とされ続ければ、この図書館は幸せなんじゃないだろうか。

　あとは、他ほかにも図書館を増やすって手もあるけど……それはまだ言わないでおく。同じく、『書店』とかについてもね。

　小こ賢ざかしい考え方かもしれないが、今この世界の本を僕とこの図書館は独どく占せんしている。

　というわけで今の需じゆ要ようの独占状態を、もう少しだけ堪たん能のうしたいのだ。

「そうだな、またリーネさまに相談しよう。そろそろ修しゆう繕ぜんが必要かもとは思ってたし」

「おお、それがいいとわたしも思うぞ。あ、猫ねこ耳みみ娘むすめ」

「ミーナだって言ってるにゃー！　何してるにゃ？」

　やって来たミーナに、僕は棚たなを見せる。

「ちょうど新しい本を並べてたんだよ」

「新しいホン！　にゃー、それはニュースにゃ。ミーナ、みんなに広めてくるにゃ！」

「ああ、存分に宣伝してくれよ」

　そんな風に、ベルや知人らといつも通りのやり取りをしながら、一日が過ぎていく。

　こういう何てことのない一日が送れることを、僕は改めて幸せだと思った。




　　　　・・・




「しかし、積極的に姉上への相談を考えるようになるとは、ユーイチも変わるものだな」

「そうだな。変わったかもな」

「素す直なおにわたしを好きだと言ってくれる、そんなユーイチに変わってもいいのだぞ？」

「そうなったら、それは僕じゃない別のものだ」

「ユーイチじゃなくなるのか!?　じゃあ、今のままでよい！」







　あとがき







『異世界図書館へようこそ』作者の三み萩はぎせんやです。

　一巻を多くの方が買ってくださったおかげで、こうしてシリーズ二作目を出版することができました。角川スニーカー文庫さんでは初のシリーズ続編です……ありがたい……

　続編というのは売り上げ次し第だいなところもありお約束ができないので、一巻のあとがきでは『次の本』というような書き方をしました。それだけ次巻が出せるか不安だったのですが、こうしてお届けできてホッとしています。

　あ。今このあとがきを読んでこの本の購こう入にゆうをご検討中の方は、レジまで持っていっていただけると、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんがさらに三巻を出させてくれるかもしれないので作者が咽むせび泣ないて喜びます。ぜひご支し援えんよろしくお願いします！（切実）




　さて、前回はあとがきページに限りがあり書けなかったのですが、本作品は私自身が図書館に勤めていた経験を活いかせる作品ということで企き画かくが始まりました。

　作中に幾いく度どとなく出てくる日本十進分類法は現実の図書館で実際に使われている分類法ですし、今回、巻末に二巻の作中で内容を引用させていただいた本のタイトルも載のせていますので、気になる方はぜひ図書館でチェックしてみてくださいね。

　今回、実務経験を物語に反映し書しよ籍せき化できたことに、経験はどこで活きてくるか分からないものだと改めて感じました。ちなみにデビュー作の『たま高社交ダンス部へようこそ』も経験を活かせた作品。今後もどこかで活かせるような経験を積んでいきたいです。




　以下は謝辞を──続編も私得作品を書かせてくださり万ばん全ぜんのサポートをしてくださった担当Ｍ様、並びに角川スニーカー文庫編集部様、販はん売ばいまでの間にご尽じん力りよくくださった皆みな様さまに感謝を！　イラスト担当の伍ご長ちよう先生、今回もマーベラスなイラストをありがとうございました！　先生の描えがく新キャラを今回見られたので、それだけでも二巻出せてよかったなあと……それとリーネ女王の表紙、最高です。穿はいてない気がしますが、きっと私のよこしまな気持ちがそう見せるのですよね……最高です。

　そして、今回も手に取ってくださった読者のあなた様。エルフじゃありませんが「神！」と崇あがめたいくらいに感謝しています。

　願わくば三巻でまたお会いできますように……


三萩　せんや　　
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